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5　平安時代の遺構と遺物

今回の調査で芦平安時代の遺構は竪穴佳屠跡萄軒　掘立柱建物跡鼠棟　土坑　基が確認されている。以下ヲ

確認された遺構と遺物にづいて記述する。

柄　竪穴住居跡

了　，＿∴∴　二∴′′′　）年く

二…　十＼′く言ノ∴：ノノ∴′こ　－′ぐ　′　・、一一工、′、′′・一：ノ、l、ノ　・′、ノノ、十∴∴′・∴′　′∴′．t・．．

に第器号住居跡　南西に第邦号住居跡がそれぞれ立地している。

重複関係　南東部が第渕号住居跡を掘　込んでいる。

・、′「‾　∴　、・：′　、、∴．・∫1、．′′）′一言＼　．－・∴、、、、ノ′　．∴∴’′・・J、J　）∴言言ノ′ノ、′∴！

′　一．′′∴∴　つ一・㌦　∴二‘－＼・、、．1＿′‥′し　品、．・　　ノ　　ー；一！・′／ノ　ア、∫・、、‾′宣・一：／了

．、　工．二　二・、‾　　　ノ、．号′、′・、左－Jノ．ノ′l　　．．′

こ　、　ノノ　ノ　′・一　二′　　′・－、・し．、′、＼．－＼　　′’．、　・．・＿＼、′、J　′・ノ・．∴、・J J‥エ言．；′　　ノ　　ー′．

・・・、・－∴　∴　、∴、、′・′′ノ′ノ　∴′・　∴′∴∴＝　′　′、、・・・・′ノ　ノ′　′、・′・・′∴、′ノ、′：亡、㌧　ノ　．、．∴′

やかな傾斜で立ち上がる、．

竃土層解説

1黒　褐　色　ローム粒「・帖‖＼白’一微量

2　黒　褐　色　粘土ブロック少鼠　ロームブロック微量

3　暗赤褐　色　廃土ブロックの粘土ブロック少鼠　ローム粒子微量

4　にぷい黄褐色　粘土ブロック中畳，焼土ブロック微量

5　暗　赤褐　色　焼士ブロック少違，粘土粒子微量

6　暗　赤褐　色　廃土ブロック中農声　炭化粒子の粘土ブロック少量

γ　黒　褐　色　焼上プロ、ソク′吊l∴　ローーム粒J∴炭化粒j’・・枯日章「微量

8　褐　　　　色　ロームブロック中鼠　焼土ブロック微量

9　暗　褐　色　ロームブロックe粘土ブロック少量箆　焼土粒子微量

用　暗　褐　色　粘土ブロック少量，ロームブロックも廃土ブロック微量

Il　疇二　赤　掲　色　焼上プロ、ソク少量．ロームプロ、ソク・机上粒√微量

12　暗　褐　色　粘土ブロック少鼠　ローム粒子の焼土ブロック0炭化粒子微量

13　黒　褐　色　焼土ブロック少量ク　ロームブロックの粘土粒子微量

14　暗　赤　褐　色　廃土ブロック中量ラ　粘土ブロック少鼠　炭化物微量

15　暗　赤　褐　色　廃土ブロック中鼠　粘土粒子微量

、1、ン＼　＿∴．ノ　　′　′ニ1、′　′∵∵　′：・牛ン、′い、二、二言

穫豊　後層からなる。ロームブロックを含む第　層は壁際からの流れ込んだ堆積状況を示し　偽の層　レンズ

状の自然堆積の状況を示している、、．

土層解説

1暗　褐　色　ロームプロ、ソク少軋　焼「プロ、ソク・損じ物微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子の炭化物微量

：j　黒　暗　色　し了－ムプロ・ソク・焼上ブし「：′ク・粘日日・微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量

遣物出藍状況　土師器射82点（捧260聾156）須恵器片　点　嚢）鉄製品　点　斧お銑淳　鰯　礫　点が

出土している。これらの遺物は竃前と南東壁際の覆土下層から多　出土している。このほかには普混入した縄

文土器片測点　弥生土器片　点　剥片　点や混入した瓦片　点が出土している。出土状況から蟻　の蟻は本跡

に伴うと考えられるご

所農　本跡の時期は，出土土器から9世紀複葉から摘世紀前葉と考えられる。

一一一323－



第227図　第6号住居跡実測図

＼二 ＿　ノ
第228図　第6号住居跡出土遺物実測図
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第　号佳屠抄出土遺物観察豪　第霊園）

番号 性　 別 器　 楯 ＝　 律 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 中 賦 手 法 の 特 徴 出士位置 備　　 考

160 士師器 林 13諸 4 言 5 ．9 長石篠雲鍼色縮 にぷい橙 ！普通 底部外面一方向のヘラ削 り。 竃下層 100％ PLlO8

161 士帥器 婆 は966］ Cl9 ．5） － 長石膏薬骨赤色折 にぶ減 車 摘 体部内薗ナデ。 竃下層 錆％焼士付着．。

162 土師器 襲 白8 ．2］星　　　　　　　　　　　　i鉦針の － 長石・石英を雲母年 齢 可 湖 体部内面へラナデ。 竃下層 1脇 屍榊鮒巌

163 須恵器 婆 － 「躯が ［ユ8 ．2］ 長有 ・霊母 貴族 ！普通
休部外面並行叩き＝∴ 南部下層 用％内面摩滅。

番　 号 器　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 i

i 材 質 ′ 出 士 位 置 備　　 考
長さk 前　　 幅 k m ） 厚さ（cm ）　 重量ね ） 特　　　　　　　 徴

164 斧 9 04 i 4 ぜ4
1．リ 1し相．0 鉄 楕円形の袋部をもつ。 西部床面 PL l 18

第　号健贋跡　第霊園）

位置　調査区北西部のE2C8区に位置しタ南西から北東への緩斜面部に立地している。周辺の同時期の遺構

は南西に第　号住居跡　西に第柑号住居跡がそれぞれ位置している。

二言ご′　一一ノ　‥∵∴‘′ノ′・′「、′ふい　′　′、7′、　ノ・‘∴第十ノノ‥．－　、・．、・　・∴、・′一工ノブ，′　ノ、

れぞれ掘り込まれている．、一一、

規模藍形状　南東部が撹乱を受けているため　東壁の立ち上が　が不明である。確認できたのは真率如。27m芦

∴l：・・｝＼＞、＼、′三′∴′．′ニ′・工ゝノ　　ー∴＼　ノ　、、－ノ∴　－・言、　‥、、∴′′′、ノ存′∴・ノ、．、、′・．

がる、、．

床　はぼ平鍵で　中央部が踏み固められている。中央部の床面から炭化材が出土している。

、・、　′　′、′‘　′、、ノ‥　二　一一　　′・、、′：、、：い．′、・′、ノ　！′ノ言し　九　二　　′ソ、、イノノ．．′　′、′・ハ

ノ　　　′、ソ・・、′′　′　り　　一！　′ノ　ノ∴、・・、’ノ′へ　，′、ノ　ー／′・くノ、　ハ、′こ　・ノ、　ノ／・′　ノ′′．　．∴　ノ．‥ノ′；∴、

ある。火床部は床面とはぼ間じ高さで撃　わずかな焼士の広がりが確認されてお酌煙道は緩やかな傾斜で立ち

上がる、＿

電土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

、l　暗　視　色

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ロームブロックe焼土ブロックの粘土ブロック微量

ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソケ・炭化物・粘目白雄描：

ロームブロック0焼土ブロック微量

ロームブロック少量，焼土ブロック微巌

U－∴ブU、ソケ・焼上ブし「ノン・炭化粒自微量

ローム粒子e焼土ブロック。粘土ブロック微量

ローム粒子e焼土粒子の粘土ブロック微量

∴二　　′・閥から′‘′′．′′′　　　）′、！・・－′j‾・・′　′‾′・′′′′㌧／ら′、ノ′′一　ノー　′シ、′ノ言、！了［十ノ∴、ノ予′：∴　′∴

l・2層はレンズ状の自然堆積の状況を示している．、、．

土層解 説

1黒　褐　色　ロームブロック中鼠　焼土粒子の粘土ブロックの白色粒子少鼠　炭化粒子微量
2　窯　褐　色　ロームブロック中鼠　粘土ブロックの白色粒子少数　焼士ブロック微量

3　極暗褐色　ロームブロック少量，廃土ブロックも炭化物e白色粒子微量
4　暗　褐　色　ロームブロック中量，白色粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック多量，白色粒子少量，焼土ブロック微量
6　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

遺物出藍状況　土師器机罰点聯100の血行聾135㌦須恵器机8点（鉢）が出土している。これらは南8西

壁際の覆土下層から多く出土している。このほかにはタ混入した縄文土器片36点や撹乱によって混入した磁器

片目軋∴瓦片1点がそれぞれ出土している。出土状況から蟻は本跡に伴うと考えられる。

所見　本跡の時期は，出上目器から！月世紀後葉と考えられる、

一一lh一一一一一一325－1一一一一



④

第229図　第7号住居跡・出土遺物実測図

第7号住居跡出土遺物観察表（第229図）

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一・一1　　　　　…」

Olm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　」

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

166 須恵器 杯 ［12．8］4．0 ［5．4］長石・石英にぷい橙普通底部回転へラ切り後，ヘラ削り。中央部床面20％

167 須恵器 皿 ［12．4］2．1 5．4 長石・石英・雲母にぷい黄橙普通底部外面へラ削り。 覆土中 45％

168 土師器 鉢 ［25．6］（7．9）－長石・石英にぷい黄橙普通体部両面横ナデ。 南部中層 10％

第12号住居跡（第230・231図）

位置　調査区北部やや西寄りのE2a3区に位置し，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は南西に第

23号住屈・跡が位置している。

重複関係　南西部が第11号住居跡，中央部西壁寄りが第272号土坑をそれぞれ掘り込み，東壁際中央部を第270

号土坑，北西コーナー部を第271号土坑，南西コーナー部を第273号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸は4．28m，短軸3．36mの長方形で，主軸はN－190－Wであり，壁高は13cmで外傾して立ち

上がる。

－326－
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∴予言こ　∴　′）′J′；′1、‘′、古く

0　　　　　　　　　　　　　　2m

－　　11－　　　　　1

床　ほぼ、上田で，中央部が特に踏み回められている、、

磯　北壁際の中央部は撹乱を受けてお酌　竃を確認できなかったがタ　北壁の中央部が壁外へわずかに掘り込ま

れており，住居跡の形状と出入り持施設に伴うピットの位置から，竃が北壁の中央部に付設されていたと考え

られタ　その部分の壁際に片面が焼けた雲母片岩（長軸50cm，短軸40撒撃　厚さ摘撒）の切り石が出土しておりタ

芯材として使用されたと推測される．。

ぽッ紅　Piは深さ25cmで努　中央部から南壁寄りに位置しタ　出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆豊　8層からなる。ロームブロックを含むブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼＿上プロ、ソク・炭化物・粘上プロ、ソク微量

2　褐　　　色　ロームブロック中量、焼上ブロック・炭化物微量

3　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック。粘土ブロック微量

11暗　褐　色　ロームプロ、ソク少量．焼上プロ、ソク微量

5　暗　視　色　ロームブロック中量、焼上プロ、ソク・粘「プロ・ソク少量

（ミ　褐　　　色　ロームブロック中量

7　暗　褐　色　ロームブロック多量．焼土粒子少鼠．炭化物・粘l＿二ブロック微量

8　褐　　　色　ロームブロック中量

遺物出豊状況　土師器削96点脾900高台相棒4の聾l鵬）須恵器片　点　塔上　土製品鉱産　不明）礫摘

点が出土している。これらの遺物は南部の覆土下層から多く出土している。このほかには，混入した縄文土器

片摘点　石器　点（敲石）が出土している。出土状況から204は本跡に伴うと考えられる。

所凰　本跡の時期は，出土土器から9世紀複葉から拍世紀前葉と考えられる。

－327－



第231図　第12号住居跡出土遺物実測図

第12号住居跡出土遺物観察表（第231図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト－‥　l・　l

番号種　別 器　種口　径器　高底　径胎　　土 色　　調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　考

204 土師器 杯 ［13．6］ 4．6 4．0 長石・石卦雲母灰黄褐 普通底部外面へラ削り。 覆土中 60％底部へラ記号。

205 土師器 聾 ［19，2］（26．0） －
長石・石英・

雲母
にぷい橙普通口緑部両面，休部内面横ナデ。東部床面

20％体部内面

工具の押圧痕。

番　号 器　種
計　　　　　 測　　　　　 値

材　質 特　　　　　　　 徴 出土位置 備　　考
長さ（cm） 径（cm） 孔径（cm）重呈（g）

206 管状土錘 6．4 2．2 0．7 28，7 土製 外面ナデ。孔に削痕などは認められない。覆土中層 PLl15

第13号住居跡（第232・233・234図）

位置　調査区北西部のE2C3区に位置し，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は南に第6号住居跡，

北に第14号住居跡，束に第7号住居跡がそれぞれ位置している。

重複関係　北コーナー部が第11号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．50m，短軸3．10mの長方形で，主軸はN－820－Wであり，壁高は26～32cmでほぼ直立す

る。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められ，壁溝は深さ12cmで，南壁の一部を除いて壁下で検出されている。

竃　東壁の中央部を壁外へ24cmほど掘り込み，雲母片岩を補強材として，ローム混じりの粘土などで構築して

いる。規模は両袖部幅113cm，焚口部から煙道部までの長さ89cmである。火床面は床面から6cmほど掘り窪め

られ，火熱を受けて赤変硬化し，煙道は外傾して立ち上がる。南袖部の一部が破壊されているが，良好に残存

しており，内壁は火熱を受けて赤変硬化している。また，雲母片岩が出土し，焚口上部で使用されたと考えら

れる。また，焚口部の床面は貼り床をしている。

－328－



竜土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロック微量

2　暗　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・粘土ブロック微量

3　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック少量，ロームブロック微量

4　黒　褐　色　焼土粒子・灰中量，ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量
5　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量

6　暗　褐　色　焼土粒子・粘土ブロック少量，焼土ブロック微量

7　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・粘土粒子微量

8　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量

9　暗　褐　色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

10　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量

11暗　褐　色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

12　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
13　黒　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック少量

14　暗　褐　色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

15　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化物・粘土粒子微量
16　黒　褐　色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土粒子微量

17　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・焼土粒子中量

18　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量

19　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子・粘土ブロック微量

20　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子・粘土ブロック微量

ピット　4か所。Plは深さ16cmで，中央部から西壁寄りに位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

P3は南東コーナー付近にあり，主柱穴とも考えられるが，P2・4同様に性格は不明である。

覆土12層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。
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第233図　第13号住居跡出土遺物実測図（1）
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第期図　第13号住居跡出土遺物実測図（2）
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』二二二二二二ヒ二二二二三

土層解説

1極　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
2　褐　　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物微量

4　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量

5　暗　褐　色　ロームブロック中最，ローム粒子少量

6　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼士粒子微量

7　暗赤褐色　焼土ブロック・焼土粒子少鼠　ロームブロック微量，

8　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，焼土ブロック・炭化材・炭化物・炭化粒子微量
9　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

10　暗　褐　色　ロームブロック中量，ローム粒子少亀焼土ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子微量
11暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量
12　暗　褐　色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片307点（杯1148高台付杯19・整138e甑36），須恵器片9点（埠6e嚢3），灰粕陶器

1点（壷），石製品1点（支脚），士製品1点（紡錘車），礫3点が出土している。これらの遺物は中央部の覆

土中層から下層にかけて多く出土している。土師器嚢が竃内から立位で出土している。このほかには，混入し

た縄文土器片29点が出土している。出土状況から209e221e222。224は本跡に伴うと考えられる。

所農　本跡の時期は，出土土器から9世紀後葉から10世紀前葉と考えられる。また，竃の補強材として雲母片

岩が使用されていた。
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第13号住居跡出土遺物観察表（第2330234回）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

20 7 土 師器 杯 13 ．0 4 ．1 6．2 長石・石卦 雲母 にぷ い褐 普 通 底部回転へ ラ切 後，ヘ ラ削 り。 北東部下層 100％ P L lO8

20 8 土 師器 林 13 ．5 5．4 6．2
長石 ・石英 ・

雲母
にぷ い橙 普 通 底部回転へ ラ切 後，ヘ ラ削 り。 南東部下層

脇　 舶 ヘラ記

号宮 。 PL摘

2 10 土 師器 高台付杯 14 ．0 6．5 8．0 長石・石掛 雲母 にぷい黄橙 普 通 底部回転糸切り。高台貼り付け徽 ナデ。 東部下層 100％ P L lO8

20 9 須 恵器 林 11 ．4 3．8 6．1 長石・石敷 雲母 にぷい黄橙 良好 底部回転へラ切後，…一方向のヘラ削り。 北東部下層 98％ P L lO 8

2 11 土 師器 高台付埠 14 ．2 6 ．1 8．1
長石 ・石英 ・

雲母
橙 普通

底部回転へ ラ切 り。高台貼 り

付け後， ナデ。
北 東部下層

100％ 紬 へラ記

号宮 。 PLl瞞

2 12 土 師器 高台付杯 13．8 6 ．0 7．6 長石・石敷雲母 にぷい橙 普通 底部高台貼 り付 け後ナデ。 東部下層 100％ P L lO8

2 13 土 師器 高台付埠 13 ．8 5．6 7．4 長石・石英・雲母 にぷい褐 普通 底吉相転糸切り。高台貼り付け徽 ナデ壬 中央部中層 95％ P L lO8

2 14 土 師器 高台付杯 14．4 5 ．8 8．0 長石・石敷雲母 灰黄褐 普通 底部高台貼 り付 け後，ナデ。 北 東部下層 95％ P L lO8

2 15 土 師器 高台付杯 14．4 （5 ．2） －
長石 ・石英 ・

雲母 ・小磯
にぷい橙 普通 底部高台貼 り付 け後，ナデ。 南 東部中層

90％軸 内外面へ

ラ記号「十誹 LlO8

2 16 土 師器 i高台何杯 14．0 6 ．0 6．0 長石撒 雲母凝尉 にぷい橙 普通 底部回転へラ切り。高台貼り付け徽 ナデ。 北 東部下層 90％ m J108

2 17 土 師器 高台付杯 ［14．0］ 5 ．4 7．0 長石・石英・雲母 にぷい橙 普通 底部回転へラ切り。高台貼り付け後，ナデ。 北 東部中層 65％ P L lO8

2 19 土 師器 高台付杯 ［16．6］ （5 ．6） － 長石・石英・雲錮 礫 にぷい橙 普通 底部回転へラ切り。高台貼り付け後，ナデ。 覆土中 35％

22 0 須 恵器 小形 婆 9．7 8 ．7 6．5
長石・石英・雲

母・赤色粒子
にぷい黄橙 普通 底部回転へ ラ切 り。 南 東部中層

80％ 外面煤

付着3 P L lO9

22 1 土 師器 小形 婆 13．5 16 ．9 8．2 長石・石英・雲母 にぷい橙 普通 休部内面へラナデ。底部外面へラ削り。 南 東部下層 98％ P L lO 9

22 2 土 師器 小形 襲 13．7 15 ．6 7．2
長石・石英・雲訃

小礫凍色粒子
灰 褐 普通

口縁部両面横 ナデ。体部内面

へラナデ。底部外面へ ラ削 り。
竃 中層

10 0％

P L lO 9

22 4 灰 粕陶器 壷 － （8 湖 － 長石 灰 白 良好 体部両面ロクロナデ。外面施粕。 東部 下層 10％

普通 把 手部ナデ。底部 へラ削 り。 中央 部下層 鵬 多孔式かPLlO922 3 土 師器 甑 2 7．5 27 ．1 ［＿13．2］ 長石・石英・雲母 にぷい褐

番　 号 器　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 質

特　　　　　　　 徴

l

出 土 位 置

l

備　　 考
径（cm ） 厚さ（cm） 孔径 （cm） 重量（g ）

225 紡錘車 7 ．6 L 2 0 ．7 49．3 土製 上面ナデ言下面へラ削 り。 南東部上層 杯底部転用。

第臓号住居跡（第235図）

位置　調査区北部のD2j4区に位置し，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は南に第13号住居臥

南東に第7号住居跡がそれぞれ位置している。

重複関係　南東コーナー部を第437号土坑が掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．18m，短軸3。10mの方形で，主軸はN－50－Eであり，壁高は8～16cmでほぼ直立する○

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。壁溝は深さ6cmで，西壁下で検出されている。

電　北壁の中央部を壁外へ15cmほど掘り込み，粘土などで構築している。規模は両袖部幅116cm，焚日部から

煙道部までの長さ65cmである。火床面は床面から4cmほど掘り窪められ，火熱を受けて赤変硬化している。煙

道部は外傾して立ち上がる。焚日部の南側に，長径90C恥　短径70cmの楕円形で，深さ24cmの掘り込みがあり，

その部分には焼土ブロックや炭化物。炭化粒子e灰を含んだ黒褐色土などで埋め戻されて貼り床されている。

寵土層解説
1暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物・灰微量
4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量
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ピット　4か所。主柱穴は検出されていない。Pl～4の性格は不明である。

Pl土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量　　　　4　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量　　　　　5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量　　　6　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量

P2土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量　　3　褐　　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量

P3土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック中量
3　褐　　　色　ロームブロック中量

覆土　4層からなる。第2層はロームブロックを多く含んだブロック状の堆積を示すが，自然堆積の状況を示

している。

土層解説

1黒暗色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
2　暗　褐　色　ロームブロック中量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量

音、

第235回　第14号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　＝紬器片183点（林102・高台付牲17・悪五日，須恵器片（主－∴一言林1・悪5主　上製品上l∴五不明主

礫3点が出上している、、これらの遣物は北西コーナー部の覆日、あ層や電付近の覆回状有から多く出上している、、

このほかには，混入した縄文十器片1＿4点．石器2点（凹有・石111L）や撹乱によって混入した陶器片1点が出上

している㍉　出土状況から227は本跡に伴うと考えられる＿、．

所見　本跡の時期は，出「上器から～‖l摘己後葉から1（川摘山鉦葉と考えられる、＿、

第温4号住居跡出土遺物観察表（第235囲）

番可 種 別 器 種桓 径i器 高 底 可 胎　 土 色　 調！焼成 手法の特徴 出土位置 ！備　 考

22車 師器 高鍋中 3中 細 層 篠 にぷい赤褐i普通 底部回転糸切り。高台姑付け
後，ナデ。 竃上層

22車 師器 高鍋車 中 503） 恒 減 礫 にぷい黄可 普通 底部回転へラ切り。高台貼り
付け後，ナデ。

竃下層 i50％PLlO9

22車 師器 高鍋車 中 摘 明褐 ！普通 底部回転へラ切り。高台貼り
付け後，ナデ。 竃上層

∴ノ・、ノー　　rJ　∴′ノ∴　ノ三′　く

位置　調査区北部西寄りのEl＿eO区に位置し∴、臣町部に立地している∴　周辺の同時期の遺構は北東に第12号

住居跡がある．、、

重複関係　北東コーナー部が第18号f日朝虹　第3＝主∴189・耳飢）号口元を握り込み，中央部を第∴1－88号上坑が握り

込んでいる、、、

規模と形状　長柚1．5（．）111、鯨油3．70111の長方形で，巨柚はN一打）。－I三で，唯高は32、・11cmでほぼ直立する、．

床　ほぼ、上根で，中央淵；が特に踏み固められている、、唯溝は深さ・一隻、（kIllで，南壁の中央部から北西コーナー

部にかけて壁lく‾を巡っている．こ、

電　東壁の中央部南寄りを壁外へ27cnlほど握り込み，焼日昆じりの机上などで構築している、、規模は両袖部帖

摘舶m　楽日部から煙道部までの長さ五臓cmである。火床部は床面から4cmほど掘り窪められ学　火熱を受けて赤

変種化し，煙道は外傾して立ち上がる∴　北袖部下に捕り込みがあり．その部分に焼上とロームが混じった黒褐

色上及び暗褐色上を理め日こし，その上に焼上の混じった砂質粘十で袖部を構築しているので，竃の作り替え

が行なわれたと考えられるし、

竃土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　　色

3　暗　赤　褐　色

－j・暗　褐　色

5　暗　赤　褐　色

（i　黒　褐　色

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

～）暗　褐　色

色
色
色
色

褐
褐
褐
…

暗

黒

黒

暗

n

U

　

「

⊥

　

2

　

3

i

 

l

⊥

　

一

憂

A

 

l

ローム粒J’・・焼上プロ、ソク・粘＝位「微量

ロームブロック・焼上ブtJ・ソク・粘目白’朝宣

焼上プロ、ソク申㍑　ローム粒j∵・粘巨プロ・ソク

微量

粘土ブロック少量，焼土ブロック微量

焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量

焼土ブロックe炭化物少量夕　粘土粒子微量

ロームプロ、ソケ中量．焼上プロ、ソク微量

ローム粒J’一・焼上ブロック・粘上プロ、ソク微量

粘上プロ、ソク申結ローム粒J’－・焼上ブロック・

炭化物微量

色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
褐
褐

暗
黒
暗
黒
暗
黒

．

．

1

↑

　

l

J

　

㍉

〓

　

【

！

　

8

　

日

ソ

1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
1
　
　
　
1
　
　
　
1

色褐窯02

ロームプロ、ソク・焼‖三日’一微量

ロームプロ、ソク・焼「プロ、ソク・炭化粒J’・少量

粘土ブロック少還，焼士ブロック0炭化粒子微量

粘土ブロック中量9　焼土ブロック微量

粘土ブロック中量，焼士粒子微量

焼上プロ・ソク・粘上プロ、ソク少量，ローム粒千・

炭化物微量

粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土粒子

微量

21にぷい黄褐色　粘土ブロック中量，焼士ブロック微量

22　暗　褐　色　粘土ブロックな焼土ブロック少量

粘土ブロック少量，焼土粒子・礫中量　　　　　　23　黒　褐　色　ロームブロック。焼士ブロック少量夕　粘土粒子

ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・炭化物微量

粘土ブロック少量，焼士粒子の炭化粒子微量

焼土ブロック中量，ローム粒子・粘土ブロック

微量

微量

24　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼士ブロック微量
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ピット　5か所0主柱穴はPl～3で，深さ25－36cmであり，各コーナー寄りに位置している。P5は南袖部

脇に位置し，竃に関連した施設に伴うピットと考えられる。P4は竃の焚口部を掘り込んでいるが，性格は不

明である。

覆土　7層からなる0第2・3層はロームブロックを多く含んだブロック状の人為堆積の状況を示し，他はレ

ンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

焼土粒子・炭化粒子微量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・黒色
粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・黒色粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・炭
化粒子微量

6　暗　褐　色　ロームブロック微量

7　褐　　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師器片536点（杯225・嚢311），須恵器片36点杯12・嚢24），土製品1点（不明），鉄製品1

点（餃具），礫39点が出土している。これらの遺物は覆土中層から下層にかけて多く出土している。このほか

には，混入した縄文土器片76点や撹乱によって混入した磁器片1点が出土している。出土状況から273・279は

本跡に伴うと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀中葉から複葉と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　2m

Lt i　　　－」
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第237図　第23号住居跡出土遺物実測図

第23号住居跡出土遺物観察表（第237図）

10cm

！　　　；　　　l

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

273 土師器高台付杯［15．8］（3．9）－

長石・石英・雲

母・赤色粒子
にぷい橙普通底部回転糸切り。 竃下層

60％高台部

欠損。PLlO8

274 土師器杯［15．6］6．5 －長石・雲母
にぷい褐普通底部外面へラ削り。 覆土中 20％

275 土師器杯［15．0］（5．0）－長石・石英・雲母
にぷい赤褐普通休部両面ロクロナデ。 南部中層10％

276 土師器皿 10．0 1．8 6．3長石・石英・雲錮折灰褐 普通体部外面ロクロナデ。底部回転糸切り。南東部中層70％PLlO8

277 土師器皿 9．4 1．5 7．6長石・赤色粒子橙 普通休部両面ナデ。底部回転へラ切り。北部中層80％PLlO8

278 土師器皿［10．0］2．0［8．0］長石・石英橙 普通休部両面横ナデ。底部回転へラ切り。北部下層50％

279 土師器嚢［20．6］（27．6）－長石・雲母・赤色粒子にぷい褐普通休部内面ナデ。
竃下層 30％外面煤付着。

280 土師器嚢［24．2］（6．1）－長石・雲母にぷい褐普通口縁郡両面横ナデ。休部内面ナデ。
北部下層5％

281 土師器聾［23．2］（6．4）－長石・雲母
にぷい褐普通口縁部両面積ナデ。体部内面へラナデ。覆土中 5％
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番　 号 器　種
長さk親許 幅行m）；厚さ講 義諒 質　 特　 徴　 出土位置 備 考

282 餃具 ・中　 03　 日 。中　 封・中 鉄　 剣金具欄 式。　　　 覆土中　 恒 8

二　ノ、　　　‾　　　ノ　㍉y′

位置　調査区北部醇欝　のE2摘区に位置し　平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は南東に第器号

‥・・・′、．．、、．　：・ノ′　・′∴　‾、二　∴、・　、、、

㌧言∴′　　　′′′・；′ノノ　・・′＼・∴　′　　ノ　′′1′　′、・し′　′　′′　・ノ　∴　　　′∴　、J

言、ノ∴主　、．．・－　．　′　　　　ノ′　′ノ　　＿てノ′言、　：一＼　′　、・、し′ニ′　．．、ノ、　二　、

外傾して立ち上がる．、、．

′、′三㌦　′′一一＼　ノ∴わ　J．′いふ－・′ニ　ノ　′　　′∴．一・一∴｛′、、・へこ、一・ノ′　′、二’．：二　言ご：、：、．

いる。焼士が中央部から商壁欝　の床面で確認されている。

∴′　′′ノ　ノ＼－’予つ　　上、∴・′∴　ノ、ノ′′　・．・′）　、二．’　・ノノ　′．・′一　′　j．一、、　　′

高　∴・．∴　′ノー言、こ∵′　　一′、／′ノ　∴′’∴一′　！．′　、l・′′＼′J　′　．′　了　ぐ　、1ノ　′ノ　　　　′

道は緩やかな傾斜で立ち上がっている－．

篭土層解説

1黒　裾　色　焼上ブし「ノク・炭化粒「微量

2　暗赤褐色　焼士ブロック少量

3　黒　褐　色　焼土ブロック微量

4　黒　褐　色　焼士ブロック6炭化粒子微量

5　暗赤褐色　廃土ブロック中量

6　暗赤褐色　焼土粒子少量プ　炭化粒子微量

7　暗赤褐色　焼土粒子少鼠　炭化粒子少量ヲ　粘土粒子や灰微量

8　極暗赤褐色　焼土ブロック少量夕　炭化粒子微量

9　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

川　黒　褐　色　粘＝位r少品　焼上プロ、ソク・炭化粒自微量

11暗　褐　色　焼巨ナ守「ソク・帖上ブL7いノケ少量，ローム粒自微量

12　賠赤褐色　焼土ブロックの粘土ブロック中量

ま3　暗赤褐色　焼土ブロック少鼠　ロームブロックを炭化粒子微量

摘　暗　褐　色　ロームブロック中量

15　黒　褐　色　ロームプロ、ソケ・焼上プロ、ソク・粘上プロ、ソク少量

l（う　黒　褐　色　焼上プロ、ソケ・帖上プロ、ソク少量．ローム粒J’・・炭化粒描乞量

17　黒　魁　色　粘上プロ・ソケ中量　焼上プロ、、ノク′吊l∴　ローム粒J′・・炭化粒自微量

18　暗赤褐色　焼上プロ、ソク中量．ロームプロ、ソク・炭化物・粘ロイ′守微量

19　暗赤褐色　焼土ブロック中畳，ロームブロック少量

20　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック少量

21暗′ホ褐色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク少－‡L　粘上プロ、‥′ク微量

黒　褐　　　色　tJ－ムプロ、ソク出し　焼上プロ、ソク微量

′ニ‾　　′、．ナノ′．、′ノ　／シー！、′、の　上昔∴一、の′∴－′ノ′、　∴　′∴

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　窯　褐　色

－1　暗　褐　色

5　黒　褐　色

（ミ　黒　褐　色

ロームブロック少量チ　焼士ブロック微量

ローム粒J’－・焼上プロ、、′ク・炭化粒召粧－I：

ロームブロックe焼土ブロックも炭化物e粘土粒子微量

ロームブロック少量，焼士ブロック微量

ロームブロック0廃土ブロック少量，炭化物微量

ロームプロ・ソク中量

遺物出藍状況　土師器片2且は瀬43。椀l e高塚l e嚢168主須恵器机軋日舞　も婆6）が出土している。

これらの遺物は竃内及び竃前の覆土下層から出土している。このほかには，混入した縄文土器片78息弥生土

器片　息土製品　点　不明上磯　点が出土している。出土状況から30　の封は本跡に伴うと考えられる。

所農　本跡の時期は　出土土器から摘世紀前葉と考えられる。

l一一1－lF1337W－1－l一一一At
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第238図　第26号住居跡・出土遺物実測図

第26号住居跡出土遺物観察表（第238図）

可　　　ol
O　　　　　　　　　　　　　　2m

ト…　‥一十・l…」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

309 土師器杯［12．8］3．6 ［6．0］長石・石英・雲母にぷい黄橙普通底部内面へラ磨き。外面へラ削り。北部下層30％

310 須恵器杯［13．0］（3．8）［5．0］長石・石英・雲母にぷい橙普通体部下端手持ちへラ削り。竃下層 25％

第29号住居跡（第239図）

位置　調査区北部西寄りのE2g3区に位置し，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は南東に第67号

住居跡が位置している。

重複関係　北壁が第25号住居跡，西壁が第24号住居跡をそれぞれ掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．75m，短軸3．24mの長方形で，主軸はN－770－Eであり，壁高は28cmでほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　東壁の中央部を壁外に41cmほど掘り込み，粘土などで構築している。規模は両袖部幅102cm，焚口部から

煙道部までの長さ94cmである。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火熱を受けて赤変しているが，硬化していな

い。煙道部は緩やかな傾斜で立ち上がる。
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第239図　第29号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿L－！

0　　　　　　　　　　　　10cm

「・－　十一　－1

覆土　4層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・白色粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック少量，壌土ブロック・炭化物・粘土ブロック・白色粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック・白色粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・白色粒子中量，焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片56点（杯18・嚢38），須恵器片6点（杯），礫1点が出土している。これらの遺物は竃

周辺と中央部の覆土下層から多く山土している。このほかには，混入した縄文土器片10点出土している。出土

状況から324は本跡に伴うと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀前半と考えられる。

第29号住居跡出土遣物観察表（第239図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　　 考

3 24 土 師 器 聾 ［1 9 ．6］ （10 ，7 ） － 長 石 ・石 英 にぷい赤褐 普 通
胴 部 上 半 部 外 面 へ ラナ デ。 口

緑 部 に輪 積 痕 を 残 す 。 北 部 下 層
10％

3 23 須 恵 器 杯 ［13 ．0］ 4．7 ［ 7．0］ 長 石 ・石 英 褐 灰 良 好 底 部 外 面 多 方 向 の へ ラ 削 り。 中 央 部 下 層 2 5％

－339－



第30号住居跡（第240図）

位置　調査区北西部のE2f4区に位置し，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は重複関係にある第

6号住居跡，北に第13号住居跡，南東に第35号住居跡，南西に第26号住居跡がそれぞれ位置している。

重複関係　竃が第32号住居跡を掘り込み，北西部を第6号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．73m，短軸2．57mの方形で，主軸はN－200－Eで，壁高は12C皿で緩やかな傾斜で立ち上

がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。竜前面にわずかに床面を掘り窪み，埋め戻し土をして補修し

た部分が確認された。

竃　北壁の中央部を壁外へ52cmほど掘り込んで，粘土などで構築している。第6号住居跡に掘り込まれている

ため，壁外への掘り込みと焚口部分のみが確認できただけである。確認できた規模は，壁面の掘り込み幅63cm，

焚口部から煙道部までの長さ87cmである。火床面は床面から4cmほど掘り窪められ，火熱を受けて赤変して，

わずかに硬化している。煙道は緩やかな傾斜で立ち上がる。

竃土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

3　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック微量

4　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量

5　褐　　　色　ロームブロック中量

6　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・粘土ブロック微量

7　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

jL26．4m

＿旦＿

互王≡至Zコ＝才一
2

C　　　　　327325

－「＿」⊥r

且26．4m
K

第240図　第30号住居跡・出土遺物実測図
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啓豊　2層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

ユ　黒　褐　色　ロームブロック少数　焼土ブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

・八次　　ノ前．　－・！一声′・′ご｝・－J′・、・、、　了＼′摘、′‘十′′　：・、∴・、十十一　二・、∴・ノfl！′∴・ノ、、ノ）　－

れらの遺物は覆土上層の全体から出土している0このほかには　混入した縄文土器楕て点　弥生土器片監査夕

石器　蒸　着鉄の剃雛や撹乱によって混入した陶器片　点　古銭　点が出土している。出土状況から3266

327は本跡に伴うと考えられる、、．

所農　本跡の時期はヲ　出土土器から　世紀後発から摘世紀前葉　考えられる。

第潮音住居跡出土遺物観察表　第祝園）

番可 種 別 器　種 口 径！器 可 底 径 胎　 土 ！色　 調i焼成i 手 法 の特 徴 i 出土位置
備　　 考

32車 師器
杯
は2・4］巨 5 日 の4 長石の雲母 にぷい黄褐 普通i底部夕摘 一方向のへラ削り。 覆土申 i40％

焼土付着r、
32車 師器

林
机 車 可 長石の雲母 にぷい黄褐国 体部夕浦 に指頭痕o　 i南東部床面 ？0㌦　焼成

後刻書巨上
32車 瞞

高台相称
405 巨 6 長石の雲母　 ぷい橙 国 禁 欝 ；誓 0 高抽 り 南東部緬 50％

′．㍉モ　ー′二一、二′　言・′′ノー　　j　ノく．

位置　調査区北部酋欝　のE2e　区に位置し　平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は西に第　0渕

’　一一一∴　　－・／’・　′一　′′ノ、′′ノ‥．　√い，　′　′∴′ノ′　－　い′・′、、′′了′了・′・、／、．

重複関係　北壁が第崇号住居跡を掘　込んで折る。

す、∴∵予バ：・「′さ、′、、∴一日′∴、、′ノノ・守、：－：言＼　ン　　ノ、立二　．・上位、告：、・∴一・′′．

、　工、′一、一　　ノー∴′ノ、二十・ノ′し：－・跡ノバー、l／：ノ・・・；一一l・∴・－．、、、一、・日　し・．！、・ノ1．十／了

∴ノノ　‾　∴　′ノ　　　　右ノリノ・′・・一　　二　′′ノ　∴ノ′・′、一　一、′ノこノ十4／ノ、帖；1ノノ；∴′ノ∴′行′、、言言

竃　南東コーナー部を壁外へ摘cmはど掘　込み　ローム混じりの粘土などで構築していたがタ破壊されて遺存

状況は良好でない。残存している規模は両袖部幅鮎cm　楽日部から煙道部までの長さ鍋欄である。火床面は床

面から挽mほど掘　窪められ　火熱を受けて赤変しているが芦あま　硬化していない。煙道は火床面から外傾

して立ち上がる。また撃焚打部から焼けた雲母片岩が出土し汐竃で使用されたものと考えられる。

竃土層解説

ユ　暗　褐　色　ロームブロックの焼土ブロックの粘土ブロック少量

2　暗赤褐色　焼土ブロック中鼠　ロームブロックの炭化物少量夕粘土粒子微量

3　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中鼠　炭化物微量

4　褐　　　色　ロームブロックさ炭化粒子中量ヲ　焼士粒子微量

1黒　褐　色　焼上プロ・ソク小結　損じ物少量．ロームプロ、ソク微量

6　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロックの炭化物微量

7　暗　赤　褐　色　焼士ブロック中量，ロームブロック微量

バ　黒　声　　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク・尉ヒ物少結　尉ヒ廿微量

9　黒　褐　色　焼士ブロック少鼠　ロームブロック0粘土粒子微量

用　にぷい赤褐色　焼土ブロック中鼠　ロームブロック少鼠　炭化材微量

目　黒　陽　色　ロームブしいノク・焼上ブLJりク・尉ヒ物・粘日章「少量

ユ2　明　赤　褐　色　焼土ブロック中鼠　炭化物少量

13　暗赤褐色　ロームブロックの炭化物少数　焼土ブロック微量

14　暗赤褐　色　廃土ブロックの炭化物少鼠　粘土粒子微量

l一一一一一一h3∴．llll－l一一一1



第241図　第33号住居跡実測図

第242図　第33号住居跡出土遺物実測図
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∴ン　　　′　二　ノ′、、＼・′・当∴‥－・・‾－　∴二言ノ／′、ノ．、　言1　ノ、／、ノ　∴．、、．十、ノ・∴一ノ

／　′∴二つシ　　　′、ノ　り′一二十′∴・つ十・ノノ、了∴　十′ノ「．巧′′‾了、′二・一　、．∴′　ノ・t、／こ．

尊堂　9層からなる。プロッタ状のÅ為堆積の状況を嘉している。

土層解説

1黒　褐　色　U－∴プロ、ソ叫一品　焼上プロ、ソク・封じ物微量

2　黒　褐　色　ローム粒子も炭化粒子少鼠　ロームブロックe焼土ブロック微量

3　暗赤褐色　廃土ブロック中量学　炭化物少量

・i　黒　褐　色　炭化物【巨星　ロームプロ・ソク・焼上プロ、∵ク少量

5　褐　　　色　ロームブロック中量

6　暗　褐　色　ロームブロック8焼土ブロック少乳　粘土ブロック微量

7　黒　勘　色　ロームブLJソク・尉ヒ物少量　焼上ブtJ・ソク・炭化廿微量

8　暗赤褐色　焼土ブロックのロームブロック少量夕　炭化粒子の粘土ブロック微量

［）黒　褐　色　U－ムプロ・ソク・焼上プロ、ソク・炭化物微量

＼‾‾ヶ　　、ノ　　　　ー′　ノ　　　′、、・－　′　上、・ノ∴‘、ノノ、　1‾－・ノ、′∵十，　　　′′　ノ　　！二

点　支脚の不明複）礫l鰯が出土している。これらの遺物は竃周辺及び中央部の覆土中層から下層にかけ

∴乾・∴　　∴・′　－′′′　一か・．′・′、ノ∴・′・ノ　ノ．、．　　′．、J、　J　　＿、、ふ　　．．′、、′．

から3（う2・3（う3は本跡に伴うと考えられるし＿

所農　本跡の時期はタ　出土土器から9　摘複葉から釧匪妃前葉と考えられる。竃の残存状況が不良で　廃絶時

に竃を壊した可能性がある。またタ　焼失家屋である。

第3号住居跡出土遺物観察豪　第祝園）

番可 種 別 器　 楯 自　 律 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考
罰車 瞞

高台付埠 15．2 5 。2 6 。6
長石・石英・
霊母

にぷい黄橙 普通
底部回転糸切 り。高台貼 り付

け後，ナデ。
北西部床面 榊％ PL l佃

諦3　　 土師器 高台付杯 ［15。2］ 5諸 6 。3 長石碩英e雲母 橙 普通 高台貼り付け後タ　ナデ。 南東部下層 郁％P L ．摘
36車 師器

小形婆 15 ．2 13。4 8 識 長石8石敷雲母 にぷい褐 普通 体部内面へラナデ。 南部床面
80％内面炭化

物付着。PLlO9
3可 土師器

婆 19 ．0 3私沼 9．0 長石き雲掛赤色粒子 にぷい橙 普通 目線部両面横ナデ。体部内面ナデ。 電中層 50％ PL l梱

第選考健贋跡　第別図）

位置　調査区中央部北寄りのEm　区に位置し　平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は北西に第26

号住居跡夕　北に第6の30の33号住居跡がそれぞれ位置している。

規模と形状　南部が調査区域外に伸びるため　確認で　たのは真如。鮒m　短軸。渕mで　形状は方形または

言ノ‾′・三十√言工そ、　中′二＼　′」　’一、′ん言　′・・．上り上・1∵ほ′テ旧、工／′

床　ほぼ平坦でタ　中央部が踏み固められている。壁藩は北壁中央部と北西コーナー部の壁下で検出された。

ぽッ紅　3か所。P且～3ほ壁溝の底面で確認されたので壁枝先と考えられる。主柱穴は検出されていない。

覆羞　9層からなる。第1層はレンズ状の自然堆積の状況を示しタ下層の壁際はブロック状のÅ為堆積の状況

を示している．、、

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

・1　黒　褐　色

5　黒　褐　色

（う　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク微量

ローム粒J’・・焼日章√・粘ロム白’・微量

ロームプロ、ソク少品　焼上ブロック・炭化粒「微量

ロームプロ、ソク・焼1二プロ、ソク・炭化粒J’・少量

焼＿上プロ、ソク少量．ロームプロ、ソク・炭化物微量

ロームブロック・焼十プロ・ソク・炭化物・粘上プロ、ソク少量

ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量，粘土粒子微量

ロームブロック中鼠　焼土ブロックe炭化粒子微量

ロームプロ、ソク少品　焼上プロ、ソク・炭化物微量
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第243図　第35号住居跡・出土遺物実測図

二厨

鷹。、∂
0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿⊥－i

遣物出土状況　土師器片66点（杯34・嚢32），須恵器片6点（杯2・襲4），鉄製品1点（紡錘車），礫1点が

出土している。これらの遺物は北部の覆土中から多く出土している。このほかには，混入した縄文土器片24点

が出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀後葉から10世紀前葉と考えられる。鉄製紡錘車が当遺跡からは本跡

が唯一出土している。

第35号住居跡出土遺物観察表（第243図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

36 8 土 師 器 杯 ［15 ．0］ 4．8 6 ．4 長 石 ・雲母 にぷい黄褐 普通 底 部回転糸切 り。 覆土 中
50％　 内面に刻

書「フt」。PL llO

3 6 9 土 師 器 高台付杯 ［16 ．0］ （4．6） － 長 石 ・雲母 にぷ い褐 普通 休 部下端手持 ちへ ラ削 り。 覆土 中 10％
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番　 号 器　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

i 材 質 特　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考
径（cm） 厚さ（cm） 孔径（cIの 重量（g ）

370 紡錘車
6・1 日 3・8） 0さ5　 日 16潮

鉄 軸部断面形方形。 覆土中 PL 118

第那号住居跡　第祝園）

位置　調査区北部西寄りのF2h9区に位置し，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は東に第67号住

居跡が位置している、、

重複関係　北壁が第39号住居跡を掘り込み，東壁を第2990300号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　確認面で既に東部の床面が検出され，東壁の立ち上がりは不明である。確認できたのほ長軸3。29

m，短軸乱80mで，形状は長方形と推測され，主軸はN－10－Wであり，壁高は摘cmで緩やかな傾斜で立ち

上がる、．

床　ほぼ平坦で，あまり踏み固められていない。壁溝は深さ2～4cmで，南東コーナー部から北壁の中央部に

かけての壁下で検出されているが，本来は全周していたと考えられる。

魔　竃は確認されなかったが，東壁の中央部に位置する第299号土坑の覆土に焼士ブロックが少量含まれてお

り，この部分に火床部があったと考えられる、「

頂きIO

二l－＿　二‾二

第割聞　第41号住居跡の出土遺物実測図

＿立266．「

411　　　　　　　410

i i

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ヒ＝＝二一一一T一一一一1－－＝］

j

411

0　　　　　　　　　　　　10cm

ヒ二二二士二二二二＝ゴ
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ピット　5か所。Plは深さ11cmで，中央部から西壁寄りに位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

P2－5は深さ11－14cmで，壁溝の底面で確認され，壁柱穴と考えられる。

覆豊　2層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出立状況　土師器片260点（杯13。高台付杯2e嚢2440甑1），須恵器片3点（杯2e棄1），鉄製品1点

（刀子）が出土している。これらの遺物は東部の覆土上層と下層から多く出土している。このほかには，混入

した縄文土器片6点，弥生土器片3点が出土している。出土状況から410。411が本跡に伴うと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀複葉と考えられる。竃は東壁に付設されていたと考えられる。

第41号住居跡出土遺物観察表（第244図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

40 9 須 恵 器 杯 － （1．8） ［6 ．4］ 長石・石卦雲母 にぷい黄橙 良好 底部外面多 方向のヘ ラ削 り。 覆土中 1 5％

4 10 土 師 器 高台付埠 － 1．6 7 ．7 長 石 ・石英 橙 良好 底部回転へラ切り。高台貼付け後，ナデ。 南部下層 30％

番　 号 器　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

材　 質 特　　　　　　　 徴 出土 位 置 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

411 刀子 （17 ．7） 1．4 0 ．4 （19．2） 鉄 片関。 北部下層 PL l18

第鵬号住居跡（第245図）

位置　調査区中央部のF3f5区に位置し，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は南東に第68号住居

跡，南西に第72号住居跡がそれぞれ位置している。

重複関係　北東コーナー部を第28号土坑，西壁を第29号士坑にそれぞれ掘り込まれている。南東コーナー部が

第64号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　北西部が撹乱を受け，さらに第28e29号士坑に掘り込まれているが，長軸3・39m，短軸2・81mの

長方形で，主軸はN－900－Eであり，壁高は14～30cmでほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。壁溝は深さ7cmで，確認できた部分ではほぼ全周している。

竃◎炉　竃は確認できなかったが，壁溝の状況から，東壁南寄りまたは北東コーナー部に付設されていたとも

考えられるが，第28号土坑に掘り込まれているため確認できなかった。さらに炉の可能性も考え，床面精査を

行ったが，焼士の広がりも確認されず，竃e炉の付設された位置については不明である。

覆土　5層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子少量，焼士粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量
5　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出立状況　土師器片141点（杯74e棄67），須恵器片7点（杯1・蓋5e婆1），土製品1点（不明）が出

土している。これらの遺物は南西コーナー部と南壁際中央部の覆土中層と下層から多く出土している。このほ

かには，混入した縄文土器片33点，剥片1点が出土している。出土状況から517が本跡に伴うと考えられる。

所農　本跡の時期は，出土土器から10世紀中葉から後葉と考えられる。
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⑥

第245図　第63号住居跡・出土遺物実測図

第63号住居跡出土遺物観察表（第245図）

庵N

518

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿⊥－［

番号種　別器　種U　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成 手法の特徴 出土位置備　　考

516土師器杯［16．4］4．9［7．0］長石・石英にぷい黄橙普通底部回転糸切り。 南東部下層25％外面剥臥．

517土師器高台付杯［16．2］5．3 8．0長石・石英にぷい赤褐普通
底部回転糸切り。高台貼付け

後ナデ。
南部下層
50％PLllO

518須恵器蓋14．8 3．8 －長石・石英・雲母灰 良好天井部へラ削り。 南部下層100％PL85

第67号住居跡（第246・247図）

位置　調査区中央部のF3i4区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　北東部が第69号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸4・29m，短軸4・06mの方形で，主軸はN－20－Eであり，壁高は20～30cmでほぼ直立して

いる0竃両脇の壁上面にローム混じりのにぷい黄褐色土の粘土を貼り付けており，防火壁のような施設と考え

られる。

防火壁部土層解説

1　にぷい黄褐色　粘土粒子中量，ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

4　にぷい黄褐色　粘土粒子・ローム粒子・炭化粒子少量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量，粘土粒子微量
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床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。壁溝は深さ5－14cmで，北壁を除いた壁下で検出され，

本来は全周していたと考えられる。

竜　北壁の中央部を壁外へ97cmほど掘り込み，粘土などで構築している。袖部の遺存状態は不良であり，確認

できた規模は焚口部から煙道部までの長さ146cm，壁外への掘り込みの最大幅130cmである。火床部は床面から

8cmほど掘り窪められて，火熱を受けて赤変硬化している。煙道は緩やかな傾斜で立ち上がり，確認面から16cm

の深さから直立する。

寵土眉解説

1　暗　褐　色　焼土粒子微量

2　暗　褐　色

3　暗　赤　褐　色

4　にぷい黄褐色

5　暗　赤　褐　色

6　暗　赤　褐　色

7　赤　褐　色

8　にぷい赤褐色

9　暗　赤　褐　色

10　にぷい赤褐色

焼土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子・炭化粒子少量

ロームブロック・粘土粒子少量
焼土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子中量，炭化粒子少量
焼土粒子中量，粘土粒子少量，炭化粒子微量

焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量

炭化粒子少量，焼土粒子微量

焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

11暗　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

Ol olヰ　山l

12　暗　褐　色

13　暗　褐　色

14　暗　赤　褐　色

15　暗　赤　褐　色

16　黒　褐　色

17　暗　赤　褐　色

焼土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子・炭化粒子微量

焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量

焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒

微量
焼土ブロック・炭化粒子・砂粒微量

焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒

微量

18　極　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子・砂粒
微量

19　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子少量，炭化物微量

」し26．4m
7

車頭重＝
旦26．2m

第246図　第67号住居跡実測図

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」
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ピット　6か所。主柱穴はPl～4で，深さは11～26cmであり，各コーナー寄りに位置している。P5は深さ

19cmで，中央部から南壁寄りに位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は深さ30cmで，壁際に

位置しているが，性格は不明である。竃又は防火に伴うピットの可能性がある。

覆土10層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　褐　　　色　ロームブロック微量

6　褐　　　色　ローム粒子少量

7　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
8　暗　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

9　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量

10　褐　　　色　ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片484点（杯158・嚢326），須恵器片106点（杯41・嚢65），鉄製品1点（錐）が出土して

いる。これらの遺物は竃内とその周辺，さらに中央部の覆土中層から下層にかけて多く出土している。このほ

かには，混入した縄文土器片30点，石器1点（鉄）が出土している。出土状況から555・557～559は本跡に伴

うと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀中葉から後葉と考えられる。ローム混じりの粘土を竃両脇の壁の上

面に貼り付け防火壁としている。当遺跡では，多数の住居跡が調査されているが，防火壁が検出されているの

は本跡だけである。

－349－

第247図　第67号住居跡出土遺物実測図
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第紺号住居跡出土遺物観察表　第祝園）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出十位置 備　　 考

55 4 士帥器 杯 は4 潮 3 ．8 － 長石t石卦赤色拉子 橙 普 通 目線部画商様ナデ。底部外面へ繍 娠 覆土中 20％

55 5 士 帥器 埠 ［13 潮 4 ．6 6や8 長有 ・石英 にぷい橙 普通
底部 回転へラ切 り後．ノ＼ラ削

り。
竃 下層

50％ 外面摩

滅＋　 P H 川

5 5 6 士 師器 林 白3 凍 4 ．2 ［ 6．0］ 長有 ・石英 明黄褐 普通 底部外面 へラ削 り。 覆土 中 20％

5 57 須恵器 杯 白3ぷ 5 ．0 6．7 長石壷英濱母 にぷい橙 普通 底部外商へ ラ削 り。 北部下層 3 0％

5 58 須恵器 林 ［1 3戒 4 ．1 ［6 ．4］ 長石キ石英濱母 にぷい・橙 普通 底 部外面へ ラ削 ：「 北部下層 3 0％

5 59 士師 器 婆 1 9言 （2 1。2） － 長有 ・有英 樟 普通 ロ縁 部両面丁寧 な横 ナデ。 竜中層 2 5％

56 0 須恵 器 婆 － 「針お は6 湖 長有 にぷ い橙 普通
体 部外商格子状叩　 痕。 内面

ナテさ。
東部下層

5 ％ 二次焼

成。　 P Lは4

。 。 ！　 計　　 測　　 値　 ！ 庁

特　　　　　　　 徴　　　　　　　　　　　　　　 考
出　 す　 器　　 長さ五mラ 幅（。m） 恒 （′。m　 重量施 ） 材 質

5鋸　 錐　 日 独 扇 ・7　 日 8　 日 摘諸　 鉄 中央部は捻られ湖 面形が方形の四つ隠　 摘 下層 ipL n 8

第感8号健贋跡（第248珍249図）

位置　調査区中央部のF3b　区に位置し　平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は南西に第門号住居

跡∴束に第122号住居跡にそれぞれ位置している。

重複関係　南西部が第6恒月日満帆　北西部が第7両月骨口跡をそれぞれ掘り込んでいる

ノ′∴：一つ′J jく1－：′ト・：：、－，上・l・：J′・ノノ′ノ言∴　　吊′〈＼・・′　、、、1．ノ　・．′人　、－．こ、・三′こ：．、′一；／：ノ

床　ほぼ、一打Ilでi　中央部が特に粧み回められている、＿、壁溝は深さ5、7cmでほぼ仝周している。

！′．′′j　ノ、．′・・つ、′＼∴　ノ、′，一一1主二、ムー　′、・l・左一、－t言－　＿．、、／．′′．腰、二．．・・一日ノ．．．．′‥∴　リ、　イノ．

煙道部までの長さ温27cmである。火床部は床面から摘cmほど掘　窪められ　火熱を受け赤変硬化している。煙

道は外傾して立ち上が娠　火熟を受けて赤変硬化している。袖部は地山を掘　窪めて　ロームプロッタと焼土

の混じった精工の押上をし，その上に同質の粘上で構築されているので，作り替えが行なわれたと想定される．

竃土層解説

l　黒　褐　色　ロームプロ、ソク　功ヒ上プロ、ソク・粘上プロ、ソク

微量

2　暗　褐　色　粘土ブロック少量，ロームブロック8廃土ブ
ロック微量

3　暗　褐　色　焼土ブロックさ粘土ブロック少量，ローム粒子

微量

4　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，粘土粒子微量
5　暗　褐　色　焼土ブロック。粘土ブロック微量

6　極暗赤褐色　焼土ブロックの炭化粒子。粘土粒子微量

7　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子。粘土粒子微量
8　極暗赤褐色　焼土ブロック少量，焼土ブロック・炭化材の粘

土粒子微量

9　暗　赤　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子0炭化粒子微量

用　極暗赤褐色　焼土ブロック。焼士粒子e粘土粒子少量，炭化
粒子微量

は　極暗赤褐色　廃土ブロックの粘土粒子少量，炭化粒子微量

12　にぷい黄褐色　粘土粒子中量，ロームブロックe炭化粒子微量

13　にぷい黄褐色　粘土粒子少量，ロームブロック微量
14　暗　褐　色　炭化粒子少量，粘土粒子微量

15　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子少量

16　暗　赤　褐　色　炭化粒子・粘土粒子微量
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22　にぷい黄褐色

23　暗　褐　色

ロームブロック少量，粘土粒子微量
焼土ブロック少量，炭化粒子e粘土粒子微量

焼土粒子を炭化粒子少量

焼土ブロック6歳化粒子0粘土粒子少量

ロームブロックe粘土粒子少量，焼土粒子の炭
化粒子微量

ロームブロックの粘土粒子少量，炭化粒子微量

ロームプロ・ソク少量∴　焼上粒j∴・炭化粒J∴・粘
土粒子微量

24　にぷい黄褐色　粘土粒子少鼠　焼土粒子e炭化粒子微量

25　暗　褐　色　ローム粒子。粘土ブロック少量，焼土粒子の炭
化粒子微量

26　暗　褐　色　ロームブロック・粘土粒子少量プ　焼土粒子0炭

化粒子微量

27　暗　褐　色　粘土粒子少量夕　焼土粒子e炭化粒子微量

28　暗　赤　褐　色　ロームブロック0焼土粒子少量，炭化物の粘土
粒子微量

29　暗　赤　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック0炭化粒子の粘
土粒子微量

30　褐　　　　色　粘土粒子少量，焼土粒子も炭化粒子微量

31暗　褐　色　炭化粒子8粘土ブロック少量

ぽッ紅　57か所。主柱穴は㌘1－4で，深さ25～63cmであり，各コーナー寄りに位置している。P　は深さ蟻cm

であり．中央部から南壁寄りに位置し，出入り口施設に伴うど、ソトと考えられる。－

覆丑17層からなる。レンズ状の堆積状況を示しているがタ　ロームプロッタを多く含む層が多信　太為堆積と

考えられる、

－1－－－－350－1－1一一一一一1－1



第248図　第68号住居跡実測図
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土層解説

l　黒　掲　色　ロームブし「′ケ・焼上ゾLJ∵ク・炭化物f糾Ii：

コ　黒　褐　色　U－ムプロ・ソク少結　城上プロ、ソク・炭化物微量

二i　暗　褐　色　ロームプロ・ソク・焼日量「・炭化粒石微量

tl　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化物微［lI：

5　灰　褐　色　粘目白’凍結　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化物微量

（；灰　褐　色　ローム粒f・少結　焼l斗打一・炭化物・粘上プロ・ソク微量

γ　黒　褐　色　ロームプロ・、′ク・焼上プロ、ソク・炭化粒月掛蓬

8　黒　褐　色　ロームブLJ㌧′ク・焼目白’一・歳化粒召微量

ゝ‾）暗　褐　色　ロームプロしソク・焼上プロ、ソク・炭化物・礫微量

川　褐　　　色　ロームブロック少軋　焼日掛千・炭化粒子微量

は　褐　　　色　ローム粒子少量予　焼士粒子。炭化粒子微量

12　暗　褐　色　ロー∴プロ‥′ク・焼＝位√・炭化物微量

1：う　裾　　　色　ローームプロ、ソク・焼上粒千・歳化物微量

lLl　黒　褐　色　ローム粒J’・少量∴　焼上プロ、ソク・炭化物微量

15　黒　褐　色　炭化粒J’・少量．ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク微量

l（う　極暗褐色　ロームプロ、ソク・鳩目＼リ・・炭化粒自微量

17　褐　　　色　ロームブロック多量

遺物出土状況　上師器1「128点　画こ229・悪1！柑上　須恵器片3！）（林34・意つ・長頸瓶1主　灰紬陶器片1点（不

明上　土製品3点（支脚2・不明：1上　礫6点が出上しているJ　これらの遣物は中央部の覆土卜層から床l紬こか

けて多く出上しているし、このほかには，混入した縄文上器片7宜、－∴　弥生日ぎ紺‘7点，石製品1点（石棒）が出

上している∴　出土状況から5（う2、5（うこ・1が本跡に伴うと考えられる．、－、

所見　本跡の時期は，出目二器からt）世紀中葉と考えられる．、、－．

第別派　第相号住屠跡出土遺物実測図

第軸号住居跡出土遺物観察表　第別図）

腎≡三三三
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0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　＿　‥　　　　　　　二　　＿　　＿

離車陸別極種「1経器　高底径i胎　土色　　調焼成 手法の特徴　！出土位置備　　考

捕2　須恵器中二
13．2 4．6
0日長石。石英
灰 良好
舶純へラ切り後，一方恥翻S極部中層

川0㌦PL日脚

鍾3　　須恵器　　塔－（3．5）
［繍i長石撒雲母
黄灰良好
底部纏へラ削り。　 桓離腔層

20％

56中土瞞つ　聾［2且．0］ね2。7）
極右撒雲母
にぷい橙普通
日縁部夕滴横げo　 i西部中層

10％

一二．′上十！㍉十五・二．，．㍉′：く・

位置　調査区中央部のG3こ12区に位置し，、臣旧制二立地している∴　周辺の同時期の遺構は束に第72号†日朝机

l凧二第122号住居跡がそれぞれ位置している。また，西部が調査区域外へ伸びている、－、

重複関係　南壁が第86ぢ一住居跡，第94弓∵上坑を掘り込んでいる∴

規模と形状　西部が調査区域外に伸びるため，碓認できたのは長軸3．25111∴蝕柚2．引111で，形状は東西方向に

長い長方形と推測され，巨軸はN－5J－I三であり，壁高は19、24cmでほぼ直立する。・

－352－



床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。壁溝は深さ4～6cmでほぼ全周している。本跡はローム

ブロックを含む暗褐色土や極暗褐色土で埋土をして，貼り床がなされている。

竃　北西壁の中央部を壁外に50cmほど掘り込み，粘土などで構築している。西袖部の一部が破壊されているが，

規模は両袖部幅121cm，焚口部から煙道部までの長さ89cmである。火床面は床面とほぼ同じ高さであり，火熱

を受けて赤変しているが，硬化していない。煙道は火床部から外傾して立ち上がる。

⑥　ll一

第250図　第71号住居跡・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m
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電土層解説

ヨ　窯　褐　色　ロームブロックの廃土粒子溺細雄浮∴粘土粒子薇還

2　暗　褐　色　ロームブロックや廃土粒子の炭化粒子。粘土粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック8焼土粒子0炭化粒子微量

4　暗　褐　色　粘土粒子少量警　ロームブロックの廃土ブロックや炭化粒子微量

5　灰　黄　褐　色　粘土粒子中量，廃土ブロックぁ炭化粒子微量
6　にぷい赤褐色　焼土ブロックの炭化粒子の粘土粒子少量

7　暗　木　田　色　LJ－∴粒J’－・焼日章「・炭化粒J’・・帖目白’－微量

8　極暗赤褐色　廃土ブロック少量，粘土粒子微量

9　黒　褐　色　焼土ブロックの粘土粒子微量

川　黒　褐　色　焼上プロ、ソケ・炭化粒j∴・粘日章千微量

は　極暗赤褐色　焼土ブロック少鼠つ尉摘拍∴粘土粒子微量

12　極暗赤褐色　焼土ブロック中量プ　炭化粒子e粘土粒子微量

1：i　暗　褐　色　LJ－ム粒J′一・焼目白’・・炭化粒自微量

14　暗　赤　褐　色　焼士粒子の炭化粒子少量

15　暗　褐　色　炭化粒子もロームブロック。焼土粒子微量
蟻　暗　赤　褐　色　焼土粒子の炭化粒子を粘土粒子少量

膵　暗　赤　褐　色　炭化粒子少量ク　ロームブロックき焼土ブロックの粘土粒子微量

18　暗　赤　褐　色　焼土粒子の炭化載予少量

ピット　Il〕1は深さ115enlで，中央部の南壁寄i）に位置し，出入りl‾l施設に伴うピットと考えられる．、、．

、、．－′ノ　′∴　　′／′、′′′‥・・，‥′一　　　　′・′．ユ　　ー　　　ノ　　′　ノ／一＿　二㌧　ニノ、！．　－　　ノ、∴！・、一　二

えられる、＿、

土層解説
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色
色
色
色
色
色

ロームブロックの焼土ブロックの炭化粒子少量

ロームブロックを炭化粒子少量，廃土ブロック微量

しトームブし「′′ケ・地上ブし「ノン少量∴　炭化粒自微量

粘土ブロック中鼠　ロームブロック少量9　焼土粒子の炭化粒子微量

ロームブロック少量撃　焼土粒子の炭化粒子微量

口演∵ムブロック少量夕　廃土粒子微量

褐色　ロームブロック少量

褐色　ロームブロック微量

ゾ　　．J・　．　′　′　　　ノ！、′　′　‥．′　　三一　　ノ‥　　　　一′　′　　∴　　　′　一、㌧！‥　　　　ノ　′　　．、

品2点（支脚主　石製品主点（親孔［Ij板上　礫：う∴一、－：が出上している、これらの遺物は中央部の覆上上層と電内か

ら多く出上している、、このほかには，混大した縄文上器片2宜工　弥生上器片5点が出上している．、つ＝巨lノミ況か

ら581＿lが本跡にィ、Itうと考えられる。

所見　本跡の時期は，出上十器から！月日諸己中葉と考えられる、

∴・ノ′，・ノ、・、：．互′言′、！、　∴号：く

番号［種 別 器　種恒 径 器　高 底　 径 胎　 土 i色　 調 焼成 手 法 の特徴 出土位置 備　　 考

584 須恵器 鉢 ［30。8］ （15の0） －
長石　 i灰黄

良好 休部内面輪積痕を残すナデ。 電中層 i5％

工　ノ　h　　・∴′　　／∴く′

位置　調査区中央部のG3a4区に位置し撃　平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は西に第m号住居跡，

北東に第（う8号仕万隷亦が位置している。

規模と形状　長軸5．17111，鯨油5．0〔）1111の方形で，巨柚はN－5こ．－I三であり、唯高は38、・18cmでほぼ直立する、、

床　ほぼ、臣ILで．中央部が特に踏み出められている一　壁溝は深さ（う、1＿（．）cmでほぼ全周している、＿、・

竃　北壁の中央部を壁外へ犯cmほど掘　込み　粘土などで構築している。規模は両袖部幅190cm，焚口部から

畑道部までの長さ1（瀧111である　竜の作り替えの痕跡が顕著で．＝右芯の火床面は床面から20川ほど握り窪めら

れ芦その上に第8～11層を埋めタ火床部を作り直して使用している。新竃の火床部も火熱を受けて赤変硬化し，

l一一一一一一1－一一35L「一一一一一一一1－



煙道は火床商から急な傾斜で立ち上がりタ袖部内壁も火熱を受けて赤変硬化している。袖部は焼土混じりの粘

士などを水、自損二積み上げて構築されている。、

電土層解説

1黒　褐　色　ローム粒J∴焼上プロ・ソク・粘日日一微量

2　黒　褐　色　廃土ブロックe炭化粒子の粘土粒子微量

3　極暗赤褐色　廃土ブロックの炭化粒子・粘土粒子微量

4　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物8粘土粒子微量

5　にぷい赤褐色　粘土粒子中量，廃土ブロック少量
6　暗　赤　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

9　黒　褐　色

l（）黒　褐　色

＿11黒　　褐　　色

ユ2　暗　赤　褐　色

13　極暗赤褐色

14　極暗赤褐色

15　極暗赤褐色

16　極暗赤褐色

膵　極暗赤褐色

18　極暗赤褐色
19　黒　褐　色

20　にぷい赤褐色

21極暗赤褐色

22　極暗赤褐色

23　極暗赤褐色

24　極暗赤褐色

25　暗　赤　褐　色

26　暗　赤　褐　色

27　黒　　褐　　色

28　極暗赤褐色

29　暗　赤　褐　色

30　極暗赤褐色

凱　極　暗　褐　色

32　極暗赤褐色

33　極暗赤褐色
34　暗　赤　褐　色

35　極暗赤褐色

36　極暗赤褐色

37　窯　褐　色

38　灰　褐　色

39　黒　褐　色

40　黒　褐　色

41暗　赤　褐　色

ローム粒丁－・触「プロ、ソク・炭化粒自微量

炭化粒子も粘土粒子少量，焼士ブロック微量

炭化粒子中量，焼土粒子の炭化物微量

焼上プロ、ソク少量．炭化物・粘‖こ白’一微量

焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量

炭化粒子中量，焼土ブロック微量

焼土ブロック少量，炭化粒子微量

焼上プロ、ソク・ローム粒J’・・粘日章J’一少量．尉ヒ粒自微量

焼士ブロックを炭化粒子少量，ローム粒子。粘土粒子微量

ローム粒子・焼士粒子・炭化粒子の粘土粒子微量
ローーム粒J’－・焼上プロ、ソク・炭化粒自微量

廃土ブロック少量夕　炭化粒子・粘土粒子微量

焼士ブロックの炭化粒子0粘土粒子微量

焼士ブロック少量，炭化粒子e粘土粒子微量

焼上ブしい′ク・炭化物・枯上ブロック微量

焼土ブロック少量，

焼土ブロック少量，

焼土ブロック少量，

焼土ブロック中鼠

焼土ブロック少量，

焼土ブロック少量ヲ

炭化粒子e粘土粒子微量

炭化粒子微量

炭化粒子。粘土粒子微量

焼土粒子少量，炭化粒子微量

炭化粒子の粘土粒子微量

炭化粒子微量

焼土ブロックの炭化粒子を粘土粒子微量
焼土ブロック少量，炭化粒子微量

焼土ブロックを粘土粒子少量

廃土ブロック中鼠　炭化粒子e粘土粒子少最

廃土ブロック中量9　歳化粒子微量

粘土粒子中量，焼士ブロックの炭化粒子少量
焼土ブロック

焼土ブロック

焼土ブロック

ローム粒J’・・

焼土ブロック

焼士ブロック

焼土ブロック

の粘土粒子少量，炭化粒子微量

・炭化粒J’l・粘ロム白’・少量

の炭化物・粘土粒子少量

焼土ブロックの炭化粒子微量

の炭化粒子。粘土粒子微量

・粘目白’一少星　焼日章千・歳化物微量

・炭化粒J’－・粘日章√微量
炭化粒子中量，焼士ブロック微量

焼土ブロックe粘土粒子少量，炭化物微量
42　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子の粘土粒子微量

43　暗　赤　褐　色　炭化粒子0粘土粒子少量，焼士ブロック微量

ぽッ睦　6か所。主柱穴は㌘1～4でタ深さは17～58cmであ娠各コーナー害　に位置している。P　は深さ

挽孤で　中央部から南壁害　に位置し　出入　持施設に伴　ピットと考えられる。㌘6は性格不明である。

尊皇　且7層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を嘉している。

土層解説

1極暗褐色　ロームブロックe焼土ブロック少数　炭化粒子8粘土粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロックの焼土ブロックの炭化物の粘土粒子微量

3　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロックさ炭化物微量

4　黒　褐　色　炭化物少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

5　黒　褐　色　廃土ブロック少量，ロームブロックの炭化物微量

6　極暗褐色　ロームブロック少量夕　焼士粒子も炭化粒子微量

7　黒　褐　色　ロームブロックの焼士ブロック。炭化粒子微量

8　黒　裾　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・炭化粒J’一少量

9　窯　褐　色　ロームブロックの焼土ブロック微量の炭化粒子微量

川　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼士プロ、ソク・尉ヒ粒子微量

は　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

12　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック6炭化粒子微量

＝　黒　褐　色　Tl7－ノ、ブ「了、ソク・尉ヒ粒J’・・帖‖＼l′つつ牲量

14　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック6炭化粒子微量

15　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック。炭化粒子微量

一一355一一l一一1
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第252図　第72号住居跡出土遺物実測図（1）
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川　黒　褐　色　ロームブrJ、′ク少㍑　焼上プロ、ソク・炭化粒自微量

膵　暗　褐　色　ロームブロックの炭化粒子微量

遺物出土状況　日油器片1（＿）35点　け付1（う・差1・高林1・壷1・悪71（う主　須恵器j肯2t）点　け位）2・高台付林佃・

意l・長頸壷l・短頸壷2・悪1＿39・捏ね鉢ノ日，灰軸陶器片2点　再封，上製品2点　は押上　鉄製品2点　りJ

工　′　／ノ　　　ー＿、、・′．　′・・・ノ′．）　んノ′∴鵡了iノ二㌦　、・り　ノも、　　・、　′、ノ　　′ノノ　二′ノ、．、√一　ノ′、

した縄文上器片（う封工　弥生上器片7点，石器類8点　欄t石2・磨石2・剥片」）や撹乱によ一．）て混入した陶器

片2点が出上している．、出目夫況から587・588・590・591が本跡に伴うと考えられる、、

所見　本跡の時期は，出トト器から～月日守山Il葉と考えられる

第72号住居跡出土遺物観察表（第252砂253囲）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出士位 置 備　　 考

58 5 土 師器 埠 ［13 ．2］ 7．2 ［7 ．0］ 長石・石卦 雲母 明赤 褐 普通 底部外面へ ラ削 り。 北部 中層 25％

58 9 須 恵器 高台相棒 は2 ．8］ 5．1 ！7 ．2∵
長石 ・石英 ・

赤色粒子
樟 普通

底部回転へ ラ切 り。高 台貼 り

付 け後，ナデ。
北東 部中層

20％

59 1 十 帥器 襲 ［20 。2］ （3 0．7） － 長石積数 雲母 にぷ い褐 普通 口縁 部外面丁寧 な横 ナデ。 竃下層 20％

58 6 須 恵器 林 13 ．4 4 。2 7 ．0
長 石 ・石英 ・

雲母
にぷ い黄 普通 底 部回転へ ラ切 り。 南西部下層

90％ 内面に鉄

錆付若 P L日日

5 87 須 恵器 林 12．6 5 識 5 ．9
長石・有薬・雲

母藩 色粒子
にぷ い褐 普通

底部 回転へ ラ切 り後，一方 向

のへ ラ削 り。
中央部下層

9 0％ P L l lO

5 88 須恵 器 ま不 ［1 3．4］ 4 ．3 ［6 誹 長石 ・有英 黄灰 普通
底部 回転 へ ラ切 り後，一方 向

のヘ ラ削 り
南西部 卜層

4 5％

5 90 須 恵器 捏鉢 ［1 4．2］ 13 ．6 ［8湖 長有 ・石英 吠 白 普 通 口縁部 面南棟ナデ。 南部下層
50％ 底部内面

摩滅。 PL lO9

5 92 須 恵 器 婆 － （27 や3） － 長石積数雲母 灰白 普 通 体部 内面 下半部ナデ。 北東部下層 6 0％

59 3 須 恵 器 鉢 ［24 ．2］ は4 ．3） － 長石 ・有 英 灰 普通 体部 内輪積 痕を残すナデ。 北東部中層 10％

59 4 須 恵器 鉢 ［30 ．8］ （6 。9） － 長石塙英・雲母 灰 普通 体部内面 ナデ。 南部下層 5 ％

－358－



番　 号 器　 楯
計　　　　　 測　　　　　 値

出十位 置　　 備　　 考
長さk m）　 幅k m） 厚 さk m）　 重量施） 材　 員 特　　　　　　　 徴

595 砥有 5．3 3．6 2．3 65識 凝灰岩 砥面4 面。 南東部下層 ipL H 7

596 刀子 如 月　 … 0識 i 汀摘
鉄 切先欠損。両関。 璽 準 用 ㍉ 恒 調

第番考健腰掛　第翫図）

位置　調査区中央部南寄　のG3鵬区に位置し　平坦部に立地している。周辺の翻期の遺構は北西に第鋼の

35号丁拭誹亦がそれぞれ位置している、、

重複関係　東壁が第飢号住居跡夕南壁が第鋸号住居跡を掘　込み　南壁を雛緒溝に掘　込まれている。

・ノ言圭・、、ふ；！．t　・′　　∴：言ミ‥　ミ′言′言、、‥∴、＼、　∴′シ∴　l．．一言二ノ：、（、、、・二′二　‥一定

床　ほぼ平坦でタ中央部が踏み固められている。第鋸号住居跡を掘　込んでいる南部は　ロームブロックを含

む暗褐色土または黒褐色士で埋立をして，貼り床がなされ　硬催している。しかし　第紺号住居跡を掘　込ん

、・・′言＼－∴　′÷言ノ　い′′・＼：、ノバ　　ふ　言、ノ　、、、・、．－・∴′ノ．′・ノ　ー・∴／ノ′、∴∴　、㍉、

出されている、、、

磯　北壁の中央部を壁外へ墟cmはど掘　込み　粘土などで構築されている。規模は両袖部幅は艶m　焚持部か

ら煙道部までの長さ摘細である。火床商は床面からわずかに掘　窪められ　火熱を受けて赤変硬化し　煙道

は緩やかな傾斜で立ち上がる。磯部は掘り残したロームの上に粘土などを貼　付けて構築している。

電土層解説

1黒　褐　色　焼上プロ、ソク・抽出、l′つ∴砂粒微量

2　窯　褐　色　廃土ブロックの炭化粒子の粘土粒子微還
3　黒　褐　色　焼土ブロックの炭化粒子微量

4　極暗褐色　廃土ブロック微量

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　暗赤褐色

8　極暗赤褐色

9　極暗赤褐色

10　暗赤褐色

は　暗赤褐色

ユ2　極暗赤褐色

13　極暗赤褐色

111黒　褐　色

15　黒　褐　色

16　黒　褐　色

焼土粒子0炭化物微量

焼土ブロック0炭化粒子・粘土粒子微量

焼上ブし卜′ク・粘＝粒子微量

焼士ブロック少量，炭化粒子微選

焼土ブロック中壷

焼上プロ、ソク・炭化粒rl砂質帖上粒自微量

焼上プロ・ソク・炭化粒日放量

焼士ブロック少量，炭化粒子微量
焼土ブロックの炭化粒子微量

廃土ブロック0粘土粒子微量

焼土ブロックe炭化粒子0粘土粒子微量

粘土粒子少量，廃土ブロック微量

ぽッ　　出所。P　は深さ渕cmで　性格は不明である。

穫蓋　Ⅲ層からなる。レンズ状の堆積状況を示しているが，各層ともロームプロッタが多く含まれ，Å為堆積

と考えるこ、

土層解説

1極暗褐色　ロームブロックの焼士粒子の炭化粒子0粘土粒子・砂粒微量

2　極暗褐色　ロームブロック少乳焼土ブロック6粘土粒子0砂粒微量
3　極暗褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量

4　黒　褐　色　焼土ブロック少量夕　炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

6　窯　褐　色　焼士ブロック少量，ロームブロックe炭化物微量

7　極暗褐色　ロームブロック少量

8　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

9　暗　褐　色　ロームプロ、ソク微量
10　暗　褐　色　ロームブロック微量

は　暗　褐　色　廃土粒子少量，ロームブロック微量

ll－359－



遺物出土状況　土師器片465点（杯184・鉢1・嚢200・甑80），須恵器片46点（杯6・蓋2・要30・甑8），灰

粕陶器片3点（壷2・皿1），土製品7点（不明）が出土している。これらの遺物は南部の床面から多く出土

している。このほかには，混入した縄文土器片27点，弥生土器片2点，剥片1点や撹乱によって混入した陶器

片1点が出土している。出土状況から696・697は本跡に伴うと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀前葉と考えられる。
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第82号住居跡出土遺物観察表（第254図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　　 考

69 5 土 師 器 杯 12 ．5 3 ．7 6 ．6 長石・石英・赤色粒子 にぷい赤褐 普 通 底 部 回転 へ ラ切 り。 北 東 部 下 層 7 5％ P L l lO

69 6 土 師 器 高台付杯 ［15 ．8 ］ 5 ．5 9 ．6 紆 石英瀞 赤色折 にぷ い 橙 普 通 底部回転へラ切り。高台貼り付け胤 ナデ。． 北 部 中 層 4 5％

6 97 土 師 器 皿 ［13 ．4］ 3．2 7 ．6 長 石 ・石 英 橙 普 通 底部回転へラ朋 。高台貼り付け後，ナデ。 南 東 部 中 層 60 ％ P L ll O

6 98 灰 寒由陶 器 高台付杯 － （2．7） ［7 ．0］ 長 石 灰オリー1・柑 良 好 底部回転へラ卵 。高台貼り付け胤 ナデ。 南 東 部 中 層 40 ％

69 9 灰 寒由陶 器 壷 － （5．2） － 長 石 ・石 英 抽 卜 1・灰白 良 好 休 部 内 面 ナ デ 。 覆 土 中 5 ％

第96号住居跡（第255・256図）

位置　調査区南部東寄りのG3i7区に位置し，台地縁辺部で北西から南東への緩斜面部に立地している。周

辺の同時期の遺構は西に第134号住居跡が位置している。

規模と形状　北西から南東への媛斜面部に立地するため，南東壁と南西壁の東寄りの立ち上がりは不明である

が，周回する壁溝から規模は長軸3・71m，短軸3・43mの方形で，主軸はN－34。－Eであり，壁高は6～30cm

」L25．6m l

』l

第255図　第96号住居跡実測図
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Jj′

第256回　第96号住居跡出土遺物実測図

で直立する。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。壁溝は深さ4～8cmでほぼ全周している。

竜　北西壁の中央部を壁外へ38cmほど掘り込み，粘土などで構築している。規模は両袖部幅124cm，焚口部か

ら煙道部までの長さ86C皿である。火床部は床面を6cmほど掘り窪められ，火熱を受けて赤変硬化し，煙道は火

床面から外傾して立ち上がる。両袖部とも補強材として土師器嚢が逆位に付設されているが，袖部の遺存はわ

ずかであり，竃周辺の床面から土師器碧片が多数出土している。

竃土屑解説
1極暗赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒

子微量

2　にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量

3　褐　　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量

4　褐　　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

5　暗　赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

6　にぷい赤褐色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

8　暗　赤　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物微量

9　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

10　灰　褐　色　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

11灰　褐　色　粘土粒了少量，ロームブロック・焼土粒子微量

12　灰　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子・炭

化粒子微量

－362－
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粘土粒子少量，ローム粒子微量

粘土粒子少量，焼土粒子の礫微量

U－∴粒J’・・焼上プロ、ソク・炭化粒j’・・帖上位

子0礫微量

にぷい赤褐色　ローム粒子e廃土ブロック少量，炭化物微量

暗　赤　褐　色　ローム粒J’一・焼日章守・尉ヒ粒J’・・帖日章十
礫微量

18　暗赤褐色　ロームブロック少量，焼土粒子の炭化粒子微量

摘　灰　褐　色　ローム粒子少鼠焼土粒子0粘土粒子微量

20　暗　褐　色　ローム粒子0焼士粒子も粘土粒子微量

21暗　褐　色　ローム粒J’・・焼上位J’－・尉ヒ物・粘日章千微量

22　暗赤褐色　廃土小ブロック少量，廃土粒子・炭化物や粘土
粒子微量

－、ン、つ言、台＼ニ′＼〆、‾＼∵ご′、：＼｝→こ∴∴言！′‥　－　∵′・∴言∴・、′ニ：）．∴二一

器cmで　中央部から南壁欝　に位置し　出入　持施設に倖　ピットと考えられる。㌘6の性格は不明である。

啓豊　摘層からなる。北西から南東へ流れ込んだ状況を示した自然堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロックの焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ロームブロック微量

5　黒　褐　色　ロームブロック少量

（i　黒　褐　色　ロームプロ、ソケ微量

7　黒　褐　色　しトムプロ、ソク・焼‖∵イ微量

8　極暗褐色　ロームブロック。焼士粒子微量

t）暗　褐　色　ローム粒子・焼日月・・粘上粒J∴砂粒微量

川　暗　視　色　ロームブロック少量

を　言∴　　∴「′l′　′′、ノ　、′′　∴　′、、；′、′・′、）′′；′l′、′′、、　二、′、）、∴ノ、1．．′

′ノ王1．、／‘ノー　！ご　ノ‥／′　ご∴、・∴、　一＼・、′、′　′∴の－Jhっ十′ノ・＼十・、・一・・、．悠

∴　′－　　′、′∴　・‥′ノ・一ノ′　つ二　　　　′二ノ　′′′・一ノノ　つ・一、ノ∴・、′∴（！．′：，ハ

石器温点（磨石）が出土している。出土状況から鋸～鋸が本跡に伴うと考えられる。

所農　本跡の時期は誹は土器から9世紀中葉と考えられる。また芦袖部の補強材としてタ土師器聾が健用さ

れている．、、

ノ　∴′了．一ノ・　　－ノみ∴ゾ′＼！　∴／、リ

番号 種　別 器　種 「イ　律 器 可 底 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手法の特徴 出士位置 備　　 考

佃％PL＝0

柚％PLl＝

837 須恵器 林 は3潮
3・中　 高

長石・石英 灰黄 普通 底部回転へラ削り乳 へラ削り。西部下層

838 須恵器 高台付杯 ［16。2］
703 巨 6

長有・有薬 暗灰黄 普通
底部回転へラ切り。高台貼り

働け後，ナデ。

底部へラ削娠体部内面へラナデ。

西部下層

839 士師器 婆 21識 32．3　　　 7．7 長有・有英 橙 普通 北部下層

竃左袖

梱％PL日日

25％

10％

840 士師器 滅瓦 21．0 （7誹） 長石・有英 明赤褐 普通体部内面へラナデ。

8射 土師器 婆 ［20凍 「告お 長石・赤色粒子 にぷい橙 普通 頚部内面輪積痕を残すナデ。 竃右袖

842 須恵器 甑 － （12．0）は4諸］長石・有薬 灰 普通
体部内南下半部輪積痕を残す

ナデ。
中央部中層 用％

多孔式

一了寺′∴′‾　∴’′予、′ソ・，

位置　調査区の南部東寄りのH3郁区に位置し　海蝕縁辺部の北から南への緩斜面部に立地している。

重複関係　中央部を東西方向に第5号溝が掘　込んでいる。

規模藍形状　北から南への緩斜面部に立地しているため芦商壁の立ち上がりほ不明で，確認できたのほ長軸

。飢m　短如・粥mで　形状は長方形又は方形　推測され　主軸はN－3。…Eであり　壁高は　～臓cmでほ

ぼ外傾して立ち上がる、‥、．

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。壁藩は確認されなかった。

毯　北壁の中央部を壁外へほcmほど掘　込み　粘土などで構築している○規模は両袖部幅摘鮎m　楽日部から

煙道部までの長さ60cmである。火床部は床面とほぼ同じ高さでタ火熱を受けて赤変しているが，酎ヒしていな

い。煙道は火床面から夕も傾して立ち上がる0袖部は両袖部とも袖部下を掘り窪められ，焼士ブロックとローム

を混ぜた埋士で基部を作り，さらに粘土で袖部を構築している。

一一一一一一1－3（う3一一一一一一
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第257図　第102号住居跡・出土遺物実測図

寵土層解説

1　暗赤褐色

2　暗赤褐色

3　極暗赤褐色

4　極暗赤褐色

5　極暗赤褐色

6　暗赤褐色

7　暗赤褐色

8　極暗褐色

9　極暗褐色

‾二元‘：一

ローム粒子・焼土ブロック微量

ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
焼土ブロック少量，炭化物微量

焼土ブロック少量，炭化粒子微量

ローム粒子・焼土ブロック・粘土粒子微量

ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子微量

ローム粒子・焼土ブロック・粘土粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一・十　　　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

ト　‥－ト・－－一一一一一」

0　　　　　　　　　　　　10cm

l－ト－」

10　暗赤褐色　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

11極暗赤褐色　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土ブロック・炭化
粒子微量

12　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

13　暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土

粒子微量

14　暗赤褐色　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
微量

15　暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　大部分が第5号溝に掘り込まれているため，堆積状況の判断が困難であるが，自然堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片15点（杯14・賓1）が出土している。これらの遺物は北壁の覆土中層から下層を中心

に出土している。出土土器はすべてが細片であり，図示できたのは866だけである。このほかには，混入した

縄文土器片2点，剥片1点が出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器が細片であるため，時期判断は困難であるが，8世紀以降と考えられる。

第102号住居跡出土遺物観察表（第257図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　　 考

8 66 土 師 器 杯 ［17 ．6 ］ （3，釦 － 長石・石英・赤色粒子 明 赤 褐 普 通 口緑部両面横ナデ。底部外面へラ削り。 覆 土 中 2 0％

第109号住居跡（第258図）

位置　調査区中央部西寄りのF2e7区に位置し，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は南東に第41

号住居跡が位置している。

規模と形状　長軸3・56m，短軸3・43mの方形で，主軸はN－100－Wであり，壁高は33～50cmでほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，特に中央部の一部が部分的に踏み固められている。壁溝は深さ6～8cmで全周している。

竃　北壁の中央部やや東寄りを壁外へ12cmほど掘り込み，粘土などで構築している。規模は両袖部幅100cm，

焚口部から煙道部までの長さ71cmである。火床部は床面から4C皿ほど掘り窪められているが，焼土の広がりが

確認できる程度で硬化していない。煙道は火床面から外傾して立ち上がる。神都は破壊されているため遺存状

－364－
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第258図　第109号住居跡・出土遺物実測図
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態は不良である、、・

電土層解説

1　暗　褐　色　焼上粒J’一・歳化物・帖上ブlJ、ソク∵砂粒微量

2　暗　褐　色　ロームブロックぁ焼土粒子0炭化粒子8粘土ブロック　の砂粒微量

3　暗　赤　褐　色　焼土ブロックe炭化粒子0粘土粒子・砂粒微量

4　暗　赤　褐　色　焼土粒子少量，粘土ブロックも砂粒微量
5　暗　褐　色　粘土ブロック　の砂粒少数　ロームブロックを炭化粒子・白色粒子微量

6　にぷい赤褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック8砂粒少数　ロームブロックも炭化粒子微量
γ　暗　赤　褐　色　焼上プロ・ソク・炭化粒J’－・粘上プロ、ソク・砂粒微量

8　暗　赤　褐　色　焼士粒子を炭化粒子e粘土ブロック。砂粒微量

9　暗　褐　色　焼土粒子せ炭化粒子を砂粒微量

10　にぷい赤褐色　焼土ブロックの粘土ブロック少量夕　炭化粒子の砂粒微量

H　暗　赤　褐　色　廃土ブロックの炭化粒子0粘土ブロックの砂粒微量

12　褐　　　　色　ロームプロ、ソク少量，焼上プロ、ソク・粘巨位！一つ小粒微量

13　暗　赤　褐　色　焼土ブロックゆ炭化粒子や粘土粒子微量

「1暗　赤　褐　色　焼上プロ、ソク・炭化粒J’一・粘l斗白’－・砂粒微量

15　暗　赤　褐　色　炭化粒子少量，焼土ブロック。炭化粒子の粘土粒子微量

16　にぷい赤褐色　焼士ブロックや粘土粒子も砂粒少量，炭化粒子微量

ピット　5か所：＿持主穴はP1、・一1－で，深さは39、－′19mlであり，各コーナー寄りに位置している。、1－5は深さ

15川1で．中央部から南壁寄りに位置し，出入りl用言封二伴うど、ソトと考えられる∴－．

覆土1（細事からなる、・ブロック状の人甘堆積の状況を示している、、．
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褐
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炭化粒J’・少量．ローム粒子微量

ロームプロ、ソク少量，炭化粒自微量

ローム粒子少量夕　焼土粒子e炭化粒子微量

ロームブロック中鼠　炭化粒子微量

ロームプロ、ソク少甘，炭化粒子微量

ロームブロック少量

炭化粒J’・少量，ロームプロ、ソク微量

ロームプロ、ソク少量

U－ムブUック微量

炭化粒子少量，ローム粒子∴つ策士粒子微量

炭化粒子少量

炭化粒J’一少結　U－ムプロ、ソク・礫微量

ロームプロ・ソク・炭化粒自微量

ローlムプロ、ソク・炭化粒子微量

焼土粒子少量，ロームブロックや焼土粒子微量

炭化粒子e粘土ブロック少量，ロームブロック8砂粒微量

遺物出豊状況　土師器片253点（杯82㍉璧甘拍）タ　須恵器片2点（杯10量目，土製品1点（不明）芦　礫4点が

出土している。これらの遺物は南部の覆土中層から下層にかけて多く出土している。このほかには芦　混入した

縄文土器片87点が出上している∴　出土状況から870・871は本跡に伴うと考えられる、、、

所見　本跡の時期は，出目二器から8世紀前葉と考えられる、、

第摘号住居跡出土遺物観察養（第258図）

番可 種 別 器　 楯 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

87車 師器
聾 23．8 31．4 9 ．0

長石・石英・

雲母

にぷい黄

橙
普通
体部内面へラナデ。底部木葉

痕。
南部下層

90％ 外面煤
付着。PLlll

87車 師器
聾 22．6 （25 ．7） －

長石・右英・
雲母

にぷい橙 普通
頸部内面へラ削り後，ナデ。
体部外面へラナデ。

竃下層
40％体部外面

煤付着。PLlll

h一一一一一一一一一一3（う（うーP－1



第112号住居跡（第259・260図）

位置　調査区中央部のF2e4区に位置し，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は北西に第150号住

居跡，西に第163号住居跡がそれぞれ位置している。

重複関係　北西コーナー部が第152号住居跡を，南東コーナー部が第120号住居跡をそれぞれ掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3・30m，短軸2・88mの東西方向に長い長方形で，主軸はN－910－Eであり，壁高は7～12cm

で外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。壁溝は深さ6cmで，北東コーナー部の壁下で検出してい

る。

竜　東壁の中央部を壁外へ88cmほど掘り込み，袖部や天井部などは破壊されて遺存状態は不良である。規模は

壁の掘り込み部分の幅78cm，焚口部から煙道部までの長さ96cmである。火床部は床面を4C皿ほど掘り窪められ，

火熱を受けて赤変硬化している。煙道は火床面から外傾して立ち上がっている。火床部から雲母片岩製の支脚

が立位で出土し，その上に土師器呪　さらにその上に完形の土師器高台付杯2個体が逆位で重ねられて出土し

ている。これらは支脚の高さを調節するために用いられたと考えられる。

萄土層解説

1暗　褐　色　炭化粒子・粘土ブロック・砂粒微量

2　暗赤褐色　砂粒少量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック微量
3　暗赤褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子・粘土ブロック・砂粒微量

4　暗赤褐色　砂粒少量，焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック微量

5　にぷい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・砂粒少量，ロームブロック・炭化粒子微量
6　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒少量，焼土ブロック微量

j、、

第259図　第112号住居跡実測図
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第260図　第112号住居跡出土遺物実測図
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7　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・砂粒少量，ロームブロック微量

8　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土ブロック微量

9　にぷい黄褐色　粘土ブロック・砂粒少量，焼土ブロック微量

10　暗　褐　色　ロームブロック少量

11暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土ブロック・砂粒微量

12　黒　褐　色　炭化粒子・灰少量，焼土粒子微量

13　赤　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，灰微量

14　暗　赤　褐　色　灰微量

ピット　2か所。主柱穴はPlで，深さ12cmであり，南西コーナー寄りに位置している。P2は性格不明である。

覆土　撹乱部分を取り除いた後に，硬質の床面が確認され，遺構としたため，本跡に伴う覆土はない0

遺物出土状況　土師器片195点（杯80・高台付杯19・皿1・鉢1・襲94），須恵器片23点（杯9・高台付杯2・

嚢11・甑1），土製品1点（支脚）が出土している0これらの遺物は竃内及びその周辺の覆土下層から多く出

土している。このほかには，混入した剥片8点，礫7点が出土している。出土状況から927・928は本跡に伴う

と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀中葉と考えられる。

第112号住居跡出土遺物観察表（第260図）

番 号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　　 考

9 26 土 師 器 杯 ［13 ．5］ 3 ．4 9 ．5 長石・石英・雲母 に ぷ い 褐 普 通 底 部 回 転 へ ラ切 り。 奄 下 層 60 ％

9 27

9 28

9 29

土 師 器 高台付杯 ［14 ．4 ］ 6 ．0 6 ．7 長石・石英・雲母 に ぷ い橙 普 通 底錮 転へラ切り。高台貼り付け後，ナデ。 竃 下 層 60 ％ P L ll l

土 師 器 高台付杯 ［14 ．2］ 5 ．2 6 ．8 長石・石英・雲母 にぷい黄橙 普 通 高 台貼 り付 け後 ， ナ デ 。 寵 中 層 50 ％ P L ll l

土 師 器 高台付杯 ［1 2 ．8］ （3 諸） －
長石・石英・雲母 にぷい黄橙 普 通 高 台貼 り付 け後 ， ナ デ 。 寵 覆 土 中 20 ％

9 30 土 師 器 小 皿 1 1 ．0 1 ．4 7 ．1 長 石 ・雲 母 明 赤 褐 普 通 底 部内面 ロクロナデ，外面糸切 り。 薗 覆 土 中 80 ％ P L llO

9 31 土 師 器 小 皿 ［1 1 ．0］ 1 ．4 ［6 ．4 ］ 長石・石英・雲母 明 赤 禍 普 通 底 部 糸 切 り。 竃 覆 土 中 20 ％

第121号住居跡（第261図）

位置　調査区中央部のF2iO区に位置し，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は北に第41号住居跡，

南に第122号住居跡がそれぞれ位置している。

重複関係　北コーナー部が第124号住居跡・第403号土坑，南東壁が第123号住居跡をそれぞれ掘り込み，南西

コーナー部を第297号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．58m，短軸2．72mの東西方向に長い長方形で，主軸はNrlO40－Eであり，壁高は18－20cm

でほぼ直立する。
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第261図　第121号住居跡・出土遺物実測図
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床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。壁溝は深さ8cmで，南壁の中央部の壁下で検出されてい

る。

竃　南東壁の中央部を壁外へ66cmほど掘り込み，ローム混じりの粘土などで構築している。規模は両袖部幅

74cm，焚口部から煙道部までの長さ96cmである。火床部は床面を4cmほど掘り窪められ，火熱を受けて赤変し

ているが，硬化していない。煙道は火床面から外債して立ち上がり，全体的に遺存状態は不良である。

－369－



竃土層解説

1黒　褐　色　廃土ブロックさ炭化粒子の粘土粒子微量　　　　　　7　黒　褐　色

2　黒　褐　色　ロームブロック。焼土ブロックe炭化物微量　　　　8　黒　褐　色

3　黒　褐　色　焼土粒子や炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　9　黒　褐　色

4　黒　褐　色　廃土ブロックさ炭化粒子微量　　　　　　　　　　10　＝黒　褐　色

5　黒　褐　色　焼土ブロックの炭化粒子e粘土粒子微量　　　　　　は　暗赤褐色
6　黒　褐　色　ロームブロック8焼土ブロック微量

覆土　6層からなる。プロッタ状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック。焼士粒子を炭化粒子微量　　　　　4　暗　褐　色

2　極暗褐色　ローム粒子。焼土ブロック0炭化粒子微量　　　　　5　褐　　　色

3　暗　褐　色　ローム粒子の廃土粒子・炭化物微量　　　　　　　　6　暗　褐　色

焼土粒子0炭化粒子薇登

焼土ブロック。炭化粒子微還

廃土粒子・炭化載子微量

廃土ブロック微量

焼土ブロック少量普　炭化粒子微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

ロームブロック多量

ロームブロック微巌

、ヰ・．＿　′ノ、・・　　一声　ノ　∴　て、．．ノ’′：、　、＿　テ・、〕∴′’；／丁、ノj　一　員急告′　′l‥、一言＼）（　∴′．・J＼

4の婆l結　礫温銀が出土している。これらの遺物は中央部及び南西コーナー部の覆土中層から下層にかけて

多く出土している。このほかには　混入した縄文土器片罰点が芦　弥生土器片3点が出土している。出土状況か

らし）92は本跡に伴うと考えられる、、、

所農　本跡の時期は　出土土器から　世紀複葉から摘世紀前葉と考えられる。

第は号住居跡出土遺物観察東　第邦図）

胎　　土

長石を石英さ雲母

長石・石英

色　　調

にぷい橙

手法の特徴

底部回転へラ切り乳　へラ削り。

出目吊－t工

西部下層

備　　考

γ0㌦I－I－111

鱒 巨 師器 林
［

［13 。8］
［

仕 項

i　　　　　 i

長石・有英・

i雲母
にぷい橙
i

普通
i
休部ロクロナデ∵
［

覆土中
！9中 二師器

高射囲 ユ2。6
可 摘 長有・石英・

雲母 にぷい黄橙 普通 底部回転へラ初旬　 高台貼 り付け後タ　ナデ。
西部下層 ！80％ P L llユ

99車 師器
高台相棒
巨 細 （4・2）i 長有・有薬・

赤色粒子
にぷい黄
褐 普通 底部回転へラ切 り　高台貼 り付け後，ナデ。

竃下層　 ㌣

鱒3　　土師器 高台付埠 －
（摘 巨 細 長石灘雲断絶障 工ぷい樟 普通 底部回転へラ切 り。 西部床面　 極 璃 拙

第柑考健腰掛　第邦図）

位置　調査区中央部のF釣　区に位置し　平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は北西に第は号住

居跡，北に第引号仕居跡，南に第132号住居跡がそれぞれ位置している、、

重複関係　東部が第且罰号住居跡　北壁が第123号住居跡をそれぞれ掘　込み　東部を第は号藩に掘　込まれて

いる、

‥′′、．′・三上　∴　ノ′ノ′十．一、、∴星！∴　′＼二三′㌧　つ　るが、左信‖ピー、‾チ′′リノよ、・．り　∴－　　ノ′l十∴′′，、‾　′上∴　′

形と推測できタ　主軸はN…Ⅲ0－Eでありタ　壁高は16～24cmでほぼ直立する。

床　ほぼ平坦でタ　中央部が醇に踏み固められている。壁港は深さ　～摘cmで　西壁の中央部から南東コーナー

付近の壁下で検出している。仕切　溝は深さ　～摘cmで　西壁の中央部付近から中央部にかけて付設されてい

る、、

竃　北壁の中央部を壁外へ糾cmほど掘　込みローム混じりの粘土などで構築している。規模は両袖部幅摘艶m，

焚口部から煙道部までの長さ115cmである。新火床部は床面をほ撒ほど掘り窪められタ　火熱を受けて赤変硬化

している。煙道は緩やかな傾斜で立ち上がる。旧火床部は新火床部下40cmほど掘り窪められ，その部分に焼土

やローム混じりの暗赤褐色土や黒褐色士で埋土をして硯火床部を作り使用していたので，作り替えが行なわれ

たと考えられる。
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第262図　第122号住居跡・出土遺物実測図
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竜土層解説

1黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
2　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量

3　灰　黄　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
5　窯　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

6　黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
7　黒　褐　色　炭化粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

8　黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

9　灰　黄　褐　色　粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

10　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子少量

11灰　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

12　暗　赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

13　黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

14　暗　赤褐　色　焼土ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量

15　にぷい赤褐色　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

16　灰　黄　褐　色　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

17　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
18　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量

19　黒　褐　色　粘土粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

20　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子少量，ロームブロック微量

21暗　赤　褐色　粘土粒子・焼土小ブロック少量，ローム中ブロック微量

22　暗赤褐色　焼土粒子中量，粘土中ブロック少量，ロームブロック微量
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ご：j　黒　褐　色　ローム粒J∴・座主ブし「ソク・炭化粒J’・少量

習　疇　赤　揖　邑　旭日、つ’・中量．ロー∴粒J∴・砂粒少量．炭化粒自微量

25　灰　黄　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロック0炭化物微量

26　にぷい黄褐色　粘土粒子中量タ　ローム粒子も焼士粒子0砂粒少量替　炭化物微量

2　にぷい黄褐色　粘土粒子中量　廃土ブロック微量

錆　にぷい黄褐色　粘土粒子多義　焼士粒子少量　炭化物微量

ピット　I〕1は深さ28mlで．中央部から南壁寄りに位置し，出入りIl施設に作うど、ソトと考えられる、－、

覆土　8層からなる、、、レンズ状の自然堆積状況を示している、、、

土層解説
1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

：j　黒　褐　色

Ll　黒　褐　色

5　黒　褐　色

（ミ　暗　褐　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

焼上ブt二J・ソク・炭化粒白微量

U㌧一ムプロ、、・′ク・焼上プロ、ソケ・炭化物微：暮l：

ロームプロ、、′ク微：重1：

焼I二プロ・ソク・炭化粒J∵・粘十粒√微量

焼上プロ、、′ク・炭化粒自微量

粘土粒子少量夕　焼士ブロックさ炭化物微量

ローム粒J∴・焼日工白∴・炭化粒自微量

ローム粒J’一・咄上骨イ一・歳化粒自微量

遣物出土状況　士師器片3（：）7点（林15巨高林2・悪153・手捏1上　須恵器片甘点　り里l＿・高林こ1・高盤8・悪

リ主　上製品3点（支脚1e不明2上　鉄製品主点（不明）が出上している・これらの遣物は全体的に覆回l層

から卜層にかけて多く出上している．、、このほかには、混入した縄文上器片I15点，弥′日二器片2点，剥片2点が

出上している㍉　廿日二状況から9t）5は本跡に伴う　上器と考えられる、＿、．

所見　本跡の時期は，出目二器から山目頭LHI某から後葉と考えられる、

第は号住居跡出土遺物観察表　第邦園）

番可 種 別 器 穫恒 径！器 高 底 可 胎 」‖ 色　 調 焼成i　 手 法 の特徴 出士位置 備　　 考

鱒4　　須恵器 埠　 極細 ‥　 摘 ［ 可 長石壷英や雲母 黒褐 良好　舶 纏 へラ切娠瀾転へラ削り0 柁十申 20％

鱒5　　須恵器
盤 序 可 摘 9斗 紆 鍋 恒 良好麿 鍔 普 周 湘

中央部中層 70％

∵㍉辛目′′、ノー二・一二　言つ′∴－縮

位置　調査区南部中央1狛）のG2仕）区に位置し．北から南への斜l柄狛二立地している　周辺の同時期の遺構

は北に第121・122号仕I満軋　南に第1（月＿el㈹号住居跡がそれぞれ位置している、、－．

重複関係　第1∴1－6号f封調亦・第9ぢ一据立柱建物跡を掘り込んでいる、＿、

規模と形状　長軸3．90Il′1．蝕柚3．35Illの長方形で．巨柚はN－2・′10－EであE）．壁高は1（うcmでほぼ直立する、

床　ほぼ平川で，特に中央部が踏み固められている、、床面は第1‘－・11（拉月日若跡に捨てられた焼上の上に東部はロー

ムを混ぜた暗褐色十を突き因め∴西部は投棄された粘土で作られており∴東部に比べ西部が軟質であるこ、

電　北西壁の中央部を壁外へ3（iemほど据i）込み，粘上などで構築している．、、規模は両袖部幅118cm，焚＝部か

ら煙道部までの長さ82cmである、、火床部は床面からL一圧Illほど掘り窪められ，火熱を受けて赤変硬化している、

煙道は火床面から外傾して立ち上がる．、、袖部の遺存状態は不良である。また．火床部から上製支脚が立位二で出

上し，その日二上師器林が逆位で出上している、＿、これは上製支脚の高さを調節するために用いられたと考えら

れる、、また，第112封主居跡でも同様の状況で出上しているご

－372lu一一一一



④

＿旦

0 2m

」＿＿＿＿⊥＿＿＿！

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿」　　」

10cm

第263図　第132号住居跡・出土遺物実測図
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篭土層解説

ユ　黒　褐　色　廃土ブロックの炭化物の粘土粒子微選

2　黒　褐　色　焼土ブロック8炭化物0粘土粒子微遍

3　灰　褐　色　粘土粒子少量賃　焼土ブロック。炭化粒子微量

4　暗　赤　褐　色　焼土ブロック0粘土粒子少量，炭化粒子微量

5　黒　褐　色　焼土ブロックe炭化粒子微量
（i　黒　褐　色　粘上ブLJ∵′ク・炭化粒j∴・帖日章「微量

7　窯　褐　色　焼士ブロック少量，炭化粒子微量

8　黒　褐　色　焼土ブロックの炭化粒子微量

9　黒　褐　色　粘土粒子少量，廃土ブロックの炭化粒子微量

10　灰　黄　褐　色　粘土粒子中豊，焼土ブロック微量

Ⅲ　黒　褐　色　焼土ブロック中農学　粘土粒子少量夕　炭化粒子微量

12　にぷい黄褐色　焼土ブロック0炭化粒子0粘土粒子微量

13　黒　褐　色　炭化粒子少量夕　焼土ブロックや粘土粒子微量

覆土　6層からなる．ご　北から流れ込んだ堆積状況を示している自然堆積と考えられる、、

土層解説

1　極暗褐色　ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソク・砂粒・礫微量

ご　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼巨7、、ロ、ソク日射立・礫微量

こ1　椀暗褐色　ロームプロ、∵ク・焼Lプロ、ソク・炭化物・砂粒・礫微量

・l　極暗褐色　ロームプロ、ソク・炭化物微量

5　暗　褐　色　ロームブロックの焼士ブロックの炭化物微量

（ミ　極暗褐色　ロームプロ、ソク・焼上ブU、ソク・炭化物微量

遺物出土状況　‖抽器片2ご10点（林107・高台付林1・鉢1・悪1二31主　須恵器j吊2点画こ∴1－1・意2・鉢2・悪17主

灰・細陶器片13点（皿1・壷5・不明7㌦　士製品1点「支脚主　鉄製品主点（不明主　礫十点が出上している、、1・・

これらの遣物は南部の覆十中層から卜骨封二かけて多く出上している、，このほかには．混入した縄文上器片17点

が出上している．．つ旧刊こ況から仕）7∴ト1077は本跡に伴うと考えられる、・

所見　本跡の時期は，出土上器から！）世紀後葉と考えられる、－・・

第摘号住居跡出土遺物観察表　第罰図）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出十位 置 備　　 考

10 74 須恵 器 捧 13。8 4 言 5サ9 長有 ・実母 にぷ い橙 普通 底部外 面′V一一一ツー1方向のヘ ラ削 り。 竃中層
80％ 二次焼

成。　 P L H l

10 75 土 師器 林 14．8 寸．0 7．0 長石 ・石 英 赤褐 普通 内面 へラ磨 き。 竜中層
60％　内面摩

滅。　 P L l12

107 6 士 師器 高台付杯 ［摘。4］ 3 ．8 －
長石 e石英 ・

赤色粒子
橙 普 通

底部 回転 へ ラ切　 後　 へ ラ削

り。
竃 下層

4 0％　 高 台

部剥離。

摘 7 7 須恵器 鉢 ［1 8．3］ 15 ．8 ［1 3せ5］
長石 ・有英 ・

雲母
樟 普 通

目線部両 面桟 ナデ。体部内両

輪積痕 を残す，ナデ。
竜 中層

2 0％

1 07 8 吠 紬陶器 杯 ［14 。0］ （3 凍 － 緻密
オ リー ブ

灰 夕　灰黄
良好
体部両面 ロクロナデ。上半部

に施寒由パ ケ塗 り。
北西 部下層

20％

10 7 9 吠 和日和器 林 ［14 ．0］ （3．5） － 緻密
灰 オ リー

ブ，灰黄
良好
体部両面 ロクロナデ。上半部

に施寒由パ ケ塗 り。
中央 部下層

10％

10 80 灰粕 陶器 林 白6 ．8］ （3．6） － 緻密
灰 オ リー

ブ，吠 白
良好
体部両面 ロクロナデ。 上半部

に施寒由パ ケ塗 り。
中央 部下層

10％

…圭　子巨了、11「品‘こ1′宮了ト丈．

位置　調査区南部西寄りのG3h7区に位置し，台地縁辺部の北から南への斜面部に立地している。西部は調

査区域外である．、、．周辺の同時期の遺構は北東に第12お目日出軋　束に第～）（う号住居跡，南に第20（拐≠居跡がそれ

ぞれ位置しているし、

重複関係　南東コーナー部の上部を第135号住居跡の第摘号掘立柱建物跡　南壁際中央部が第15号掘立柱建物

跡にそれぞれ掘り込まれている、

一一一37∴「一一一1－1一一一



⑥

第264回　第134号住居跡・出土遺物実測図
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′、∴′三′′、▲l r子、．べ′：・′〈＿域′ノ、’＿’、ノ、／∴－、ノJ　∴言∵．て∴ノ′′ふ二、・卜　′．　′、・、・目　上、、、、　言㌧∴：しつノ′′：りノさ

ら長方形と推測される、－・巨柚はN－t）、．一一Eであi上　壁高は2Lト（i5enlでほぼ直立する、、．

床　はぼ平坦で　中央部が符に踏み固められている。壁藩は深さ　～膵臓で　調査した部分は全属している。

、　－　ノノー　ノ、．．・シ＼′＼′；、二つ・∴、′、＼、　　∴∴、l∴‘・・ノ、　′、ノ　′、′∴′∴、、－蘭：）年こ′－こ、1．ふ、l∴ノ、j一′．

遺部までの長さ172cmである。火床部は床面から4cmほど掘り窪められ禁　火熱を受けて赤変硬化している。煙

道は火床面から外傾して立ち上がる。焚持部の前面に焼士や粘土を埋めて床面を構築している部分がある。磯

部は両袖とも道春状態は不良で撃　ロームを掘り残した基部が露出しタ　その上に粘土を貼り翻すて袖部を構築し

たと考えられる、また，火床部から上製文脚が立位で出上している、、

電土層解説

1　恒暗褐色　焼士ブロック・炭化粒J’－・粘上粒Jつ紆量

2　灰　褐　色　粘土粒子少量夕　廃土ブロックや炭化物微量

3　暗赤灰色　炭化物少鼠　焼土ブロックの粘土粒子微量
4　暗赤褐色　焼土ブロック中量

5　暗赤灰色

6　極暗赤褐色

7　極暗赤褐色

8　極暗赤褐色

9　極暗赤褐色

相　棒暗褐色

炭化粒子中量，廃土粒子の粘土粒子微量

炭化粒子中量，廃土ブロック少量

焼上プロ、ソク・炭化粒J’・・粘「斗ロー微量

焼上プロ、ソク・炭化粒j’一・粘‖章子微量

焼上プロ・ソケ・炭化粒自微量

ロームプロいノケ・焼上ブし「ソク・炭化粒J’・・帖上

粒子微量

1
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．
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1

　

　

1

　

　

1

　

　

1
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極暗褐色
灰　褐　色

暗赤褐色

極暗赤褐色

暗赤褐色
暗赤褐色

ローム粒子・焼日量√・炭化物・粘日章イー微量

焼上プロ、ソク・炭化粒J′一微量

炭化物少量　焼日章千微量

焼士ブロック中鼠　炭化粒子微量

炭化粒J’一少量．焼上プロ・、′ク微量

炭化粒子出し　焼l斗ロー微量

極暗褐色　焼土ブロックゆ炭化粒子0粘土粒子微量

黒　褐　色　ローム粒J’・・焼‖＼｝：子・炭化物微量

極暗褐色　ロームプロlソク・焼日量千・歳化粒自微量

黒　褐　色　焼土粒子の炭化粒子微量

ぽッ睦　　か所。P　は深さ購cmで　竃の東脇に位置していることから　竃に関連した施設に倖　ピットと考

えられる、∴円は深さ′12〔mで北東コーナー部に位置しているが，性格は不明である、－、

覆土　＿1．7屑からなる、、、レンズ状の自然堆積の状況を示している。）

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

ニi　黒　褐　色

・1　黒　褐　色

5　黒　褐　色

（ミ　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

ローム粒子の焼土粒子の炭化粒子微量

tトーム粒J’一・焼「ブt」、ソケ・炭化粒J’一微；違

ロームプロ・ソク・焼‖三日’一・歳化粒自微量

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒自散量

ローム粒J’一・焼上プロ、ソク微量

ロームプロ・ソク・焼上プロ・ソク・炭化粒J写投量

ロームブロック・焼上プロ・ソケ・砂粒微量

ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク微量

10　黒　褐　色

11黒　褐　色

12　黒　褐　色

13　黒　褐　色

1・1暗　褐　色
15　暗　褐　色

蟻　暗　褐　色

17　黒　褐　色

焼土ブロック少鼠牒－ムブロックの炭化粒子微量

「1－1ムブl」、ソン少結焼上プロ、ソク・炭化粒j’・微量

ロームプロ・ソク少量．焼上7、ロ・ソク微量

ロームプロ、ソク少量，焼上プロ・ソク微量

ロームプロ、ソク少量

ロームブロック0焼土ブロックの炭化粒子を砂粒微量

ロームブT‾卜′ク・焼目白’・・炭化粒子微量

U－ム粒J’・・炭化粒自微量

9　黒　褐　色　焼士ブロック少量，ロームブロックの炭化粒子微量

ノ　ケ　　∴言ノ　　　懐′　′－　′　‘∴J－′．∴′、∵つ、．　＿・），．′　′I－｝、，；∴二十ら、′′‥　′′、′　－′、　工－′

製品5点（支脚3・不明2上　鉄製品2点　りJ子・不明上　銅製品1点（錠尾上　礫2点が出上している、－、これ

らの遺物は中央部の覆土中層から下層と竃内の覆土中から多　出土している。このほかには　混入した縄文士

′　　ノ　　ーー　フ　′・・生∴　＿．・了ノ、∴リ．－／′　′‥ノノ、　　∴、′ニ　　　　′、′シソ′㌧∴′一、∴こノ、IJ－、＿：、′′；い

考えられる∴

所見　本跡の時期は，出一十上器から！月旺紀前葉からl甘栗と考えられる∴

第臓号住居跡出土遺物観察表　第邦囲）

離 十 陸 別 極 種 巨日 中 縮 可 底 可 胎　 土 ！色　 調 焼成 手 法 の 特 徴　 巨 旺 位置 備　　 考
摘鵬　 須恵器　 捧　 恒 痛 い 可 ・ 恒 五臓 雛 赤褐 普通 底部外面一方向のヘラ削り。！覆土中 40％
脱　 土摘 ！高鍋 皿巨 ・ 巨 中 ・0 極 細 組子 明赤褐 普通 底部回転へラ切り。　 極 東部下層 6　％PLは2
1瞞5　 土師器　 聾　 恒 締 恒 eH i　 極右積数雲可 橙 普通 臓 獅 横げ 灘 的面へラ棺 桓 餅 5 ％

－376－－－



番　号 器　種
計　　　　　 測　　　　　 値

長さkm） 縮cm） 厚さkm日 雇量沌　 材 質　 特　　　 徴 一
備　　 考

1087 錠咤 i 摘 i 8日 ・中　 はやお　 鍋　 庫 本。先端祈 曲げ。 i覆土中 庫 ㌃

三∴、、・′’∴＿ノ　工．′′11ぐ

喜　・／、′く　－：′・‘．′、－；㌧工　′　∴、′く　　　　′　∴′一項　′．′～ノ、′′′、．、ノノ．、　、　　、・．　　、

杏区域外に伸びている、．

．㌧∴∴’　　　l　ノ　　ふ㍉　ノ　′∴㍉　日、′　一・一　、′、　′．　二　　・　　．　　′・．　．－　　′．・

一．∴′ノ、　′　、・・一∴、一．一・、たこ畑、一言、・、一′　　′、∴、．、　′

ニ′・ハ′　÷　　　　∴　ノ＼′く‥′′ノ、′　ノ、．一　一．．′　十㌦　ノ、ノ′、′ノ　′′．　．ノ．∴、・・′

－　′、、・接＼こ＼ノ′言一：′：；、・′・／∴　・：り：・′・＼　　、、こ、′　．一・二・′・＼′：、十’、∴、・′　ノ′′、．ノ

∴、′　、　・　‥　　：、、ノ　ノ　、、′ノ　1ハ、∵、㍉、、・言、　′　－　ノ　ノ　・′・　ノ、・・′

畔上で検出された

′　′・－ノ’・・　ン、′．一　・、′　　　′’＼‾・・・　　・・′ノ　′　′　ノ　′．・・　′、　　′　′

‘l、′′ノ・、′・′、∴　′‥′　∴∴ノ、　一．　、．一　　ノ、・′－‥　く・　′　ノ′．′・　、　′．′・・′ハ′

ノ　′′ノ、′′、ノ∴′二′∴　′．′′′　l′∴・∴．・。∴一′　′．′．　′　′　∴・‥、．．′・1，′．ノ　‥、．∴

である。火床部から竃の補強柳こ使用された雲母片岩が横位で出土している。

電土層解説

1黒　褐　色　ローム粒J∴焼‖こJつ∴・炭化粒J∴帖巨位！・微量

2　望　褐　色　ローム粒子e焼土粒子や炭化粒子微選

：i　暗　赤　褐　色　しゴーム粒「・焼上プロ、ソケ・炭化粒日放量

4　極暗赤褐色　ロームブロック∵焼土ブロックe炭化粒子微還

う　暗　褐　色　ローバロー・焼上プロ、ソク・炭化粒J’－・粘悌′つ雄土量

6　暗　赤　褐　色

7　暗　赤　褐　色
8　にぷい黄褐色

9　極暗赤褐色

l（）暗　褐　色

11極暗赤褐色

12　極暗赤褐色

ま3　暗　赤　褐　色

焼土粒子少鼠　ローム粒子。炭化粒子の粘土粒子微量

焼‖∵イ少：上　しトーム粒J’一・歳化粒日放量

枯‖位「少星　LJ－ム粒守・・焼上ブtコLソク・損じ粒J′・微量

焼l∵ノ、し」・ソク・炭化粒J∵・枯日立「微量

ローム粒子少鼠　焼土粒子も炭化物の粘土粒子微量

焼上プロ、ソク・炭化粒日放量

焼土ブロック6炭化粒子微量

焼士ブロック少鼠　炭化粒子微量

14　暗　褐　色　ロームプロッタ少数　焼土粒子微量
15：黒　褐　色　焼土ブロックゆ炭化粒子微量

16　黒　褐　色　焼士粒子e炭化粒子中量

17・極　暗　褐　色　焼上プロ、ソク・炭化粒J′－少量

18　極　暗　褐　色　焼土ブロックの炭化粒子微量

ノ　　ー）　二∴ゝ；＼、‾　　＼　∵　・∴　′　　、　∴′∴　：、′　′（ノ　′、：、∴

′二＿－　　　′・′′′　一∴二′′ノ　ノ　ノ　ら′、′ノー．－′工！1㌧′ノ‥‥、′‾・′、一、　′ノ

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒「・焼上ブt‾J㌧！ク・損じ物・枯日章つ雄晶

ご　黒　褐　色　ロームブし「ノク・焼上粒J′・・炭化粒自微量

3　極暗褐色　ローム粒子の焼士粒子e炭化粒子微量

11恒暗褐色　ロームプロ、ソク・焼上粒子・・炭化粒子微量

う　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼日章千・歳化物微量

（i　黒　褐　色　ローム粒J’・・焼上ブLJ㌧′ク・炭化粒自微量

7　黒　褐　色　廃土粒子少量，ローム粒子の炭化粒子を砂粒微量

8　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼廿日’－・尉ヒ物微量

9　黒　褐　色　ロームブロックの焼土粒子8炭化粒子微量

ーIl一一ll377－－－1



④）

第265回　第135号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出蓋状況　土師器片25摘移桂巨凱鍼の姻恩舶痛拶和上凱上敷軋ま瀾縮摘守細腕鉄

製品　点　不明上磯蟻が出土している0これらの遺物は竃周辺と南東コーナー部の覆土中層から下層にか

けて多く出土している。このほかに混入した縄文土器片38点や撹乱によって混入した陶器射点出土しても、る。

出土状況から摘鍋は本跡に伴うと考えられる。

所凰　本跡の時期は汐　出土土器から9世紀中葉から複葉と考えられる。

第臓号住居跡出土遺物観察衷　第罰図）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 律 胎　　 土 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出士位置 備　　 考

ユ08 8 土 師器 林 白3 ．6〕 確。6 6 ．8 長石 ・雲母 にぷい褐 普通
体 部内面へ ラ磨 き∵底部回転

へ ラ切 i主
南東 部下層

50％

内面摩滅。

1 08 9 土師器 林 ［16 諸］ 「おお

ヨ

－ 長石債 雲母載慶子 にぷ い橙 普通 目線 部外 面横ナデ∴ 竃下層 10％，椀か

10 9 0 士師器 棒 は7湖 （5 ．3）
－ 長石・雲母一赤嫡 子 にぷ い橙 普通 休部 下端 手持ちへ ラ削 り。 覆土 中 10％

10 9 1 土 師器 林 ［13．2］ 3 ．2 － 長石藩英凍色粒子 にぷい橙 普通 l＝縁部両面 横ナデ∵ 覆土中 2 0％

10 92 士 師器 嚢 白9．両 「針扇 －
長石 ・有英 ・

雲母
にぷい橙 普通

‖縁部両面横 ナデ∴体部内面

へ ラ削 り後， ナデ∴
北 西部下層 5 ％

番　 号
器 種 長軸 計 幅疑nラ；摩軸 i 豊海 材 質

特　　　　　　　 徴 出土位 置 備　　 考

1093 聖 よ 』 望 』 三 重 コ 二 重 「 「 蒜 ㌃ 極 刃部片∴ 南部下層

第臓考健腰掛　第邦図）

位置　調査区南部西寄りのG2C6区に位置しタ北から南への緩斜面部に立地している。周辺の同時期の遺構

は北に第膵　のユ7号住居跡がそれぞれ位置している。

重複関係　南壁が翫38号住居跡を掘り込み，南壁際の中央部を翫07号士坑に掘り込まれている。

規模と形状　義郎・43m，短郎・20mの方形で，主軸はN…9。－Eであり，壁高は24～32cmでほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。壁藩は深さ4～8cmで9北壁を除いた壁下で検出されて

いる。

電　北壁の中央部を壁夕へ射通はど掘　込み　粘土などで構築している0規模は両袖部幅用紋m　焚日部から

煙道部までの長さ90cmである。火床部は床面から8cmほど掘り窪められ，火熟を受けて赤変硬化している。煙

道は外傾して立ち上がる。袖部はロームを掘り残した基部が残存しているだけである。

竃土層解説

1黒　褐　色　焼上プロ、ソク・粘廿日一微量
2　黒　褐　色　焼上プロ・ソク・炭化粒自微量

3　極暗赤褐色　廃土ブロック少数　炭化粒子微量
4　極暗赤褐色　焼士ブロック・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　廃土ブロックの炭化粒子微量

6　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子微量
7　極暗赤褐色　廃土ブロックや炭化粒子微意

8　暗赤褐色　焼土ブロック少量，粘土粒子微量

9　極暗赤褐色　焼土ブロック微量

10　極暗赤褐色　焼土ブロック。粘土粒子微量

1‘1灰　褐　色　ローム粒十焼上粒子・炭化粒子・粘悌立了微量
12　暗赤褐色　炭化粒子少量，焼士ブロック微量

13　暗赤褐色　炭化粒子少鼠焼士ブロック微量
14　灰　褐　色　粘土粒子少鼠焼土ブロック・炭化粒子微量

15　にぷい赤褐色　焼土ブロック。炭化物・粘土粒子微量

尊皇　8層からなる。ブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1暗　褐　色　ロームプロ・ソク・焼悌白’・・炭化粒自微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・焼士粒子・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子少鼠　炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

7　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

8　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼土ブロック・尉ヒ粒子・粘土

粒J′・・礫微量
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第266図　第137号住居跡・出土遣物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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遺物出土状況　土師器片146点（杯63・高台付杯1・壷1・嚢81），須恵器片36点（杯4・蓋2・嚢30），土製

品2点（不明），礫3点が出土している。これらの遣物は竃内及び各壁際の覆土中層から下層にかけて多く出

土している。このほかには，混入した縄文土器片91点，弥生土器片2点，剥片1点が出土している。出土状況

から1098は本跡に伴うと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から8世紀後菜から9世紀前葉と考えられる。

第137号住居跡出土遺物観察表（第266図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　　 考

10 98 土 師 器 襲 ［13 ．6 ］ （3．4） － 長石・石英・雲母 暗 赤 褐 普 通 口緑 部 両 面 横 ナ デ。 西 部 下 層 10 ％

第140号住居跡（第267・268図）

位置　調査区西部南寄りのG2dl区に位置し，北から南への緩斜面部に立地している。周辺の同時期の遺構

は北西に第173・188・189号住居跡がそれぞれ位置している。

重複関係　竃部分が第17号掘立柱建物跡を掘り込み，南西コーナー部を第182・185・220号土坑，西壁際中央

－380－
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第267図　第140号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　1m
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部を第186号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸3・96m・短軸3・80mの方形で，主軸はN－0。であり，壁高は25～44cmで外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が特に踏み固められている。壁溝は深さ4～6cmで全周している。

竜　北壁の中央部を壁外へ73cmほど掘り込み，焼土混じりの粘土で構築している。規模は両袖部幅129C叫焚

口部から煙道部までの長さ129cmである。火床部は床面から6cmほど掘り窪められ，火熱を受けて赤変硬化し

ている0煙道は火床面から嬢やかな傾斜で立ち上がる0袖部は破壊されているが，焚口部の状況から，あまり

突出しない形状と考えられる。

竃土層解説

1曙赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

2　極暗赤褐色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
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第268図　第140号住居跡出土遺物実測図

3　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量，炭化物微量

4　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
5　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化物微量

6　暗　赤　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

7　極暗赤褐色　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量

8　黒　褐　色　炭化粒子少量，焼土ブロック・粘土粒子微量

9　時　赤　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック少量，炭化物・粘土粒子微量

10　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

11暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

12　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量，炭化物・粘土粒子微量

13　暗　赤　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

14　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量，炭化物・粘土粒子微量

15　灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

16　暗　赤　褐　色　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量
17　にぷい赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量

18　にぷい赤褐色　焼土粒子少量，粘土粒子・礫微量
19　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量

20　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量

21暗　赤　褐　色　粘土粒子少量，焼土ブロック微量

22　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子少量，粘土粒子微量

23　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，粘土粒子微量

24　暗　赤　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子微量

25　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

26　暗　赤　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

27　にぷい黄褐色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・礫微量

28　褐　　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
29　暗　赤　褐　色　粘土粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

30　暗　褐　色　粘土粒子中量，炭化粒子・礫微量

31にぷい黄褐色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・礫微量

－382－

ー0－
－ニ⊂31129

10cm

！　　　；．！



ン　　　二　　一㌧′、ハ　、、！、二㌦了、′・こ、　く　　′　　ノ　′′・∵、、．′ノ∴　！一　人肯、－闇、・

－＼．ノ、∴二／ノ、ンノi．－・了、ノ　丁、′・′　ノ　、ノ、ノ　ー′一㌧く言、・′′′　ノト：∴√．六完

工　＿　　′・′′ノ　′′言′　・！、、　ノ、′∴ノ、′JJ．工′′ノ′‥∴　を′、言、三

土層解説

l　極暗視色　ロームブし卜ノウ・焼上ブLJ・ソク・尉ヒ粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック0焼土ブロックや炭化粒子微量

：う　暗　褐　色　ロー∴プロ・ソケ・焼上プロ・ソケ・尉ヒ粒召微量

1－1暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒j’－・粘十粒j∴礫微量

5　種目暗褐色　しトム粒J’・・焼上プロ、ソク・尉ヒ物・粘‖∵つ’一微量

（ミ　黒　褐　色　U－ムプロ、ソケ・座主粒イ・・尉ヒ物微量

7　黒　褐　色　ロームブロックや廃土粒子を炭化粒子や粘土粒子微量

8　暗　褐　色　ロームブロックe廃土粒子の炭化物e粘土粒子微量

り　暗　褐　色　ローム粒J’－・焼梱「「・炭化粒J’・・粘悌′つ∴微量

10　極暗褐色　ローム粒J∴焼日日一・炭化粒J∴粘日立子微量

は　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロックの炭化物微量

12　暗　褐　色lコ一月立J・焼上プロ・ソク・炭化物・粘日章「微量

13　暗　褐　色　ローム粒子を焼士粒子の炭化粒子微量

摘　極暗褐色　ローム粒子0焼土ブロックe炭化粒子微量

15　暗　褐　色　ロームブロックき炭化粒子微量

用　暗　褐　色　ローム粒j∴焼甘′丁・損じ粒自微量

17　黒　褐　色　しトムブl－「ノケ・焼日章「・炭化粒自微量

18　極暗褐色　ロームブロック。焼土粒子の炭化粒子微量

1！）暗　褐　色　U一月白’一・埴上粒√・尉ヒ物・礫微量

、一方　・∴　‥・′　　　　ノ‘・、　′、ノ　′′、　′・＼　上・ノ、ノ　　′、㍉・、　＿′・．∴

・、　　十　・ど一　’ノ∴　　　ノ　′　′、′一、　′・完－　／′、ノ　　′．′言　　　・」、′

紡錘車の　礫　点が出土している0これらの遺物は竃周辺と南東コーナー部の覆土中層から下層にかけて多
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第摘号住居跡出土遺物観察表　第郡囲）

番号 楯　 別 器　 楯 自　 律 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出士位置 備　　 考

lH 4 士 師器 圭不 － （3 ．5十 6．9
長石 ・雲母 ・

赤色 粒子
明褐 普通 底部外面 一方向のヘ ラ削 り。 北西部上層

30％　底部両面

へラ記号「十に

1H 6 須恵器 林 1 3．4 4。2 5 牒 長有 ・雲母 灰 普通 底部外面一 方向のヘラ削 り。 北 部下層
」し

8（％ P L は 2

1 11 7 須恵器 林 12 ．9 4 。3 6 。8 長石牌 雲鍼色障 にぷい橙 普通 底部回転へラ切り徽 …一方向のヘラ削娠 南西部 下層 60％ P L l1 2

1 H 8 須恵器 杯 ［14 。0］ 3 。9 ［6 ．0］ 長石・石卦 雲母 灰 普通 底 部外面へ ラ削 り。 竃下層 40％

11 19 須 恵器 林 ［13 ．0］ 4 ．3 ［5叔 長石も石卦雲母 灰 普通 底部外 面へ ラ削 ；「 南西部 中層 10％

鹿　　 冒 ‖
計　　　　　 測　　　　　 値

材　 質 特　　　　　　　 徴 出 士 位 置 備　　 考間 長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

H 25 砥石 （6．6） 3．4 1．8 （50 。7） 凝灰岩 砥面 3 面。 覆士 申

11 28 鎌 （9．1） 3．7 0 ・3　 日 高 鉄 柄付部 南東部 中層 P L 日は

番　 号 器　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

材　 質 特　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考酎 cm ） 厚さk m 車 径行m） 重量ね ）

H 22 紡錘車 ［5．2］ 1．8 再．工 （25．4） 土製 無文。ナデ。 穫土中 40％

1126 紡錘車 聖 L L 斗 6 i 五㌃ 丁 菟 蒜
粘板岩 無文。 覆土中 P L 117

1127 紡錘車 ［3・5］ i l・3 ［0 ．9］ （8．1ラ 凝灰岩 無文。 南部下層 50％

1129 紡錘車
3 ・9 ！ 4 86 02　 日 ・3 鉄 軸部欠損。 北部下層 P LH 8

一一一一13831－－－－Fl



第145号住居跡（第269図）

位置　調査区中央部西寄りのF2b2区で，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は南西に第109号住

居跡，北東に第35号住居跡，北に第26号住居跡がそれぞれ位置している。

重複関係　南部を第150号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　南部が第150号住居跡に掘り込まれているため，確認できたのは長軸3．15m，短軸2．63mで，形

状は長方形と推測され，主軸はN－80－Wであり，壁高は6cmで外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，あまり踏み固められていない。

竜　北壁の中央部を壁外へ31cmほど掘り込んで構築しているが，大部分が破壊されており，確認できた規模は

壁面の掘り込み幅77C皿，焚口部から煙道部までの長さ101C皿である。火床部は床面からわずかに掘り窪められ，

焼土の広がりを確認できる程度で，硬化していない。煙道は火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。袖部は破

壊され，全容は不明である。火床部から土師器片が多く出土している。

～l　竜二二

「1．‾：‾

第269区】第145号住居跡・出土遺物実測図
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電土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少鼠焼土ブロック・炭化粒子微量
2　にぷい黄褐色　粘土粒子・砂粒少量

3　暗　褐　色　炭化粒子少鼠焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量
4　暗赤褐色　焼土ブロック・砂粒少量，粘土粒子微量

穫豊　5層からなる。ブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック0炭化粒子微量
2　にぷい黄褐色　粘土粒子の砂粒微量

3　暗　褐　色　炭化粒子少量，廃土粒子・粘土粒子・砂粒微量

4　暗赤褐色　焼土ブロック・砂粒少数　粘土粒子微量
5褐　　色ロームブロツク少量

遺物出藍状況　土師器片40点（勘7e襲23）が出土している。これらの遺物は竃周辺の覆土中層から下層にか

けて多く出土している0このほかには，混入した縄文土器片76点が出土している。出土状況から1195～1197は

本跡に伴うと考えられる。

所凰　本跡の時期は，出土土器から9世紀複葉と考えられる。

第145号住居跡出土遺物観察表（第269図）

番号 種　 別 券　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

50％
119 5 土 師器 杯 ［11 ．0］ 3．3 6 ．0 長石 ・霊母 にぷい褐色 普通 底 部回転糸切 り。 竃下層

1 19 6 土 師器 杯 白0．0］ 2 ．8 ［2 ．5］ 長石鳶母凍色粒子 にぷ い橙 普通 底部外 面へ ラ削 り。 竃下層 2 5％

1 197 土 師器 婆 ［1 7．2］ （10 ．0） －
長有 ・石英 ・

雲母
にぷい橙 普通 休部内面輪積痕 を残す，ナデ。 竃上層

10％　 内面

炭化物付着 。

第摘考住居跡（第270回）

位置　調査区の中央部西寄りのF2b5区で，平坦部に立地している。

重複関係　第148号住居跡の第309号士坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸・00mタ短郎057mの方形で，主軸はN－60－Wであり，壁高は12～26cmで外傾して立ち

上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。南壁際から焼土塊が出土しているので焼失家屋の可能性があ

る。

竃　北壁の中央部を壁外へ35cmほど掘り込み，焼土混じりの粘土で構築していたと考えられるが，火床部の一

部が確認できただけでタ遺存状態は不良である0確認できた規模は壁面の掘り込み幅80cm，火床部から煙道部

までの長さ80cmである。火床部は床面から10cmほど掘り窪められ，焼士の広がりを確認された程度で，硬化し

ていない。煙道は火床面から外傾して立ち上がる。旧火床部は新火床部を14cmほど掘り込まれた部分に，焼土

粒子や炭化物を含んだ黒褐色士を埋士として，新火床部が作られているので作り替えが行なわれた。

竃土層解説

1暗赤褐色　炭化粒子少量，焼土ブロック微量

2　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

3　暗赤褐色　粘土ブロック・砂粒少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
5　褐　　色　ロームブロック少量，炭化粒子・砂粒微量
6　暗赤褐色　焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

7　暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子微量
8　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

9　暗　褐　色　ロームブロック・焼士粒子・炭化粒子微量

10　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

－385－
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ピット　9か所。主柱穴はP1－4で，深さは10－29cmで，各コーナー寄りに位置している。P5は深さ11cm

で，中央部から南壁寄りに位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。壁の外にあるP6～9は方形状

に配列されるので本跡に伴う壁柱穴と考えられ，上屋構造は他の遺構とは異なると考えられる。

覆土　9層からなる。焼士粒子や粘土ブロックを含んだブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼士ブロック微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック微量

4　褐　　色　焼士粒子・粘土ブロック少量，炭化粒子微量

－386－



5　褐　　　色　ローム粒子。粘土ブロック少量

6　暗　褐　色　廃土粒子も炭化粒子の粘土粒子微量

7　褐　　　色　粘土ブロック少量，廃土粒子さ炭化粒子微量

8　暗　褐　色　炭化粒子0粘土粒子微量

9　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子も粘土ブロック微量

遣物出藍状況　土師器片　点勝　の婆の　須恵器片2。蕉　棒）が出土している。これらの遺物は竃周辺と

南壁際の覆土中から出土している。出土状況から1218は本跡に伴わない。このほかには，混入した縄文土器片

5点がJI十上している、、

所農　本跡は芦　摘世紀中葉の第摘号住居跡に掘　込まれているので　時期は摘世紀中葉以前と考えられる。

また穿　焼土塊が床面から検出しているので焼失家屋と考えられる。

第摘号住居跡出土遺物観察表（第2開園）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

l，飢8 須恵器 林 は3．8］ 4．4 ［8 ．6］ 長石・雲母骨脱物 褐 I天 良好 底部回転へラ切 り． 北東部下層 30％

∴　位：∴“∴一′　∴ら　一、く－

位置　調査区中央部酋寄　のF2鵬区で　平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は西に第蟻号住居

跡が位置している、、．

重複関係　第1骨号住居跡を握り込んでいる、－、

規模と形状　長軸3や6m　短軸の謂mの方形で　主軸はN…関○…Eであ勘　壁高は6cmで外傾して立ち上が

る。

床　ほぼ、上根で言芯前面が特に踏み固められている、－ク

確　北壁の中央部を壁外へ㈹撒ほど掘り込み，粘土などで構築している。焚旧都と火床部の一部が確認された

だけで9　遺存状態は不良である。確認できた規模は焚口部から煙道部までの長さl胱短勘　袖部の基部の幅融狛服

である。火床部は床面とほぼ同じ高さで，焼土の広がりが確認された程度で　硬化していない。煙道は火床面

から緩やかな傾斜で立ち上がる。旧火床部は床面を18撒ほど掘り窪められ，その部分に焼士粒子や炭化物を含

んだ極暗赤褐色土で竣土をして，新火床部が作られているので作り替えが行なわれた可能性がある。

竃土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子の焼土ブロックe炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒J∴・焼上ブロック・炭化粒J’－微量

3　暗赤褐色　焼士ブロック少量，炭化物微量

4　暗赤褐色　ロームブロックや焼士ブロックや炭化物微量
5　黒　褐　色　炭化粒子中量，焼土粒子微量

6　暗　褐　色　焼土ブロック8炭化粒子微量

7　暗赤褐色　焼土ブロックゆ炭化粒子微量

8　暗　褐　色　焼土粒子さ炭化粒子微量

9　黒　褐　色　炭化粒子中量タ　ロームブロック微量

10　黒　褐　色　ロームブロック少鼠　焼土ブロック微量

11暗　褐　色　ロームプロ、ソク多結　焼上プロ、二ノク・炭化物微量

12　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物微量

13　暗赤褐色　焼士粒子中量，ロームブロック少量

孝豊　単一層である。焼土ブロックや炭化粒子などを含んだÅ為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子少量，廃土ブロック微量

一・一1387一一
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第271図　第148号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片69点（杯14・高台付杯10・皿1・棄44），須恵器片10点（杯6・嚢4），礫7点が出土

している。これらの遺物は竃周辺の覆土中から出土している。このほかに混入した縄文土器片12点が出土して

いる。出土状況から1219・1220は本跡に伴うと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀中葉と考えられる。

第148号住居跡出土遺物観察表（第271図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

12 19 土 師 器 皿 9 ．7 1 ．6 6 ．7 長石・雲母・赤色粒子 にぷい橙 普通 底部回転へ ラ切 り。 竃 下層 100％ P L 112

12 20 土 師 器 襲 ［17 ．4］ （1 1 ．1） － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 ロ緑部両面横 ナデ。 竃 中層 5 ％

－3～裕一－



第150号住居跡（第272図）

位置　調査区の中央部西寄りのF2C2区で，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は南に第162号住

居跡，南西に第165号住居跡がそれぞれ位置している。

重複関係　北壁が第145号住居跡，西壁が第153号住居跡，南東コーナー部が第155号住居跡，東壁が第156号住

居跡を掘り込み，西壁中央部を第125号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4・75m，短軸4・70mの方形で，主軸はN－20－Wで，壁高は20cmで外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，あまり踏み固められていない。壁溝は深さ5－10C皿で，東壁下を除いて検出されているが，

本来は，全周していたものと考えられる。北壁に沿って床面から炭化材が出土しているので焼失家屋の可能性

がある。

竃　竃は確認されなかったが，東壁際の床面から粘土ブロックが検出され，東壁に付設されていたと考えられ

る。

C　－‾　－　　‾‾

第272図　第150号住居跡・出土遺物実測図
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ピット　！）か所、P　、8は深さ8、2（うcmで北壁溝の底廿で碓認きれたことから，甘柱穴と考えられる、、I当

＼つ・t）の性格は不明である．、、、．

覆土　リ層からなる、、プロ、ソク状の人為堆積の状況を示している、、

土層解説

l　暗　褐　色　U－ムブl「ノン′出し　炭化粒J’・微量

2　暗赤褐色　炭化物少鼠　ロームブロックの廃土ブロック微量

3　褐　　　色　ロームブロック少量

・1－　暗赤褐色　炭化物少結　ロームプロ、ソケ・焼上ブ［「′ク・炭化廿微量

う　暗赤掲色　焼上プロ、ソケ・炭化粒J’・少量

6　暗赤褐色　炭化粒子少量学　ロームブロック・焼土ブロック微量

γ　暗赤褐色　ローー∴ブtlJ・ノウ・亜上位「微量

8　暗赤褐色　ローム粒子8炭化粒子少量，廃土粒子微量

9　暗赤褐色　ローム粒子0廃土粒子少量努　炭化物微量

遺物出土状況　上帥器片27点画こ12・高台付林3・悪‾12上　須恵器片十点画こ1・悪3㌦　石製品1点（不明上

磯　点　炭化樹が出土している。これらは各層から出土している。このほかには　混入した縄文土器片視点や

撹乱によって混入した磁器片主点が出上している。北壁に沿って床面から炭化廿が出上している、つ旧誹こ況か

ら1221は本跡に伴うと考えられる、、

所見　本跡の時期は、出トト器から1（川拍山Il葉から後某と考えられる．つ美化材が北壁に沼㍉）た床面から出上し

ており焼失家屋と考えられる．、＿、

第蟻号佳屠跡出土遺物観察表　第2閉園）

番可 種 別 器　 種 打 つ埜 器 可 底 径　 胎　 土 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出上位置 備　　 考

122且「 摘 器 高台相棒 白痛 巨 中　 も　恒 鰯 腑 にぷい黄褐 普通 底部回転へラ切り。高融占り付け軋ナデ。東部中層 5 ％PL H＿2

ほ霊　 土師器 整 ［鋸 可 線 可 にぷい橙 普通 日縁部両面横ナデ。 北東部中層 5 ％

．　言　′ノ　　　　∴・′ノ′i　ら　く

位置　調査区の中り、待騨疇了つ）のF2rl区で，、印用；に立地している∴　周辺の同時期の遺構は南に第173号住

居跡言帥射二第182号住居跡がそれぞれ位置している、

重複関係　両壁が第2‘′1（昌二日二坑をj伸）込み．東壁を第15（日月仙洞巨第°125号上坑に握り込まれている．．

規模と形状　長軸3．30111．鯨油3．25111の方形で，巨軸はN－10。－I三であl主　壁高は3LトMemでほぼIEU／二する、

床　ほぼ、上田で，中央淵；が踏み国められている、、壁溝は深さ6、8cnlでほぼ全周している．、

竃　北壁の中り用；を壁外へ5（う川ほど握り込み，ローム混じりの粘上などで構築している．．規模は両袖部帖1仕）川1，

焚‖部から煙道部までの長さ1＿17enlである、火床部は床面から12mlほど握り窪められ，火熱を受けて赤変硬化

し，煙道は火床面から外傾して立ち上がる、・束袖部はロームを抽日日残して，そのト二に精工を貼り付けて構築し，

両袖庸l；は粘上を時宜両二貼叫寸けて構築している

竃土層解説

1　黒　褐　色　粘土ブロック中鼠　ロームブロックも白色粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

ご　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・粘巨障子・白色粒1－一少量．焼上プロ・ソク・炭化粒J∴・礫微量

3　暗　褐　色　粘土ブロック少鼠　ロームブロックの焼士粒子微量

4　暗　赤　褐　色　粘土ブロック中量，ローム粒子の炭化物少鼠　焼士ブロック微量

5　里　褐　色　粘土粒子少量ブ　ロームブロックe焼土ブロックの炭化粒子微量

6　暗　赤　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック。焼土ブロック少量

7　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土粒子e炭化粒子微量

8　にぷい黄褐色　粘土ブロックの砂粒少量，ロームブロックも炭化粒子微量
9　にぷい黄褐色　粘土ブロックさ砂粒の炭化粒子少量，焼土ブロック微量

10　褐　　　　色　焼士粒子の炭化粒子の粘土ブロック少量，砂粒微量

H　暗　赤　褐　色　焼土ブロックせ炭化粒子少量，ロームブロック。砂粒微量

ー一、一一一、一一一一一一3飢）…一一・一・一・一、
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第273図　第153号住居跡実測図
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12　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

13　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土ブロック微量

14　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

15　暗赤褐色　焼土ブロック・砂粒少量

ピット　5か所。主柱穴はPl～4で，深さ18－22C皿で，各コーナー寄りに位置している。P5は深さ14cmで

中央部から南壁寄りに位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土19層からなる。ブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

焼土ブロック・炭化粒子微量

炭化粒子少量，ロームブロック微量

焼土ブロック少量

炭化粒子少量，砂粒微量

ロームブロック少量

ロームブロック・炭化粒子少量

7　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

8　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
9　暗　褐　色　炭化粒子少量

10　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

11暗　褐　色

12　暗　褐　色

13　褐　　　色

14　暗　褐　色

15　暗　褐　色
16　暗　褐　色

17　暗　褐　色

18　褐　　　色

19　暗　褐　色

－391－

ローム粒子・炭化粒子微量

ロームブロック・炭化物微量

ローム粒子少量，炭化粒子微量

炭化粒子少量，ロームブロック微量
炭化物少量，ロームブロック微量

ロームブロック微量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック少量，炭化粒子微量
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第274図　第153号住居跡出土遺物実測図

遺物出土状況　土師器片285点（杯47・高台付杯2・鉢6・嚢229・甑1），須恵器片99点（杯15・盤2・鉢7・

短頚壷1・嚢74），灰粕陶器片2点（壷），雲母片岩2点が出土している。これらの遺物は中央部の覆土中層か

ら下層にかけて多く出土している。このほかには，混入した縄文土器片100点，石器1点（打製石斧）が出土

している。出土状況から1239は本跡に伴うと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。

第153号住居跡出土遺物観察表（第274園）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 23 9 須 恵 器 襲 2 1．4 3 0 ．7 15 ．0 長石・石英・雲母 灰 良好 口緑部両面横ナデ。底部外面へラ削り。 北部下層 8 0％ P L 1 12

1 23 8 須 恵 器 短 頸壷 － （8．1） 13 ．2
長 石 ・黒色

粒 子
灰 良好 底 部回転へ ラ削 り。 南東部 中層

10％　 底部内

面に指頭痕。

第156号住居跡（第275・276図）

位置　調査区の中央部西寄りのF2C3区で，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は北に第27号住居

跡，南東に第118号住居跡がそれぞれ位置している。

重複関係　南壁が第152号住居跡，南西コーナー部が第155号住居跡を掘り込み，西壁が第150号住居跡に掘り

込まれている。

規模と形状　長軸4．50m，短軸4．33mの方形で，主軸はN，10Orwであり，壁高は35－58C皿でほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は深さ6－8cmで全周している。

竃　北壁の中央部を壁外へ42cmほど掘り込み，ローム混じりの粘土などで構築している。規模は両袖部幅121cm，

焚口部から煙道部までの長さ134cmである。火床部は床面から12cmほど掘り窪められ，火熱を受けて赤変硬化

し，煙道は火床面から外傾して立ち上がる。袖部は両袖部ともロームを掘り残して，その上に粘土を貼り付け

て構築している。火床部から土製支脚が立位で出土している。
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第275図　第156号住居跡実測図
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竃土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

2　黒　褐　色　粘土ブロック中鼠　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量

3　黒　褐　色　粘土ブロック多量，焼土ブロック少量，ロームブロック微量
4　灰　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・粘土ブロック・白色粒子少量

5　暗赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，ロームブロック・白色粒子少量，炭化物微量
6　暗赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量，粘土ブロック微量

7　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

8　暗赤褐色　焼土ブロック多量，炭化物微量

9　黒　褐　色　ロームブロック中呈，焼土ブロック少量

10　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・白色粒子少量

11灰　褐　色　白色拉子中鼠　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量
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第276図　第156号住居跡出土遺物実測図
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！　；　l

′∠竿＄、

12　黄　褐　色　砂粒少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

13　明　赤　褐　色　焼土ブロック・砂粒中量，粘土ブロック微量

14　暗　赤　褐　色　炭化粒子・粘土ブロック・砂粒微量

15　暗　赤　褐　色　炭化粒子・灰・砂粒微量

16　暗　赤褐　色　炭化粒子・粘土ブロック少量，灰・砂粒微量
17　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微意

18　黒　褐　色　粘土粒子・白色粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

19　黒　褐　色　炭化粒子少量，粘土粒子・白色粒子微量

20　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック微量

21暗　赤　褐　色　焼土粒子少量，炭化物微量

22　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子少量

23　にぷい黄褐色　粘土ブロック・焼土ブロック・炭化物・砂粒・微礫少量，ローム粒子微量

24　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土ブロック・微礫微量

25　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・粘土ブロック・砂粒微量

26　にぷい黄褐色　粘土粒子中量，焼土ブロック少量，微礫微量

27　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・徴礫少量

28　暗赤　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土ブロック微量

ピット　9か所。主柱穴はP1－4で，深さ27～68cmで，各コーナー寄りに位置している。P5は深さ14cmで

中央部から両壁寄りに位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6～9は深さ34－79cmで，Pl～

4に作り替えられる以前の主柱穴と考えられる。

覆土　8層からなる。ブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

ローム粒子中量，ロームブロック・白色粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量

ロームブロック中量，白色粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量

ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子・白色粒子微量

ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物微量

ローム粒子中量，ロームブロック・白色粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
ロームブロック・粘土ブロック中量，白色粒子・礫少量，焼土ブロック・炭化物微量

ロームブロック多量
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遺物出藍状況　土師器片379点瀬162の嚢2160甑自　須恵器片用点　捧凱き蓋　の義臣鉢28婆33e甑

28），土製品温点（不明）が出土している。これらの遺物は竃前面及び北東コーナー部の覆土中層から下層に

かけて多く出土している。このほかには　混入した縄文土器楕悠梱点が出土している。出土状況から且243は本

跡に伴うと考えられる、1、

所農　本跡の時期は，1243の甑の形状から9健妃前葉と考えられる。

第15号住居跡出土遺物観察表　第2開園）

番号 種　 別 器　 種 ＝　 律 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出士位置 備　　 考

12 43 須 恵器 甑 ［3 4．0］ 27 ．2 ［1 6．0］ 長石 ・雲母 黄灰 普 通 休部内面横 ナデ。 北東部中層 3 5％

12 40 須恵器 杯 ［1 3．6］ 3 69 9。0 長石・石英濱 母 にぷい黄橙 普通 底部回転へ ラ切 り乳　 へラ削 り。 北東部中層 5 0％ P L l 12

12姐 須恵器 埠 ［14 ．0］ 4．3 9 ．2 長石撒 雲母魂折 にぷい橙 普通 舶 回転へラ射 機 ㍉ 一方向のヘラ削り。 南 東部中層 50％

124 2 士帥器 椀 14 ．8 6．9 8 ．6 長石藩英凍色折 橙 普通 底部外面へラ削 り後，ヘラ磨き。 南東 部下層 90％ P L H 2

∴′．言．∴．工十戸㌻∴く．′

位置　調査区南部H2aO区に位置し汐　海蝕縁辺部で北から南への斜面部に立地している。周辺の同時期の遺

構は北西に第1倶）号住居跡が位置しているし、

重複関係　南部を第摘号住居跡e第臓号掘立柱建物跡にそれぞれ掘　込まれている。

規模藍形状　斜海部に立地しているため南壁の立ち上がりが不明でタ確認できたのは義孝約の98mタ短軸3。65m

′′巨・言、」、ノ・′ら、、・－・言＼　　　　∴、′）・・．言、．－、′∴∴、、′八　二・′　′ら

床　ほぼ、印tで、芯前面が1寺に踏み同められている。．

竃　北壁の中央部を壁外へ鐙cmほど掘　込み　ローム混じりの粘土などで構築している。規模は両袖部幅撒mタ

焚打部から煙道部までの長さ56潤である。火床部は床面から8撒ほど掘り窪められ，火熱を受けて赤変してい

るが　硬化していない。煙遺ほ火床商から緩やかな傾斜で立ち上がる。磯部は西磯部がわずかに遺存している。

火床部の西側から石製支卿が立位で出土しタ　その上に土師器小形嚢を被せたような状態で出土しタ支肺に転用

したと考えられる。

竃土層解説

1暗　赤　褐　色　ローム粒子0焼土粒子e炭化粒子微量

2　黒　褐　色　炭化粒子少量．ローム粒子・焼「粒子微量

3　にぷい赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子微量

4　暗　赤　褐　色　焼士粒子中量，ローム粒子を炭化粒子微量

5　暗　赤　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子6炭化粒子微量

6　暗赤褐色　ロ∵ム粒子。焼土粒子微量
7　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子微量
8　黒　褐　色　焼土粒子も炭化粒子微量

9　暗　赤　褐　色　粘土粒子中量，焼土ブロック微量
ユ0　窯　褐　色　焼士ブロック・炭化粒子微量

H　黒　褐　色　粘土粒子少量，ローム粒子e焼士粒子微量

覆土　3層からなる＿∴　レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロックも廃土粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロックe焼土粒子微量
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第277図　第161号住居跡・出土遺物実測図

遺物出土状況　土師器片192点（杯52・嚢140），須恵器片34点（杯22・蓋1・嚢11），礫17点が出土している。

これらの遺物は竃周辺から覆土下層に多く出土している。このほかには，混入した縄文土器片191点が出土し

ている。出土状況から1248は本跡に伴うと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。

第161号住居跡出土遺物観察表（第277図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　　 考

1 24 7 土 師 器 杯 ［1 2 ．7］ 3 ．8 5 ．9 長石・石英・雲母 灰 褐 普 通 底 部 外 面 一 方 向 の ヘ ラ 削 り。 覆 土 中 40 ％

12 48 土 師 器 整 13 ．7 14 ．5 7 ．3 長石・硝 ・赤純 子 にぷい赤褐 普 通 口緑部両面横 ナデ。底 部外面ナデ。 竃 中層 80 ％ P L 11 2
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第帽考健腰妙　第2開園）

位置　調査区中央部のF2g2区に位置し，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は西に第165号住居

跡が位置している、、、

重複関係　北東部を第吏）9号十坑にj伸）込まれている、、

子、主で言売：．工・上、′ノ＿‥：・廿二、工ソ工、′言上　　判定＼　′－　‥一言‾；・　一一．一言．、′、．．∴与、、；l声ノ∵　′＿

ち上がる、∴

床　ほぼ平坦で芦　中央部が格に踏み固められている。壁藩は北東コーナー部から酋壁の中央部の壁下で検出さ

れている、、

竃　東壁の中央部やや南寄りを壁外へ膵cmはど掘　込み　粘土などで構築している。規模は両袖部幅鱒cm　焚

招部から煙道部までの長さ且08cmである。火床部は床面から8撒ほど掘り窪められ　火熱を受けて赤変硬化しき

煙道は火床癖から横やかな傾斜で立ち上がる。袖部は南袖部が撹乱のため遺存状態は不良である。

竃土層解説

1　黒　褐　色　焼上プロ、ソク・炭化粒J’－・白色粒召鋸－l：

2　窯　褐　色　焼土粒子の炭化粒子微量

3　黒　褐　色　廃土ブロック。炭化粒子微量

－1黒　褐　色　焼上ブし「′ク・炭化粒J’一・日色粒召尉－l：

5　黒　褐　色　焼士ブロック。炭化粒子せ白色粒子微量

6　極暗赤褐色　焼土ブロック少量賢　炭化粒子微量

7　黒　褐　色　焼上プロ、ソク・炭化粒J∴・白色粒J’一微量

S　暗赤褐色　焼土ブロック微量

9　極暗赤褐色　焼土ブロックさ炭化粒子微量

摘　赤　褐　色　廃土ブロック微量

11恒暗褐色　焼「プロ・、ノク・炭化物・砂粒微量

12　黒　褐　色　廃土ブロック微巌

13　窯　褐　色　焼土ブロックの炭化粒子も砂粒微量

14　暗赤褐色　廃土粒子を炭化粒子少還ウ　砂粒微量

11暗　褐　色　U－ムブしいノク・焼‖八白’l・炭化粒J’一・砂粒微量

16　暗赤褐色　砂粒少数　廃土ブロック微量

17　赤　褐　色　廃土ブロックの砂粒微量

18　黒　褐　色　焼上粒J’・・炭化粒自微量

摘　暗赤褐色　焼土ブロック0炭化粒子少量

20　暗赤褐色　焼土粒子少量ヲ　炭化粒子微量

21暗赤褐色　炭化粒子少量，廃土粒子微量

22　暗赤褐色　ロームプロ、ソク・焼「粒子・炭化粒J’・・砂粒微量

23　暗赤褐色　ローム粒子の焼土ブロック少量，炭化粒子。砂粒・白色粒子微量
24　暗赤褐色　焼土ブロックの炭化粒子微量

25　極暗赤褐色　炭化粒子少量芦　焼士ブロック微量

26　黒　褐　色　焼土ブロック0炭化粒子微量

－　ノ・　　7ノミJ－ノ　・・′、ニ′・ノ．、．′　、）二、＋；′こ．ノり・一人　二ノ、ノ　　′′．／：．

覆土　射層からなる、レンズ状の自然堆積の状況を′Jこしている。、

土層解説

色

色

色

色

色

色

色

色

色

褐

　

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

暗

褐

暗

暗

黒

黒

暗

暗

暗

1

ユ

　

2

　

り

∂

　

4

　

㌣

3

　

㌫

U

　

7

　

8

　

9

炭化粒子少量普　ローム粒子e廃土粒子微量

ロームブロック少量

炭化粒子少量ク　ロームブロックの廃土粒子微量

炭化粒子少量9

炭化粒子少量，
焼l二ブし「ノケ・

ロームブロック

ロームブロック

U－ムプロ、ソク

焼土粒子微義

焼土ブロック微量
炭化粒自微量

・焼土粒J′・・炭化粒自微量
・焼巨粒子・炭化粒自微量

0炭化粒子少量
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第278図　第162号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片247点（杯100・皿4・嚢141・甑2），須恵器片50点（杯14・蓋6・棄30），灰粕陶器

片3点（椀），土製品2点（不明），鉄製品1点（刀子），礫11点が出土している。これらの遺物は竃周辺の覆

土下層から多く出土している。このほかには，混入した縄文土器片85点や撹乱によって混入した瓦片1点が出

土している。出土状況から1249－1251は本跡に伴うと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀後葉と考えられ，当遺跡では最終期に属する住居跡である。

－398－



第摘号住屠跡出土遺物観察表　第2開園）

軍 別 ！器 種
日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　 軒 賦 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1飢9　 土師器　　 棒 ［14 凍 3．3 5 言 長石・雲母凍色粒子
明赤褐 i普通

休部下端手持ちへラ裾 。舶 回転納裾 竃下層 45％

腰 十 摘 器 極 潮
11。3 「お酌 － 長石・石敷雲母 にぶ減 車 摘 体都南面積ナデ。 竜 下層 20％

項 土師器　 皿
11．0 2識 6 。6 長石・石英凍色粒子

赤褐 i普通 底部回転糸切 り． 東部床面 10 ％ PL H ．2

ほ髭　 土師器　　 皿 10 ．り 2識 6 ．5 長有 ・雲母
橙　 ！普通 底部回転糸切り。 北西部床面 95％ P L n 2

1器3　 土師器　　 棒 D L 4］ 2 諸 ［9．0］ 長石。石敷雲母
にぷい黄橙 i普通 底部回転へラ切り私 へラ削；「 南西部床面 70％

番　号
。 ！　 計　　 測　　 値 恒

特　　　　　　　徴
出土位可 備 考

器種序軸 日航扇恒細説 巨蟻湘
1254

滑 つ （抽
1ザ8 0 ．3 （摘湖 鉄 茎部片∵　両閲∵ ㌘頼 層　 恒 測

．’工∵∵　∴！＿J＿　；∴′ら、く・

位置　調査区中央部西寄りのIつeO区に位置し，、円甘部に立地している．J周辺の同時期の遺構は北西に第十1＿2

年住居跡が位置している∴．

重複関係　南西コーナー部が第238号工坑を裾i）込んでいる、．

規模と形状　長軸3．77Ill，如摘772．9L一白Ilの束l机二長い長方形で，主軸はN－7㌧∴Wであi主　壁高は12、37cmで

外傾して立ち上がる、、

床　ほぼ平出で、中央部が特に踏み出められている、．嘩溝は深さ（ieIllで東壁トの　一部で検出された．、、・

電　北壁の中央淵、；やや東寄りを壁外へ70cmほど掘り込み、ローム混じりの粘十などで構築しているし、規模は両

袖部幅68C乱　焚＝部から煙道部までの長さt）7川1である、一・、火床部は床面から8川1ほど握り窪められ，火熱を受け

て赤変硬化している、、．煙道は火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる、、．束袖部の遺存状態は不良である∴

竃土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子少量，焼士ブロックも窯色粒子微最
2　にぷい赤褐色　焼土ブロックe炭化粒子少量

3　暗　赤　褐　色　炭化粒子少鼠　焼土ブロック・異色粒子微量

4　暗　赤　褐　色　廃土ブロックe炭化物8異色粒子微量

5　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロックの粘土ブロック少量，炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ロームブロック中量プ　焼土ブロック微量

7　暗　赤　褐　色　粘土ブロック中量，ロームブロック少量，焼土ブロック微量

8　暗　赤　褐　色　焼土ブロックを粘土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化物。白色粒子微量

9　赤　褐　色　焼士ブロック少量，炭化粒子微量

ピット　Plは深さ20cnlで，中央部から南東コーナー寄りに位置し．性格は不明である、、

覆土1両汁からなる、、．レンズ状の自然堆積の状況を′」こしている、，

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロックの炭化粒子・粘土粒子微量

2　暗　褐　色　炭化粒子少軋　ロームプロ、ソク・焼土プロ、ソク微量

：う　暗　褐　色　ロームプロ・ソク少量∴　焼上プロ、ソク・炭化物微量

4　にぷい黄褐色　炭化粒子の粘土粒子少量

51倍　褐　色　ロームプロ、ソク・炭化粒子微量

6　暗　褐　色　炭化粒子微量

7　暗　褐　色　炭化粒子少量，焼土粒子微量

8　暗　褐　色　ロームブロック・焼十粒了∴炭化粒自微量

9　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

10　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物微量

一一3（）9－一
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第279図　第163号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　＝紬器片2L17点　画こ13巨鉢1・悪＿1＿15主　須恵器片23点　し林1（巨悪7‘）が出上している、、これら

の遣物は電周辺の覆「卜層から多く出上している、一　第27～）図の1255は電西脇の覆トト層から．125（う・1257は芯

の覆回1屑から∴1258は電前の覆トト層からそれぞれ出上している、＿、このほかには言昆大した縄文上器片l軌工

剥片7点が出上している、つ目上状況から125（ト1258は本跡に伴うと考えられる。、

所見　本跡の時期は，出目二器から10世紀中葉と考えられる、、

第蟻号住居跡出土遺物観察表　第2開園）

番号 種 別 極 種 日　経 器 可 底 径巨拾　 まつ 色　 軒 賦 手法の特徴　 i 出土位置 備　　 考

1255 士醗 つ　 棒 ∵10．0∴
0日　 ヰ　恒 舶 腑 橙　　 普通 離隔転糸切 。　　 極部下層 50％Pは．12

1256 土醗 つ　 埠 は2．8］
2・8 恒 8再 石撒 雲母巨ぷい橙！普通 目線部面南棟げ C　　 恒 摘 20％

ユ器7 輔 可　 聾 は7。6］ ル 可　 一つ 翫行 摘 巨凱 頑 普通 ロ舶 輌横ナデ瀾 陶 へラナテ車 摘 中層 五溺

1258 土踊 つ　 甑 ［32。6］ 摘消　　 極 撒 雲母巨ぷい褐i普通 ロ縁部両面横げ C　 i中央部下層 15％把手矢数

．－＿　∴ご　‾　－　∴　ノ、　∫．′二二1、1

．　′・－　　′く　　ノ、一　一・．‘、：′ニ　　’へ　‘・　　、’・　　　一　、．′．　′・・∴、．ノ′　′日・Cン　′　－　ノ＼′　　　′

の同服朝の遺構は西に第＿162号住居胡二が位置している、・、

重複関係　第1（捕・1（う8号住居跡をそれぞれ据l）込んでいる

規模と形状　西部は調査区域外へ伸びるため，確認できたのは長軸2．（37111，鯨油2∴氷1111で，形状は方形と推測

でき∴主軸はN－90ご－Eであり．壁高は32cnlで外傾して立ち上がる．、＿、

床　ほぼ、上根で．1巨火部が特に踏み回められている言竜の北側の床面から炭化物や焼上の広がりが碓認でき，

焼失家屋の可能性がある＿－、

竃　南東コーナー部を壁外へこ18cmほど据i）込み，粘上などで構築している、・、規模は両袖部幅Mcm，焚‖部から

煙道部までの長さ7！）cmである、、、，火床部は床面とほぼ同じ高さで，火熱を受けて赤変硬化している、－t．煙道は火床

面から外傾して立ち上がる．、、．火床部から十師器林・高台付林・悪などが多く出上し，また、袖部や竜の覆同一

から補強材に使用された雲母片告が出上している、、

竃土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒「少量，焼上ブし「、ノン・粘l∵プリ！！ク微量

2　暗　赤　褐　色　粘土粒子少量，焼土ブロック微量

3　暗　赤　褐　色　焼土ブロックe炭化物の粘土粒子微量

4　灰　黄　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子微量
う　にぷい赤褐色　焼上プロ、ソク・粘‖粒子少甘．炭化粒自微量

ピット　Il）．1は深さ2（うC111で、北壁際に位置し，性格は不明である。

覆土　3層からなるし、ブロック状の人為堆積の状況を示している、二、

土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼日章「微量

2　暗赤褐色　廃土ブロック少量，炭化物微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　日軒器片275点（林1∴具）・悪125・甑1主　須恵器片2宜、1：（林8・悪15・甑l上　緑細陶器片1点

椀上　磯　点が出土している。これらの遺物は竃周辺の覆土下層から多く出土している。このほかには，混

大した縄文上器片・12点言酔日二器片1点が出上しているつ旧二状況から1259、つ2（う1は本跡に伴うと考えられる

所見　本跡の時拙よ　出lJ器から1甘世紀後葉と考えられ，コーナー竃は数少ない調査例である＿　また．炭化

物や焼上が床面に広がるので焼失家屋と考えられる＿

一一11－－ご・101ll一一llu－
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二二二三二l
第280図　第165号住居跡・出土遺物実測図

第165号住居跡出土遺物観察表（第280図）

ノ
0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト－十　　－1

番号種　別器　種口　径器　高底　径 胎　　土 色　　調焼成 手‾法の特徴 出土位置 備　　考

1259 土師器 埠こ［19．6］（5．5） － 長石・雲掛赤組子にぷい赤褐普通体部下端手持ちへラ削り後，ナデ。竃上層 10％

1260 土師器 杯 ［19．4］（5．4） － 長石・雲母にぷい褐普通体部下端手持ちへラ削り後，ナデ。竃下層 10％

1261 土師器 杯 ［16．0］（5．5） － 長石・雲母・赤色粒子にぷい赤褐普通休部内面横ナデ。 竃下層 10％

1262 土師器 高台付杯［14．0］ 5．1 ［6．4］長石・雲母・赤色粒子にぷい黄橙普通底部回転へラ切り。高台貼り付け後，ナデ。北西部下層20％

1263 緑粕陶器 椀 ［10．2］（2．の － 石英 オリー1軋灰黄良好休部両面ロタロナデ。 覆土中 5％

402－



第166号住居跡（第281図）

位置　調査区中央部西寄りのFlgO区に位置し，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は北東に第153

号住居跡が位置している。

重複関係　南西部が第165号住居跡に掘り込まれている。また，大部分が撹乱を受けている。

規模と形状　重複関係や撹乱を受けているため，確認できたのは長軸3．00m，短軸2．70mで，形状は方形と推

測でき，主軸はN－850－Eであり，壁高は39cmで外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦であり，中央部・北東部・南部が撹乱を受けているため，残存部分はわずかである。

竃　東壁の中央部を壁外へ30cmほど掘り込み，粘土などで構築している。撹乱を受けているため煙道部が確認

できただけであり，規模は壁の掘り込み幅67cm，焚口部から煙道部にかけての長さ71cmである。火床部は床面

とほぼ同じ高さで，火熱を受けているが，硬化していない。煙道は火床面から外傾して立ち上がる。また，竃

内から土製支脚が立位で出土している。

寵土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量

2　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子少量，粘土粒子微量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

覆土　2層からなる。ブロック状の堆積状況を示していることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子・炭化粒子微量

ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片29点（杯13・嚢16），須恵器片6点（杯3・要3），礫8点が出土している。これらの

遺物は，竃周辺の覆土下層から多く出土している。このほかには，混入した縄文土器片8点が出土している。

竃から出土している土師器嚢片はほとんどが体部片である。出土状況から本跡に伴う遺物はない。

④I

第281図　第166号住居跡実測図
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所見　竃から出土している土師器嚢片はほとんどが体部片で，時期判断は困難であるが，7世紀中葉の第168

号住居跡を掘り込み，10世紀後葉の第165号住居跡に掘り込まれ，覆土から出土の土器も9世紀代のものが多

く，時期は9世紀から10世紀と考えられる。

第167号住居跡（第282図）

位置　調査区中央部のE3jl区に位置し，平坦部に立地している。北部が調査区域外へ伸びる。周辺の同時

期の遺構は西に第153号住居跡が位置している。

規模と形状　北部が調査区城外へ伸びるため，確認できたのは長軸4．66m，短軸2．05mで，形状は方形または

」L26．6m

1　　1 1　　　　　　1　　　　　1

第282図　第167号住居跡・出土遺物実測図
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長方形と推測で凱　主軸はN…20－Wであ娠　壁高は凱cmで外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で芳　全体的に踏み固められている。壁藩は深さ鋸腺で言調査された部分の壁下を全周している。

床面からは焼土塊が確認され撃　焼失家屋と考えられる。

焼土塊土層解説

1　暗赤褐色　焼上プロ、ソク少量，炭化物微量

ご　暗赤褐色　ローム粒J’一中量，焼上粒J’・少量

3　褐　　　色　ロームブロック中量

4　褐　　　色　ロームブロック少量

竃　確認されなかったが，枝先の配置から調査区域外の北西壁に付設されると推測される。

ぽッ紅　6か所。主柱穴はPlの2でき深さ43の58cmであ娠　コーナー部寄りに位置している。P3は深さ25cm

で，中央部の商西寄りに位置し蔓　出入り日施設に伴うピットと考えられタ　㌘4～6ほ壁藩の底面で確認され壁

柱穴と考えられる．ご

尊堂　4層からなる。ブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子6炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームプロ・ソク・焼I∵ブロック微量

：う　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼「プロ、ソク微量

4　黒　褐　色　焼土ブロック少量

遺物出豊状況　土師器片野点　捧摘e聾購）須恵器片　点　棒上磯2鰯が出土している。これらの遺物は中

央部及び南部の覆土中層から下層にかけて多く出土している。このほかには撃　混入した縄文土器酌2点が出土

している。覆土下層から炭化材が出土しタ床面からは焼土塊が確認され，焼失家屋と考えられる。出土状況か

ら：12（i5は本跡に伴うと考えられる、、

所農　本跡の時期は　出土土器から　世紀中葉と考えられる。炭化材や焼土が確認されているので焼失家屋で

息Z、
LTノ　′Qノ　し、

第摘号住居跡出土遺物観察表　第邦図）

番可 種 別 器 種恒 径 器　高 底　 径 胎　 土 i色　 調 焼成i　 手 法 の特徴　 i 出土位置 備　　 考

じ
中 胴

4諸 7．3
芸㌍ 当 庸 普通靡 賢へラ切り後誹 転へ！南西部下層 90％二次焼

成。　PLは2
126車 鯛 婆 巨鵬

＝1．両 －
雲霞倦 恒 い醜 普璃 慧慧禦 げ 誹 部上半！中央部下層 10％

第確約考住居跡（第283昏284図）

位置　調査区南部中央寄りのH2bO区に位置し，台地縁辺部の北から商への斜面部に立地している。周辺の

同時期の遺構は北西に第162㍉163号住居跡がそれぞれ位置している。

重複関係　北西部が第161㌢肛居跡を握り込んでいる。

規模と形状　長軸385m　短軸の張mの方形で　主軸はN－380－Eでありタ壁高は20～4鮫nでほぼ直立する。

床　ほぼ平粗で，中央部が特に踏み固められている。．

篭　北東壁の中央部を壁外へ錮cmほど掘　込み粘土と板状の雲母片岩で構築している。規模は両袖部魔融風邪

焚持部から煙道部までの長さ114cmである。火床部は床面から4cmほど掘り窪められ，火熱を受けて赤変硬化

し，煙道は火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。東袖部はロームを掘り残しタ　その上に粘土を粘り付けて構

築している。両袖の端部から雲母片岩の夜着が立位で出土し，その上に板状の雲母片岩をのせて，焚日部を構

築したと考えられる。

竃土層解説

1　窯　褐　色　焼土ブロック少量，炭化物微量

2　極暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　焼土ブロック微量

4　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　炭化粒子少量，焼土ブロック微量

6　黒　褐　色　炭化粒子少量，焼土ブロック微量

7　暗赤褐色　焼土ブロックも炭化粒子微量
8　暗赤褐色　焼土ブロック少量
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第283図　第169号住居跡実測図

9　時　赤　褐　色

10　暗　赤　褐　色

11黒　褐　色

12　黒　褐　色

13　黒　褐　色

14　黒　褐　色
15　黒　褐　色

16　黒　褐　色

焼土ブロック少量

焼土ブロック少量，炭化粒子微量

炭化粒子少意，焼土ブロック微量

焼土ブロック・炭化粒子少量

焼土ブロック少量，炭化粒子微量

焼土ブロック・炭化粒子微量

焼土ブロック少量

焼土ブロック少量，炭化粒子微量

0】　　白】

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

トーl・　l　　　　」

1m

ト　　　1　　　1

17　暗　赤　褐　色　炭化粒子少量，焼土ブロック微量

18　黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土ブロック微量

19　黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

20　灰　黄　褐　色　粘土粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子微量
21黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

22　にぷい黄褐色　粘土粒子多量

23　黄　褐　色　粘土粒子多量

24　黒　褐　色　焼土ブロック微量

ピット　5か所。主柱穴はP1－4で，深さは14～34cmであり，各コーナー部に位置している。P5は深さ20cm

で，中央部から南西壁寄りに位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなる。北から南へ流れ込んだ自然堆積の状況を示している。
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第284図　第169号住居跡出土遺物実測図
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土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼士粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物微量

4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
5暗褐色ローム粒子中量，粘土粒子少量

遺物出土状況　土師器片206点（称56・高台付杯1・鉢2・嚢146・不明1），須恵器片40点（杯15・蓋6・嚢

19），灰粕陶器片2点（壷），瓦片1点が出土している。これらの遺物は南部の覆土中層から下層にかけて多く

出土している。また，竃部分から竃の補強材として利用した板状の雲母片岩が重なり合って出土している。こ

のほかには，混入した縄文土器片123点，剥片6点が出土している。出土状況から1268・1269は本跡に伴うと

考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から10世紀複葉と考えられる。

第169号住居跡出土遺物観察表（第284図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　　 考

12 67 須 恵 器 杯 13 ．2 4 ．2 8 ．0
長 石 ・雲 母 ・

赤 色 粒 子
にぷい黄橙 普 通 底 部 回転 へ ラ 切 り。 南 部 上 層 70％　 二次焼成。

器面摩滅。PLl13

12 68 土 師 器 高台付杯 ［1 4 ．3］ 5 ．9 8 ．1 長 石 ・雲 母 橙 普 通
底 部 回 転 へ ラ 切 り。高 台 貼 り

付 け 後 ナ デ。 窟 下 層 50％二次焼鼠 内

面へラ磨きの棚 。

90 ％ P L l1 3
1 26 9 土 師 器 高台付塔 17 ．2 6 ．0 7 ．0 長石・石英・赤色路子 に ぷ い 橙 普 通 底 部 高 台 貼 付 け後 ナ デ 。 寵 下 層

番　 号 券　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 質

特　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考
長さ（C皿） 幅（cm ） 厚 さ（cm） 重量（g ）

1270 平瓦 （13．9） （15．2） 2．2 （572 ．0） 土製 凹面模骨痕，布目痕。凸面縄目叩き。 南部中層 PL 114
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第膵選考健贋妙（第2858286囲）

位置　調査区中央部酋欝　のFm　区に位置し　平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は北東に第蟻7

呈月日誹亦∴南東に第188・▼189号f封［朋亦がそれぞれ位置しているご

重複関係　東壁が第膵号住居跡　南西コーナー部が第膵号住居跡を掘　込み　第蟻号掘立桂建物跡に掘　込

まれている、、

規模と形状　長潮06m　短朝。霊mの南北方向に長い長方形で　主軸はN一旦0－Eでありタ壁高は40～54cm

で外傾して立ち上がる、、

床　ほぼ平坦で学　中央部が踏み固められている。壁藩は深さ　～ほcmで　南西コーナー部を除いてほぼ全属し

ている、、

竃　北壁の中央部に壁外へ購cmはど掘　込み　粘土などで構築している。規模は両袖部幅柑捷n　焚日部から

煙道部までの長さ1輌cmである。火床部は床面から6cmほど掘り窪められタ　火熱を受けて赤変硬化し，煙道は

火床部から外傾して立ち上がるし、．

電土層解説

l　黒　褐　色　焼上プロlソク・炭化粒子微量

2　にぷい黄褐色　粘土粒子中量，焼士ブロック微量

3　黒　褐　色　焼士ブロック0炭化粒子8粘土粒子微量

・l　黒　褐　色　ロームプロ、リク・焼上プロ、、ノク・炭化粒自微量

5　黒　褐　色　灰少結　焼上プロ、ソク・炭化粒打微量

（i　黒　褐　色　焼上プロ、ソク・炭化粒J’1微量

7　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量

8　暗　赤　褐　色　焼土ブロックや炭化粒子の粘土粒子微量

～）暗　赤　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒自微量

l（）暗　赤　褐　色　ロームブロック・焼上プロ・ソク・炭化粒自微量

11暗　赤　褐　色　焼上ブロック・炭化粒自微量

1ご　褐　灰　色　吠少量，焼上プロ・ソク・炭化粒自微量

1：ミ　黒　褐　色　し了－ムブ［「ノク・焼上プロ、ソク微量

「1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼「粒守戦家

15　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼目白’・・炭化粒J’一微量

ぽッ距　7か所。主柱穴はP　～　で　深さ6～捕cmで　各コーナー寄りに位置している。P　は深さ訂cmで，

商壁際の中央寄りに位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6　0　は深さ臓のほcmで　中央部に

位置し，性格は不明である。

覆土19層からなる。．ブロック状の人為堆積の状況を示している、1．

土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼巨粒子・炭化粒自微量

2　極暗褐色　ローム粒J’・・焼上ブロック・炭化物微量

3　極暗褐色　ロームブロックも炭化粒子微量

・l　黒　褐　色　焼上プロ、ソク微量

5　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック・炭化粒打微量

（う　黒　褐　色　ロームブロック・焼上プロ・ソク・炭化粒千微量

7　黒　褐　色　ロームブロック・焼十ブロック・炭化粒子微量

8　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック微量

〔）黒　褐　色　ロームブロック微量

10　極暗褐色

11黒　褐　色

12　黒　褐　色

13　黒　褐　色

14　黒　褐　色

15　黒　褐　色

ロームプロ・ソク

ロームブロック

ロームブロック

ロームブロック

ロームブロック

ロームプロ、ソク

焼土ブロック微量

焼上プロ、ソク・炭化粒自微量

焼土ブロック微量

焼土ブロック微量

焼上プロ、ソク・炭化粒J’一微量

焼土ブロック微量

16　黒　褐　色　ロームブロック微量

17　極暗褐色　ロームブロックさ焼土粒子微量

18．黒　褐　色　ロームプロ、ソク微量

19　‥黒　褐　色　ロームブロックも炭化粒子微量
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第285図　第173号住居跡実測図
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聾1730甑3），士製品接は王10紡錘車10支卿lo不明日，石器摘（砥石）芦鉄製品5点磯20刀

子lo鋤先2），銑浮温点が出土している。これらの遺物は中央部及び東壁の覆土中層から下層にかけて多く

出土している。且初は中央部の覆土中層から上層にかけて出土しているのでタ本跡の埋没過程で窪みに廃棄さ

れたものと考えられタ本跡を掘り込んでいる第路号掘立桂建物跡の遺物の可能性も考えられる。このほかには，

混入した縄文土器栂0枚弥生土器鋸は　石器　蒸着銀　を剥片のが出土している。出土状況から1299

、1301は本跡に伴うと考えられる。、、

所農　本跡の時期はタ　出土土器から9華機中葉から複葉と考えられる。

第膵号住居跡出土遺物観察衷　第錆図）

番号 種　 別 器　 楯 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出士位置 備　　 考

1 31 2 士帥器 高台付杯 － （4 ．0） 6．2 長石 ・石 英 にぷ い橙 普通
底部 回転 系切 十 高台貼 り付

け後 ，ナデ。
穫土中 30％　 底部に墨

皇「前」ハPLl12

12 99 須恵 器 林 13．3
l
4 。3 6．2 長石・雲錮 桃 子 十リーブ黒 普通 底部纏 へラ切り後，…・一方向のへラ削娠 東 部下層

自　　　J u

祁％ P L n 2

13 00 須恵器 捧 ［1 3．0］ ィ．0 ［5 ．6］ 長石e石製 雲母 黄灰 普通 底部外面一方 向のへ ラ削 り。 南部 下層 20％

130 1 須恵器 林 ［ユ4 潮 （．3．4） － 長石撒 雲鍼 色断 にぷい赤褐 普通 体 部両面 ロクロナデ。 北東部 下層 20％

1 30 2 須恵器 嚢 － （2 2滴 は4．4］ 長石・石敷雲母 にぷい黄橙 普通 体部 内面指頭痕 を残すナ デ。 南東部下層 35％ 二次焼成。

5 ％ P L は 3
ユ射 9 吠柚陶 器 長頸壷 － （26 ．6）

i

！1 0．6∵ 長石 ・有薬 灰オリーブ，灰 良好 底部外面回転へラ削娠粕薬かけ塗娠 将士中層

蕊　　 打 器　 種
計　　　　 測　　　　　 値

特　　　　　　　 徴 出 士 位 置 備　　 考田　　宮 長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重畳 （g ） 材　 質

ヱ3 03 土玉
m I 日

0 ．2 2誹 土製 外面 ナデ． 将士 申

130 5 砥石 （16 を3） 7 ．3 う．8　　　　 日目0．0 安山岩 砥面 3 面。 東部下層 P IJ 17

130 8 鍍 （8 諸） （1 89） 目 せ5
（H 。2） 鉄 逆刺一部欠損。 東部中層 P L l用

1 30 9 鋤先 「凱お （2．7） 1．3 （23 ．5） 鉄 差込式の着柄部誹側にⅤ字状の溝を有する。 中央 部上層 13融 同一個体か

P L 日は13 10 鋤先 （ 9．3） （5 eO） 1．2 （37．5、） 鉄 差込式の着柄乳 内側にⅤ字状の溝を有する。 中央部上層

番　 号 器　 種
計　　　　 測　　　　　 値

餅 特　　　　　　　 徴 出 土 位 置　　 備　　 考
径（cm ） 厚さ（cm）巨 L径（cm ） 材　 員

重量（g ）

ユ304 紡錘車 5e9 ！ …
0 ．バ 40 ．2　　 土製 下面へラ削り∴ 東部下層　　　 P L ＝5

！′㍉－∵　ム・工相′・、′′

位置　調査区の中央部西寄りのG2a3区に位置し芦平坦部に立地している○周辺の同時期の遺構は南に重複

する第188号住居凱　東に第189号住居跡がそれぞれ位置している。

重複関係　南東コーナー部が翫鍋号住居跡　北西コーナー部が第288号土塊，北東コーナー部が第29緒土坑撃

北壁の南東コーナー部e酋壁が第m号掘立桂建物跡を掘　込んでいる。

規模と形状　長鮎の併m　短軸湖mの方形で　主軸はN－830…Eであり，壁高は22～30cmでほぼ直立する。

床　ほぼ平坦でヲ中央部が踏み固められている。壁溝は深さ4～6cmで，北壁下で検出されている。

竃　東壁の中央部に壁外へ狛cmほどの掘り込みタ粘土などで構築している○規模は両袖部幅9lc恥焚日部から

煙道部までの長さ83cmである。火床部は床面から路用ほど掘り窪められ，火熱を受けて赤変硬化し，煙道は火

床商から外傾して立ち上がる。火床部から土師器棒の聾片が多く出土している。

一一一‘‥二1111一一1－
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亭
第287図　第176号住居跡・出土遺物実測図

竜土層解説

1　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

2　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量

3　暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量

4　黒　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子微量

5　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量

6　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量

7　極　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量

8　暗　赤　褐　色　焼土ブロック中量

9　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，粘土粒子少量，炭化粒子微量

10　暗　赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量
11黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量

12　極　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量

13　黒　褐　色　炭化粒子少量，焼土ブロック微量

14　灰　褐　色　粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量

15　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量

16　黒　褐　色　焼土ブロック微量

－412－
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覆土10層からなる。ブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

3　極暗褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

4　極暗褐色　ローム粒子・ロームブロック0炭化粒子・粘土粒子微量
5　暗　褐　色　ロームブロック微量

6　極暗褐色　ロームブロック微量

7　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

8　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

9　黒　褐　色　ロームブロック微量

10　黒　褐　色　ロームブロック微量

遺物出立状況　土師器片349点（勘35e聾214），須恵器片81点（杯278嚢5鋭礫9点が出土している。これ

らの遺物は竃内及び南東コーナー部の覆土中層から下層にかけて多く出土している。このほかには，混入した

縄文土器片1純真が出土している。出土状況から1324は本跡に伴うと考えられる。

所兇　本跡の時期は，出土土器から10世紀前葉と考えられる。床下から第188号住居跡が確認されている。

第176号住居跡出土遺物観察表（第287図）

番 号 種　 別 器　 種 1口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1 32 3 須 恵器 杯 ［13 ．6］ 4 ．3 ［6 ．2］
長右 ・雲母 ・

赤 色粒 子
にぷい黄褐 普通 底部 一・一一方向のヘ ラ削 り。 覆土 中

30％　底部に墨

書「中」。PL 113

13 24 土 師 器 高台付杯 15 ．1 6 ．4 5．8 長 石 ・石英 橙 普通
底部 回転 へ ラ切 り。高台貼 り

付 け後 ナデ。 南東部下層
95％ P L H 3

第柑号住居跡（第288図）

位置　調査区中央部西寄りのF2h2区に位置し，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は北東に第167

号住居跡，北に第153号住居跡がそれぞれ位置している。

重複関係　東部が第196号住居跡を掘り込み，南東部を第371号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸4・56m，短軸4・21mの方形で，主軸はN－90－Eであり，壁高は32～38cmで外傾して立ち

上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は深さ6～8cmで北壁を除いた壁下で検出されている。

篭　北壁の中央部に壁外へ39cmほど掘り込み，粘土などで構築している。規模は両袖部幅139C恥焚口部から

煙道部までの長さ119cmである。火床部は床面から8cmほど掘り窪められ，火熱を受けて赤変硬化している。

煙道は火床部から緩やかな傾斜で立ち上がる。袖部はロームを掘り残して，その上に粘土などを貼り付けて構

築しており，内壁も火熱を受けて赤変硬化している。火床部から土師器杯e嚢片が多く出土している。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・粘土ブロック・砂粒微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子・粘土ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒微量

4　褐　　　　色　粘土粒子・砂粒少量，ローム粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子・砂粒微量

6　にぷい黄褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量

7　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化物・粘土ブロック・砂粒微量
8　にぷい黄褐色　焼土粒子・砂粒少量，粘土ブロック微量

9　にぷい黄褐色　粘土ブロック・砂粒少量，ロームブロック・炭化粒子微量
10　暗　褐　色　粘土ブロック・砂粒少量，ローム粒子微量

11にぷい黄褐色　粘土ブロック・砂粒少量，ロームブロック・焼土粒子微量

12　暗　褐　色　粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒微量
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暗　赤褐　色　ロームブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒微量

にぷい黄褐色　砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土ブロック・砂粒微量

暗　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
にぷい黄褐色　焼土ブロック・粘土粒子・砂粒微量

暗　褐　色　焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量

暗　赤　褐　色

暗　赤　褐　色

暗　赤　褐　色

明　赤　褐　色

暗　赤　褐　色

にぷい赤褐色

暗　赤　褐　色

にぷい赤褐色

にぷい橙色

焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土ブロック微量

焼土ブロック・炭化粒子・砂粒微量

焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量

焼土ブロック・砂粒少量，炭化粒子・粘土ブロック微量

砂粒少量，焼土粒子・炭化物・粘土ブロック微量

砂粒少量，焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック微量

砂粒少量，焼士粒子・炭化粒子・粘土ブロック微量

焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量

焼土ブロック少量，ローム粒子・粘土ブロック・砂粒微量

赤　褐　色　砂粒少量，焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック微量

赤　褐　色　砂粒少量，焼士ブロック・粘土粒子微量

暗　赤　褐　色　焼土ブロック少量

暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
暗　赤　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック少量

黒　褐　色　粘土ブロック多量，砂粒中量，ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

黒　褐　色　粘土ブロック多量，砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子微量

暗　赤　褐　色　粘土ブロック多量，砂粒中量，ローム粒子・焼土ブロック少量

黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・砂粒少量

暗　褐　色　ロームブロック・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子微量

暗　褐　色　粘土ブロック多量，ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

暗赤褐色　砂粒中量，ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量

暗　赤褐　色　粘土ブロック・砂粒中量，ロームブロック・焼土ブロック微量

黒　褐　色　ロームブロック中量，砂粒少量，焼土ブロック微量

暗　褐　色　ロームブロック多量，砂粒中量，粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

ピット　4か所。主柱穴はPl～3で，深さは9～19cmであり，各コーナー寄りに位置している。P4は深さ

20cmで，中央部から南壁際に位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　20層からなる。ブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

5　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

6　暗　褐　色　粘土ブロック少量，ロームブロック微量

7　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック微量

8　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土ブロック微量
9　黒　褐　色　焼土粒子微量

10　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼士粒子微量

11暗　褐　色　粘土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

12　褐　　　色　ロームブロック少量

13　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

14　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

15　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量

16　黒　褐　色　炭化粒子微量

17　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量

18　褐　　　色　ロームブロック少量

19　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

20　暗　褐　色　ロームブロック・炭化ブロック微量

遺物出土状況　土師器片386点（杯94e高台付杯4e棄288），須恵器片111点（杯40e鉢1・蓋2e婆59・甑9），

灰粕陶器片1点（不明），土製品2点（支脚・不明），鉄製品3点（刀子2e不明1），礫8点が出土している。

これらの遣物は竃内及び中央部e北西コーナー部の覆土中層から下層にかけて多く出土している。このほかに

は，混入した縄文土器片344息　弥生土器片1点や撹乱によって混入した陶器片1点がそれぞれ出土した。出

土状況から134181344は本跡に伴うと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。
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第温8号住居跡出土遺物観察衷　第邦図）

墾 十 種 別 極周 中 〕 可 器 高 極 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 ！　 手 法 の 特 徴　 i 出土位置 備　　 考
響 巨 朋 ‖　 舞　 い蜘 可　 m 日　 は 長石・雲母凍色粒子 明褐 普通 i底部外面へラ削り。　 極 吾陣 層 購％
1封2　 須恵器　 塚　 目 ・日　 用 恒 ・6 長有 ・石英 暗灰黄 普通 極部纏 へラ切り後，ヘラ削り車 ヒ部下層 佃％PL lは
1封3　 土師器　 聾　 い せ中 鵬 ！ 長石積数雲母 にぷい橙 普通 ！体部内画へラげ 。　 極 部下層 20％

。 。 i　 計　　 測　　 値　 i 庚　　 史　　　　　　　 上

備　　 考
田 宮　 器　　 長さk m） 幅（cm） 厚さ（cm ） 重射 g 日 射 質　 特　　 徴　 出 土 位 置

13可　 刀子　 ‖ 鵬
1．2 0．2

e中 級　 区 間e　　　　　　　 摘 下層
P Ll は

了：十一・二　一lィ　∴′、小′、三・

位置　調査区の中央部東寄　のF鍋　区で　北西から南東への嬢斜面部に立地している。周辺の同時期の遺

構はl蝋二第（う8・71号住居跡がそれぞれ位置している。．

㍉二、′．Jミ　ノ、・い′′∴・′　ノ了、言′′∴′／．了二′て・：－．、7′　．∴・　′　　∵∴十、′ノr一・一．．、′・．　ノ、、ノ∴工■　′ノ　′　・

り込まれている、・、

規模藍形状　北西から南東へ下がる緩斜面部に立地しているため　南東の北東の両壁の立ち上が　が不明で芦

‘′、ヒ′　・．ノ　；・・．－；、・、′、パ、ノ∴十、　・l・・′言、　∴　、、．、　∫・。ハ′′　1、：し・∴‾・′　‾ノ／ノ、／：ノ

床　ほぼ平坦で　中央部が踏み固められている。炭化材が中央部から北壁にかけての床面から，焼土とともに

検出されている、l、

’．一、－　∴．′　∴　　　　一　∴　ノ、．ノノ′、人．乞　－′‥　　′′リ、　　．′　∴　′、　′．　′ノ．・．

∴、　∴　′　ニノ′、　′′　・、′′′．′・　　　ノ′‘∴　つ、、＿．′′・、、　　′′　′ユ　＿り・　　ノ　′ノ′し．一∴′・′．

破壊され，さらに第2∴1号士坑に掘り込まれたため，痕跡がわずかであると考えられる、－、

覆土13屑からなる。、ブロック状の人為堆積の状況を示している＿、

土層解説

1　恒暗褐色　焼上ブロック少量∴　ローム粒「・炭化粒召粧11二

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上ブロック・炭化物微量

：ミ　黒　褐　色　焼上プロ、ソク少量．炭化廿・粘巨位f一微量

Ll　黒　褐　色　焼上プロ、ソク少量．ロームプロ、ソク・炭化粒自微量

5　黒　褐　色　焼士プロッタの炭化粒子微量

（i　黒　褐　色　焼上プロ、ソク・炭化粒J’・少量

7　極暗褐色　焼土ブロックや炭化粒子微量

8　黒　褐　色　焼十プロ、ソク少量．炭化物微量

9　黒　褐　色　炭化粒子少量，焼土粒子微量

用　黒　褐　色　焼上プロ・ソク・炭化粒j’一微量

11黒　褐　色　ロームプロ・ソケ・焼上プロ、ソク微量

12　黒　褐　色　焼上プロ、ソク・炭化粒j’－・粘日量千微量

1ニ；黒　　　色　焼上プロ、ソク少量、炭化材微量

遺物出藍状況　土師器片且58点（棒鼠05の婆5割　須恵器片軋蕉　杯　の嚢の　灰粕陶器片お産　壷）圭製品

温点（不明）が出土している。これらの遺物は北壁の中央部及び南東コーナー部の覆土中層から下層にかけて

多　出土している。炭化柳　中央部から北壁にかけての床面から芦焼士とともに出土している。このほかにはタ

混入した縄文上器片2点が出上している．つ旧二状況から131用は本跡に伴うと考えられる、＿、

所見　本跡の時期は，出「上器からt日出紀後葉からノ1（、）世紀前葉と考えられる、1－

一一l－416・一一一一



＠）

第289図　第184号住居跡・出土遺物実測図

第184号住居跡出土遺物観察表（第289図）

0　　　　　　　　　　　　　2m

l　－　十－　…」

10cm

L＿＿＿＿＿⊥　i

番号種　別器　種口　径器　高底　径胎　　土色　　調焼成手法の特徴出土位置備　　考

1346土師器均こ13．84．96，6長石・赤色粒子明赤褐普通底部回転へラ切り。北部床面70％

1347土師器杯［13．4］4．17．0
長石・石英・

赤色粒子
浅黄橙普通底部外面回転へラ削り。北部中層

40％　体部に

墨書「十」か

1348須恵器杯［14．2］4．0［6．2］長石・雲母・赤色粒子にぷい褐普通底部外面へラ削り。南部床面20％

1349土師器高台付杯15．16．38．0
長石・石英・

雲母
にぷい黄橙普通
底部回転へラ切り。高台貼り

付け後，ナデ。 北部床面
90％　二次

焼成。

－417－



番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1350 土 師 器 高台付皿 ［14．4］ 2 ．9 5．9
長石 ・石英 ・

赤色粒 子
浅黄橙 普通

底部 回転 へラ切 り。高台貼 り

付け後， ナデ。
北 部床面

40％

13 5 1 灰粕陶器 ∃亘 － （6 ．3） － 長石・黒色粒子 灰 自 良好 体部両面 ロクロナデ。 中央 部中層 15％

第185号住居跡（第290図）

位置　調査区南部中央寄りのH3C2区に位置し，北から南への緩斜面部に立地している。

重複関係　北部を第5号溝，中央部から西部を第12号溝にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　第5・12号溝に掘り込まれているため，遺存部分がわずかであり，確認できたのは長軸2．30m，

短軸1．36mで，形状は方形または長方形と推測される。主軸はN－90。－Eであり，壁高は4～28cmで外傾し

て立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竜　東壁の中央部を壁外へ30cmほど掘り込み，粘土などで構築している。竃の遺存状態は不良で，確認できた

規模は両袖部幅86cm，焚口部から煙道部までの長さ50cmである。火床部は火床面から4cmほど掘り窪められ，

火熱を受けて赤変しているが，硬化していない。煙道は火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。袖部はローム

掘り残しの基部が露出しているだけである。

埴土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒微量
2　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量

覆土　大部分が第12号溝に掘り込まれて，覆土がわずかで，堆積状況の判断は困難である。

遣物出土状況　土師器片5点（杯）が出土している。これらの遺物は覆土中から出土している。出土土器は全

て細片であり，図示できるようなものはない。

所見　出土土器はすべてが細かい体部片であるため，詳細は不明であるが，規模や形状から9世紀以降と考え

られる。

聖」し⊥

第290図　第185号住居跡実測図
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第瑠88号健贋妙（第29温0292囲う

位置　調査区中央部西寄りのG2儲区に位置し　平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は東に翫89

号住居跡　北に第膵号住居跡がそれぞれ位置している。

重複関係　北壁を第膵号住居凱竃を第は号掘立桂建物跡にそれぞれ掘　込まれている。

規模と形状　義郎841mタ短郎013mの方形受㌔三巨軸は頂上∵が㌧㍉Eであり　壁高は朝～糾cmでほぼ直立しタ

上端がわずかに外へ聞くJ

床　ほぼ平坦で芦中央部が踏み固められている。壁溝は深さ　～8cmでほぼ全属している。中央部の南壁寄り

で焼土塊が確認されており資　投棄されたものと考えられる。

囁　酎y号掘立桂建物跡に掘り込まれ，道春部分はわずかであるがタ遺存部分から北壁の中央部を壁外へ閥。m

ほどの掘り込みが構築されていたと考えられる。、

鰹ッ睦　P　は深さ挽孤で　中央部から南壁寄りに位置し9　出入り口施設に伴うピットと考えられる。

尊皇　26層からなる。ブロック状の人為堆積の状況を嘉している。

土層解説

l　極暗褐色　ロームブロックの廃土ブロックや炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子や焼土粒子の炭化粒子微量

ニj　黒　褐　色　ローム粒J∴尉ヒ物・粘上粒自微量

4　黒　褐　色　炭化材中量，焼土ブロック微量
5　極暗褐色
6　極暗褐色
7　極暗褐色
8　窯　褐　色

9　窯　褐　色

＿1（〕黒　褐　色

11黒　田　色

12　窯　褐　色

ロームプロ、ソ　ケ

U－ムプロ、ソク

ロームブロック

ロームブロック

ロームプロ、リク

ロー→ムブロック

＝－！、ブr二「ソク

ロームブロック

・焼上ブロック微量

・炭化粒召微量

・焼上プロ、ソク微量

・焼上プロ、ソク微量

・焼士プロいノク微量

e焼土ブロックや炭化物微量

・焼上プロ、ソク微量

・焼＝位「・炭化粒自微量

l∴；黒　褐　色　し1－∴ブし「ソケ微量

第調図　第188号住居跡実測図

＝　黒　田　色　尉ヒ粒J’・少量，ロームプロ、ソク・焼上プロ・ソ午微量

15　黒　褐　色　尉ヒ廿少結　ロームプロ、ソク・焼上ブ［トソク微量

1（i　暗　褐　色　ロームブロック・焼「ブロック微量

17　黒　褐　色　ロームプロ、ソク少量．焼十ブロック・炭化粒自微量

18　黒　褐　色　ロームプロ・ソケ・焼上プロ、ソク・封じ粒J∴微：一一呈：

持　黒　褐　色　ロームプロ、リク・焼上プロ・、．′ク微量

20　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・尉ヒ物微：lI：

21黒　褐　色　ロームプロ、ソク・炭化物微量

22　黒　褐　色　ロームブロックの焼土ブロック・炭化粒子微量

23　黒　褐　色　ロームブロック少乳　炭化粒子微量

ご・l　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J雄紺

25　暗　褐　色　ロームブロック少量

26　暗　褐　色　ロームブロック微量

1－－－－‘ノ11＿～）一一一一一一
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第292図　第188号住居跡出土遺物実測図

遺物出土状況　土師器片343点（杯123・高台付杯1・皿2・嚢216・甑1），須恵器片226点（杯78・高台付杯

6・蓋1・嚢140・甑1），鉄製品3点（不明），銅製品1点（巡方），礫11点が出土している。これらの遺物は

竃周辺及び東部覆土中層から下層にかけて多く出土している。このほかには，混入した縄文土器片184点や撹

乱によって混入した陶器片1点が出土した。出土状況から1355・1357は本跡に伴うと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀後葉と考えられる。

－420－



第摘号住居跡出土遺物観察表　第2犯囲う

番号　 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　 土 i色　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出士位置 備　　 考

1352　 須恵器 杯 13 ．0 寸．2 5 。8
長石 ヰ 褐灰

普通
底部回転へラ切 り後．・一方向

のへラ削り。
南東部下層 8 ％P L H 3

1353　 須恵器 杯 ［ユ3湖 4。8 ［7湖
長か 銅 棒

普通 底部外面回転へラ削 ；） 東部下層 10％

1354　 須恵器 高台付埠 白6．4］ 6．2 ［9．0］
長路 摘 拉中 二ぷい褐 普通 ！底部高台粘付け後，ナデ。 中央部中層 35％

ユ355　 土師器 高台付皿 13．8 2 ．5 6誹
悪霊雷 車 ぷい橙

普通 底部高台貼付け後ナデ。 北部下層
85％タ摘酢 の墨
書移」かPLl13

職 巨 廉
聾 ［22e8］ （24．7） …

長石 0雲母 座 薬
普通 休部内面ナデ。 中央部中層 20％

1器7　 土師器 甑 － （26．5） は3減 長石撒 雲母巨 ぷい橙 普通 体部内面輪積痕を残すナデ。多孔式。 中央部中層 30％

番 号 券 種 忘 m計 縮。m）；摩紬 恒 諒 質
特　　　　　　　 徴

出土位可 備 考

聖 上 堅 ⊥ 旦 』 長 生 上 寿 「 『 ㌃ 薄 鋲3本。 覆土中　 iPLH 8

ミ　∴　　．′　・′ノ「㍉、

三　一一　′、（　ノ∴’′∴　′・ノ′言　ノ　′　′‥　′　　－、∴ノ　ノ　′＼ノ　∴∴・’．　、・′　ノ、　′：．．′J′ノノ　：∫り・

・人　′lh　　∴　′　、、＼′！　′．′′′、1▼・′」．　．　　ノ：ノ

‾ノ京∴′∴　∫・：‥在′∴：′　ノノ′、　－ノ、′・－　′　′ノ′レ　　′ノ．

・∴、．こ÷言：．　・－、′；1∴・．、．′′「！㍉二、l　・！、＼　　　　、′ソ：′・・．′．、′：、、ソ、・一、、′▲　ノ′、．∴

ノ、－　　　　′　′′′十、∴l・∴・・一ノ′＼‾　′：、・∴　一！：・　、・く・∴・・1一／、一、、ら　　㍉！∴・：′′・

ノ　　′ノ　ノ′　ん．′∴、、′一　　一　、・．二′乞ノ　　′′　し′ノ′．／′．二二、・・′（、・・′、　ノ′　．・一′づ∴　ノ′．．′

・’′ノ　ノ、　　「／・　一／ノい1′∴＼　　′．　　′　一、′′二′　て　′フノノ′十∴ンノし、∴ノ　′′∴、∴∴

′ノ′ノ・′・．十、・、、ノ㌧　与、．′　－．．、、ノノニー．′　一、、一、′．′∴　ノ∴′、・∴，′、一…、．′∴　∴′一．∵ノ、一、′ノ　ノノ′　ノご∴′

受けて赤変硬化し　煙道は火床面から緩やかな傾斜で立ち上がる。磯部はロームを掘　残して粘土を貼　翻す

たものである・．

竃土層解説

ユ　窯　褐　色

2　黒　褐　色

！；黒　田　色

4　黒　褐　色

5　窯　褐　色

6　黒　褐　色

ロームプロ、ソク・地上プロ、ソケ・炭化粒自微量

焼日章’・・炭化粒J’－・砂粒微量

廃土ブロックゆ炭化粒子の粘土粒子微量

焼土ブロック0炭化粒子の粘土粒子微量

ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク微量

ロームプロ、ソク・焼日章千微量

；、、ノ　　　′　∵∵∵／‘、′、　　ノ二∴7’′　‥十、°・′‘、‥・．ノ　！’、声．l、＿′－′′、ご　ノ　　　了∴′．∴∴

．二　　　′；l　′′、ノ′．了．　ノ　　′シ　′ノ言＼告ノ：、積告、．、′∴′　ノ、　′：．

土層解説

1黒　褐　色　しトム粒J’‥焼‖！イ・尉ヒ粒√・白色粒j’一微；f＿i：

ご　黒　褐　色　ローム粒J’一・焼上ブしいノン・炭化物微量

：j　椀暗褐色　ローム粒J’－・焼上ブtJ、ソク・炭化物・粘巨巨プロソク微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロックの粘土中ブロック微量

5　暗　褐　色　ロームブロックの焼土粒子。炭化凝子微量

（i　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼「持つ’・・炭化物微量

γ　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・焼日章√・炭化粒自微量

8　暗　褐　色　ロームブロックの焼土粒子。炭化粒子微量

9　暗　褐　色

摘　暗　褐　色

11恒暗褐色

12　極暗褐色

ユ3　極暗褐色

14　暗　褐　色

15　暗　褐　色

16　極暗褐色

ロームブロックの焼土粒子微量

ローム粒j’・・焼目白’－・炭化粒子微量

ロームブロック・焼十粒j’・・炭化粒子微量

ロームプロ・リク・焼上ブロック・炭化物微量

ロー∴粒j′一・歳化粒J’一・粘日章√微量

廃土ブロックの粘土中ブロック微量

ロームブロックの焼士粒子も炭化粒子微量

ロームプロ、ソク・焼目白∵・炭化粒J’1微量

一・一一一一一一一一一つ21－1－－…、1－
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第293図　第189号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片424点（杯164・嚢260），須恵器片79点（杯20・蓋1・壷1・嚢57），土製品1点（不

明），鉄製品1点（刀子），石器1点（砥石）が出土している。これらの遺物は竃周辺及び南西部覆土中層から

下層にかけて多く出土している。このほかには，混入した縄文土器片92点，剥片4点や撹乱によって混入した

陶器片2点がそれぞれ出土した。出土状況から1359は本跡に伴うと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀中葉と考えられる。

－422－



第189号住居跡出土遺物観察表（第293図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 準 胎　　 土 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1359 須恵器 杯 14 ．0 4．4 5 ．7
長石・石英・
雲母・礫

黄灰 普通
底部回転へラ切 り後，一方向

のへラ削 り。
北西部中層

100％

P L 113

1360 須恵器 ゴ不 ［13 ．6］ 4．5 ［7 ．0］ 長石 ・石英 にぷい黄橙 普通
体部下端手持ちへラ削り。底
部外面へラ削 り。

覆土中
10％

番　 号 器　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

材　 質 特　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm） 厚さ（cm ） 重量（g ）

1361 砥石 （9．1） 4．4 2．9 （141 ．0） 凝灰岩 砥面 4 両。 南部下層 PL 117

1362 刀子 11．7 1．5 0．4 11 ．9 鉄 片関。 ‘南部中層 PL 118

第199号住居跡（第294・295・296図）

位置　調査区南部のG2j8区に位置し，北から南への斜面部に立地している。周辺の同時期の遺構は西に第

161号住居跡が位置している。

重複関係　北壁が第200号住居跡，西壁が第201号住居跡を掘り込み，東壁を第206号住居跡，北部を第14・15

号掘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と形状　斜面部に立地しているため南壁の立ち上がりは不明であり，確認できたのは長軸3．97m，短軸3．80

mの方形で，主軸はN－80－Eであり，壁高は16～40cmで外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外へ60cmほど掘り込み，焼土混じりの粘土などで構築している。規模は両袖部幅100cm，

焚口部から煙道部までの長さ116cmである。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火熱を受けて赤変しているが，

あまり硬化していない。煙道は火床面から外傾して立ち上がる。袖部は両袖部ともロームを掘り残して基部が

露出して遺存しているだけである。

竃土層解説

1　暗　赤　褐　色　焼土粒子・炭化物微量
2　にぷい赤褐色　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
3

4

5

6

黒
黒
暗
暗

褐　色　灰少量，焼土ブロック・炭化物微量
褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

赤　褐　色　焼土ブロック・炭化物微量

赤　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微量
7　にぷい赤褐色　焼土ブロック・炭化物・粘土粒子微量

8　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　4か所。主柱穴はPl・2で，深さは20・22cmで，コーナー寄りに位置している。P3・4は深さ25・

37cmであるが，性格は不明である。

覆土　9層からなる。北から南に流れ込んだ自然堆積の状況を示している。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物・粘土ブロック微量

4　極暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
6　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

7　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量

8　極暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量

9　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

－423－
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第294図　第199・200・201・205号住居跡実測図（1）
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第295図　第199・200・201・205号住居跡実測図（2）

第296図　第199号住居跡出土遺物実測図
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遣物出土状況　土師器片394点（杯154・高台付杯10・嚢230），須恵器片97点（杯44・嚢53），鉄製品1点（不

明）が出土している0これらの遺物は中央部の覆土中層から下層にかけて多く出土している。このほかには，

混入した縄文土器片171点，礫6点や撹乱によって混入した陶器片2点がそれぞれ出土している。出土状況か

ら1392は本跡に伴うと考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から9世紀後葉から10世紀前葉と考えられる。

第199号住居跡出土遣物観察表（第296図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　　 考

13 9 1 土 師 器 高台付杯 14 ．9 （4 ．5） －
長石 ・雲 母 ・

赤 色 粒 子
に ぷ い 橙 普通

底 部 回 転 へ ラ削 り。 高 台 貼 り

付 け後 ， ナ デ 。 北 部 中 層
60％ 高台部欠腹．

二次焼成。 PLl13

13 92 土 師 器 高台付杯 ［1 4 ．8］ （3 ．8） －
長 石 ・雲 母 ・

赤 色 粒 子
にぷい黄橙 普 通

底 部 回転 へ ラ 削 り。 高 台貼 り

付 け 後 ， ナ デ。 西 部 中 層
50 ％　 高 台

部 欠 損 。

第200号住居跡（第294・295・297図）

位置　調査区南部のG2j8区に位置し，北から南への斜面部に立地している。周辺の同時期の遺構は北に第

134号住居跡が位置している。

重複関係　南部を第199・201号住居跡，中央部を第14・15号掘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と形状　南部が第199・201号住居跡に掘り込まれているため，確認できたのは長軸4．94m，短軸0．85mで，

形状は方形または長方形と推測され，主軸はN－10－Eであり，壁高は16～24cmで緩やかな傾斜で立ち上が

る

床

覆

ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

土　3層からなる。北から南に流れ込んだ自然堆積の状況を示している。

一一だ　一一



土層解説

吊　黒　褐　色l‾トー∴粒J∴焼上ブ［‾－「∵ケ・封じ粒召昔錆を　　　　1　暗　褐　色　J・一∴粒J’－・地上ブし「リン・炭化粒j∴粘上位

は　極暗褐色　ローム粒子。焼土粒子e粘土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　子や礫微量

遺物出藍状況　土師器片摘点　棒　の聾の　須恵器片　点　捧）鉄製品　点　不明）が出土している。これ

らの遣物はl回上部の北東寄りの覆日、‾層から多く出上し

、．、ユ′　∴′1′′　　′　－′、・＿、ノダ∴∴、，！．

・．．．．′∴　了、‾．守、　＿．・炉；．午で、∴∵パ′′．Y．

ている、このほかには．混入した縄文上器片10点，礫1

点が出上している。・、出土状況から1396は本跡に伴うと考

えられる．、、

所見　本跡の時期は，出Iつ二器からt日日諸LHl葉から後葉

と考えられる、、

番号 恒 招 中 器 種 恒 径 器　 高 底　 径 胎　　 士 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴　 ！出土位置 備　　 考

1396
土師可 糾 中 融

「弘が －
長有・石英・
雲母 にぷい黄橙 普通 票 誓 誓 諸 台貼 り 東部中層 30％　 底部

指頭痕。

．；　ハ・そ　こ　　∴′、′、て

位置　調査区の南部のG m　区に位置し　北から南への斜面部に立地している。

重複関係　北部が錮号住居跡　南部が第鋼号住居跡　西壁が第郡号住居跡　第舶号土塊を掘　込み　東部

を第1t）9・20（昌封日吉鋤く．南西部を第202号住居跡に掘り込まれているへ

．・、：′．′．　二′′′．‥　ノ　ノ言、、：　′∴．∴′、、′ふ′′、　‥・′j　′　ノ　ノノ　らノ、　′、ノ∴′　二．、′∴・Jソ．、、つ′・・

′つ二′㍉、　ノ：∴　ノ．．、‾、一′　ソノJ、．、・l　日、、　′・．・l，・‘′、　言′、｛′ノノユ∴′一、∴、′一言二㍉！、　　　鞠

はN－5J一一I三であi主　壁高は16cmで外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平川で，全体的に踏み回められている＿、

覆土　2層からなる．北から南に流れ込んだ自然堆積の状況を示している、

土層解説

13　極暗褐色　ローム粒子0焼土粒子も粘土粒子微量

l・l　暗　褐　色　U－ノ、粒j’・・焼‖＼白’・・炭化粒J′・・机上粒J’l・礫微：Ii：

遺物出丑状況　土師器片186点（捧52e高台付杯30婆13㌦　須恵器片黒点　杯　の婆2主　鉄製品　点　不明）

が［－1－日二している。これらの遣物は北西部の覆土下層から多く㌔廿上している．言旧二上器はすべてが細片であるた

め，図示できるようなものはない．、、このほかには，混入した縄文相川A177点，礫（圧－：が出上している、・

所見　出十上器はすべてが細片で．時期判断は困難三で，重複関係から〔月日頭己後葉の第19t）号住居調二に掘り込ま

れ，〔‖咽LH一葉の第200と日日調亦を掘り込んでいることから言時期は9世紀中葉から9世紀後葉であると考え

られる＿、

第292号健腰跡（第298囲）

位置　調査区の南部のH告17区に位置し，北から南への斜面部に＿立地している、．北西部は調査区域外へ延びる、、

重複関係　南部が第摘号住居跡　東部が第203号住居跡を掘り込み，北コーナー部を第344号土坑，南西部を

第433号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北から商への斜面部に立地しているため苧　南壁の立ち上がりが不明であり，西部が調査区域外へ

伸びているため，確認できたのほ長軸4。06m，短軸3。5mで　形状は方形または長方形と推測で凱　主軸はN

一一1一つ2（うー一一一一一一一一一



－350－Eであり，壁高は40cmで外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁溝は深さ8cmで南東壁と北東壁の壁下で検出されている。

尊皇　5層からなる。北から南に流れ込んだ自然堆積の状況を示している。

土層解説

1黒　褐　色　焼土ブロック・炭化粒子微義

2　黒　褐　色　焼士ブロック・炭化粒子・砂粒微量

3　黒　褐　色　ローム粒子e焼土ブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

5黒褐色ロームブロツク・焼土ブロツク微量

遺物出立状況　土師器片93点（杯31e高台付杯98嚢53），須恵器片17点（埠8・高台付杯28壷1e襲6），

灰粕陶器片1点（壷），鉄製品4点（鍍18刀子10不明2）が出土している。これらの遺物は中央部の覆土

F層から多く出土している。このほかには，混入した縄文土器片178氏剥片9点が出土している。出土状況

から1398は本跡に伴うと考えられる。

所凰　本跡の時期は，出土土器から10世紀中葉と考えられる。

第298図　第202号住居跡e出土遺物実測図

第202号住居跡出土遺物観察表（第298図）

0　　　　　　2m

』二二二」」二二二』

0　　　　　　10cm

』二二二∃二二｛』

番号 種　別 器　種 口　径器　高底　径 胎　　 土 色　　 調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　 考

1398 土師器 杯 10．8 3．2 6．6 長石・雲母凍醜子橙 普通底部回転へラ切り。 北部下層 70％PLl13

－427－



第期考住居跡（第299図）

位置　調査区の南部のG2j9区に位置し言ヒから南への斜面部に立地している。周辺の同時期の遺構は東に

第169号住居跡が位置している。

重複関係　西部が第199e201号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　北から南への斜面部に立地しているため，南壁の立ち上がりは不明であり，確認できたのは長軸

4．00m，短軸3諸Omで，形状は方形または長方形と推測でき，主軸はN－900－Eであり，壁高は24cmで外傾

して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　東壁の中央部を壁外へ30cmほど掘り込み，焼土混じりの粘土などで構築している。規模は両袖部幅100cm，

焚日部から煙道部までの長さ90cmである。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火熱を受けて赤変硬化し，煙道は

火床面から外傾して立ち上がる。北袖部は粘土が貼り付けられているが，南袖部は基部が露出して道春してい

る。

竃土層解説
1　黒　褐　色　粘土粒子多量，焼土ブロック中量

2　褐　　　色　焼土ブロック・粘土ブロック少量

3　褐　　　色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量

4　暗赤褐色　焼土ブロック中量

二
S1199

A
一一一一一一一一一一

ー忘ag

第299回　第206号住居跡e出土遺物実測図

－428－
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、　　′　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

土層解説

黒　褐　色　ローム粒子の廃土プロ、ブタの炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームプロッタ∵緻患粒子や炭魔粒子薇選

3　暗　褐　色　ローム粒子を廃土粒子や射監物の粘土粒子薇選

1極暗褐色　ロー∴粒J’－・焼上プロ、ソク・炭化物微量

5　窯　褐　色　ローム粒子の廃土プロッタや炭化粒子の粘土粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒子の廃土粒子の炭化粒子微還

ア　極暗褐色　ローふ隆子∵廃土プロッタを炭化物機運

バ　黒　褐　色　しブーム粒J’・・焼上－プロ、∵ク・尉ヒ粒日放量

！）黒　褐　色l‾」一一ムプロ・ソケ・焼‖＼：′丁目封じ粒招待：

′　　　　　　　　′　／・′　　　　　　　　′

ノ　　・′　　　　　　　　　　　　　　∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

、、．　　　′、　　　　　　　ノ、　　　　　：　．　′．

所見　本跡の時期は言侶斗器から10世紀中葉と考えられる．、＿

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ノ　　　　ー、　　一　　　　　　　　、

如 別i器穫口可器高極径i胎　士色　　調焼成i　手法の特徴 出土位置i備　考
＿＿聖逗畢幸轡師可　絹巨細翫濱断絶障明赤禍普通底部高台貼翻す後ナデ。二次焼成酎浄摘車鵬

臓＿土師器i高鍋埠柄車可 長有・石英・
雲母 橙 普通
休部下端回転へラ削：）内面
へラ磨き摩滅∵
廃土錮部控％

ノ　′

一．　　　∴　り′　　　′　、‘

′　′　　ノ　　　　ノ　・′′′　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′・

．、一　二予　′．　こ、’，　′．　ノ　　．－　　　　　‘．′′′．　　ノ　　　、∴、、∴

．、’　　’　　　∴ニ・′′、∴′J L′、　′’．’・、、　　′′ノノ　　、′ノ′・′　　ノ・∴へ　′、　，

′1　、　　　　　′′ノ　．・、・∴　　　　・．：′　．　、、　　′　　　　　・、′′　′ノ・∴

′‥′　∴、′、’ノ、　．ノ　′・・．　′　　′ノ　′　・′　　　　　　、　′′．

′、′　∴　′二　　　　三．′．、／＼′　三　、′　′ノ　′　こ、・ノノ∴　（ノ．′ノ　「′∵′言、r′ノ′　′

、－′．′‥　　　′ノノ、′－、・・　　　‥′　　　　　　′　　　‥　′′、′　、一′　ノ′一．′　′一∴　　＼′　　　　ノ、′．．

土層解説　賂柱穴具通）

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

：i　黒　掲　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

炭化粒子微量

ローム粒自微量

炭化物薇遷

しトー∴ブtJ、ソク微：ll：

ローH－ム粒自微量

ロームプロ、ソク微量

ロームプロ、ソク・炭化粒召寺鋸1－‡：

ロームプロ、ソク微；iI：

リ　褐　　　色　ロームプロ、ソク少；‡呈：

川　黒　褐　色　ローム粒J’・・炭化粒自微量

11暗　褐　色　ロームプロ、ソク・炭化粒自微量

‾12　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・炭化粒打微量

1：1暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒自微量

「1暗　褐　色

15　黒　褐　色

用　暗　褐　色

17　褐　　　色

18　暗　褐　色

lt）暗　褐　色

2し）褐　　　色

21褐　　　色

22　褐　　　色

23　褐　　　色

2Ll　褐　　　色

25　暗　褐　色

ロームプロ・ソク微量

ロームプロ、ソク少量

ロームブロック・炭化粒自微量

ロームプロ・ソク少量

ローム粒j’・少；‡‡∴　ロームプロ・ソク微量

ローム粒J’一少軋　ロームブロック・炭化粒自微量

ロームプロ、ソク少量

ロームプロ、ソク中量

ロームプロ、ソク少；t－1：

ロームブロック少量

ロームプロ・ソク少量

ロームプロ、ソク少量、炭化粒自微量

．一こ’み　　言：　ユ　′ノノ．‥lj／∴　朋．t／．′‘′・コ・－、′二、′ム　　　＿言．二か　∨・ノブ・言い，ソノノ・、′j　くバ∴、そら

ものはなく．時期判定は困難である。、

所凰　出土遺物はザれ　細片のため　時期判断は困難であるが9　世紀前葉の第膵号住居跡夕　健妃中葉

から複葉の第温柑号住屠跡をそれぞれ掘　込んでお勘　時期は規模や形状から平安時代と考えられる。掘り方

の規模や形状から堅固な上屋構造でないと推測され　軽還な　のの保管倉庫の可能性がある。

－429－－－



A

第渕囲　第　号掘立柱建物跡実測図
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第　号掘童櫨建物跡　第渕固）

位置　調査区中央部南寄りのG2e9～G2hO区に位置し，北西から南東への緩斜面に立地している。：

重複関係　第146号住居跡を掘り込み，第132号住屠跡に掘り込まれている。ニ

規模と構造　西桁行のPlOとPll＿間の柱穴が確認できなかったが∴束桁行5間．梁行3問の側柱建物跡で，

桁行方向はN－110－Wの南北棟である。規模は桁行8．96mラ　梁行4．57mで，面積は約40。95王嘉である。柱間寸

法は東桁行1．60～1．88m言顛桁行はP9・10間が1．40m．梁行1．6～1．80mで，寸法が異なる。

柱穴　掘り方の平面形は円形または楕［－Ij形で言果き5～66cmである．柱抜き取り痕はP3・（う・9で確認でき，

第3層のロームブロックを含む暗褐色上が相当し．しまりは弱いご　その他の第4・6層は理工であ星　ローム

を主とした暗褐色土または褐色土で，強く突き固められていない．。Pl・2・4・5・7・8・10～14は埋め

戻された上でロームを主とした黒褐色上・暗褐色土・褐色土である。、

－430－



観測図　第　号掘立柱建物跡実測図
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土層解説　し射i：ノノlて県か

1　黒　褐　色　ローム粒子昌一；：

2　暗　褐　色　ローム粒子中量

：う　帖二　掲　色　ロームブr「！ケ少量

4　褐　　　色　ロームブロック中違

う　褐　　　色　ロームプロ、ソク中量

6　褐　　　色　ローム粒子多義

．；こ′午．　′．工　．ノ　　　　、′　　　　　　　　′ノ．　／．・、．く　　一　　　　一　吉　　．、　′′∴、、　　′′．、．

のため，図示できるものはなく言時期判定は困雉である、＿、

所見　出上遣物が細片のため，時jUH制覇は困軒であるが．重複関係からt）世紀後葉の第1二は月日古跡に握り込

まれているので，時期はり廿紀後葉以前の時期と考えられる、また，据i）方の規模や形状から堅回な日射勘定

でないと推測される。

窮醐考掘蓋櫨建物跡　第測固）

位置　調査区中央部西寄l）のG2こ12、G2b3区で，平出部に立地している、、、．

重複関係　第188号仕Il朋亦を握り込み，第17（う号住居跡に据i）込まれている．、

′へ　、；∴′′J　一）′．　一′ノ・一　　言　　　一′′　　′　′　　　　　′．！′　ノ　．′・∵、上・′′～　∴．．、′；　　　　　′

．／ノご′　ノ・・ノノ∵．′　与ノ　‥、．′言．　′∴　ノ　　∴＼　　　．．′′　lノ∴㍉′′∴　ソ・′、．言　′　　′　1・・｛′

：．∴丁．、了，、，・′　、・′、ノ．　l　一・、．　　二ノ、：　′ノ　ノノ．′．′　り、　′　　　一ん手　　　＼′；1・一㌧、′ノ、．′

・、，′　′．′　′　つ　一　　　二・、′．：　　′　言　　　‘′ノ　、、、、′′′′、ノ　、‥′。　了：、∴　　　）　、

：り　′′′′一　．・　′　ノ・　ン∴／′、ト　　′．ノ′ノ′　′′′′′ノ・－・′ノ、∴　′　・三、・∴′　　　′ノJ＼の　′ノ、ノ　　‾、ノ　′　　∫

ムプロ、ソクを含む黒褐色上や暗褐色上の第2、4層が相当し，強く突き出められていない、

Pl・3・4土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック少量

2　黒　褐　色　ローム粒Jr・中量．ロームプロ・ソク少量

：う　暗　褐　色　ローームゾUりク中量

・1　暗　褐　色　ローム粒j’・多量．U一一ムプロ・ソク中量

P5土層解説

1　極暗褐色　ロームプロ、ソク・焼日障子・炭化粒自微量

2　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・炭化粒日放量

：ミ　柾暗褐色　ロームプロ、ソク・焼目白∴・炭化粒自微量

P7土層解説

l　暗　褐　色　ロームプロ、ソク・炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム粒J’一少量，炭化粒自微量

遺物出土状況　Pl＿～5の抜き取り痕から日油器片・須恵器片・縄文上器片が出上している＿1．118はI）2から

出土している，＿、

所農　本跡は9世紀複葉の第18号住居跡を掘　込み9　摘世紀前葉の第紹号住居跡に掘　込まれているのでタ

時期は9世紀後柔から摘健妃前葉と考えられる。また　掘　方の規模や形状から堅固な上屋構造は推測できずタ

軽量なものの保管倉庫の可能性があるこ

第1号掘立柱建物跡出土遺物観察表　第測図）

番号 種　 別 器　 種 日　 経 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出士位置 備　　 考

1418 須恵器 杯 ［12 ．8］ （3．6） － 長石・石英受母 にぷい黄褐 普通 体部両面ロクロナデ∵ P l 5 ％

一一432－－



ニ

第渕図　第1号掘立柱建物跡◎出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

二‾　∴‾∵ニ∴∵二王‾「二「二二二‾‾二

0　　　　　　　　　　　　10cm

二二‾ニl二二一一二二二二二一二二」

第臓考擁立櫨建物跡（第303図）

位置　調査区南部中央のG2iO～H3bl区に位置し賢　台地縁辺部の北から南への傾斜地に立地している。

重複関係　第1＿61号住居跡を掘り込んでいる。

規模と構造　桁行5間，梁行2間の側柱建物跡で，桁行方向はN…70－Eの南北棟である。規模は桁行10。40m，

梁行4・37mで，面積は約鯨45戒である。柱間寸法は桁行2803～2024m，梁行2000～2。48mでヲ西妾間2。10恥

東妾間2。40mと梁の柱間も寸法が異なっている。

櫨究　掘り方の平面形は方形または隅丸長方形で　深さ1～狙cmである。柱の抜き取り痕はP2～4e889の

12～15で確認され，しまりが弱いロームを主として焼土ブロック。炭化粒子を含む黒褐色土で第1層が相当し，

ロームを主とした黒褐色士または極暗褐色士の埋士であり，強く突き固められた様子が見られない。

P2～9・13・14土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量　　　3　黒　褐　色　ロームブロック・ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ロー∵ムブロックや焼士粒子も炭化粒子微量　　　　4　黒　褐　色　ロームブロックや炭化粒子微量

－・4－33一一
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第3闘図　第13号掘立柱建物跡実測図

5　黒　褐　色　ロームブロック微量

6　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

7　黒　褐　色　ロームブロック少量

8　極暗褐色　ロームブロック微量

9　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック粒子微量

PlO土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2m

』一二三±

10　黒　褐　色　ロームブロックも焼士ブロック微量

11黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

12　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

13　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

－434－



Pll土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・廃土ブロック微量

P12土層解説

1極暗褐色　ロームブロック・焼士ブロック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・廃土ブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

4　黒　褐　色　ロームブロックの焼士粒子・炭化粒子微量
5　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

6　黒　褐　色　ロームブロック微量

遺物出藍状況　P2～6・9elOe12～14から縄文土器片。土師器片0剥片などが出土しているが，いずれも

細片のため，図示できるものはなく，時期判定は困難である。

所凰　出土遺物がいずれも細片のため，時期判断は困難であるが，9世紀後葉の第161号住居跡を掘り込んで

いるので，9世紀複葉よりも新しい時期である。規模は側柱建物跡としてほ今回の調査では最大の規模でタ掘

立柱建物跡の中では2番目の規模である。立地面では北から南への斜面部に立地し，隣接する掘立柱建物跡と

しては，本跡よりやや北側に第9号掘立柱建物跡が，やや西側に第14e15号掘立柱建物跡が，本跡と桁行方向

が直角に位置し，斜面部の始まり部分に集中して建てられている。後述する第19～21号掘立柱建物跡も同様で

ある。

第摘号掘立櫨建物跡（第304図）

位置　調査区南部中央のG2i7～G2j9区で，台地縁辺部の北から南への斜面部に立地している。

重複関係　第134。13581990200号住居跡の第15号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と構造　桁行3間，東梁行3間，西梁行2間の側柱建物跡で，桁行方向はN－850－Wの東西棟である。

規模は桁行6・37恥梁行5・21mで，面積は約35・06I肩である。柱間寸法は桁行2言0～2。50m，東妻圭30～2．10m芦

酋妾2．30～2。50mで寸法が異なる。

櫨穴　掘り方の平面形は楕円形または隅丸長方形で，深さ17－60cmである。柱抜き取り痕は，Pl～4。60

7811で確認され，しまりが弱くロームを主とした焼士粒子も炭化粒子を含む黒褐色士の第1層が相当し，第

2。3・5e6e13層はロームブロックe炭化粒子を含む暗褐色土または黒褐色土の埋土であり，強く突き固

められた様子が見られない。

Pl土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

P2土層解説

1　窯　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

P3・5～7土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

3　黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック微量

5　極暗褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

6　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

7　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

P4土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
6　暗　褐　色　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子微量
5　黒　褐　色　ローム粒子少量

6　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量

8

9

1

0

n

1

2

1

3

1

4

極暗褐色　ロームブロック・焼士粒子微量
窯 褐　色　ロームブロック微量

極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子微量

黒
黒
聖
二
黒

褐　色　ローム粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
褐　色　ロームブロック少量

褐　色　ロームブロック少量

褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

4　暗　褐　色　ロームブロック微量

5　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
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P8土層解説

l　黒　褐　色　U－∴位J′・・悦日ソイ・封じ持招待：

2　窯　褐　色　ロームプロッタ∵嵐化組子少乳癌土粒子緻選

：う　黒　褐　色　U－∴ブLJりケ・焼上位J’－・損じ粒自壊量

PlO土層解説

l　黒　褐　色　ロームプロッタ微量

ご　黒　褐　色　U－∴ゾtJ∵ノケ微量

Pll土層解説

1黒　褐　色　ロームブLJ・・！ン・焼！斗1イ・尉ヒ粒J雄樟

ご　黒　掲　色「トー∴ブt‾J‥′ク微量

：i　黒　褐　色　＝－∴粒守一微；－；．：

1黒　褐　色「ト∴ゾt：J、、ノン・焼ロイつ∴損じ粒自明量

極暗褐色　ローム粒子や炭化粒子微量

6　窯　褐　色　ローム路子杵廃土粒子微選

：i　黒　褐　色　ロームブLJリク・焼上ゾtJリケ微量

4　黒　褐　色　ロームプロッタ微巌

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク微蔓

5　窯　褐　色　ロームプロッタ少還

′　′1！　　ノ・ノ　　′　　　　　　、、　ノ　　　　　　　ノ　　　　　　ミ　′　　　‥′・・、′　　　　、／′ル　　　′

、′・・′ノ′　　ノ　　く′、　′．．′；、、　　日、ノ．　　∴　′、、、′）′．

′ノ　　　　　‥　　′、・　′′　′　、：－　　∴′、　　∴’′　、＼1㌧．′！∴′　∴，∴　・′′　　′′　′、′

、　　　　　；こ・・　　ノ　ノ　′、∴　ノン　ノ＼∴ノノ　．　∴′∴　′ハ′＼ソノ、′／言、フ′ノ、ノ′．　′ニ

る、－

ノ．　　　　　　圭・．1ノ′　∴．′′一

一　　　′、′く　　′′ノバ　′　　　こ、ノ　・・′　　　　ノ、　′′　′．′、ノ′　・　′　、．∴

㌔ノハ十　∴　一　　　　　　ノ．　　　　　′　′、’∴　ノ　　　′1．′　　、、　一、′′

・二、′ら三　′；　一　′′了　′・∴い：、・′　′′‥　、　　・、、、、、、∴、・．・ンニ′．．．　′・．‥　′′　一

∴1八・、＼　∴－′・、、・、・　　ノ′　　　　　ノ　　ノ　′′　ノ、、′　．ノ：・′　′、′ト、　　‥、・′・ノ　ー

111に統　ムできる－、

′　－・言ノノ　′′　∴　ニ‘言　言＼′言・・ノ、‥′ノ　∴　∴／′　‥′こ、′′′．．′ノ1定′了

、′　、　つ〔∵、ノ　　∴シノー、′　′　ノJノン　′′ノ　　　　りニ∵、・－・′、一′摘・－、′了　／′・．．ノ

′・′、′　一　′・′∴′∴‥　∴ノ　＼′）′　気′、、・∴小‥　　ノ・つ、、・ノノ言・、′日．′・′）、′

Pl・3～11土層解説

】黒　褐　色　ローー∴ブt‾了、ソク少量，焼目白’一・歳化粒J雄描
2

3

護

5

窯
聖
二
望
二
窯

褐　色　ロームプロッタ微量

褐　色　ローム粒子微量

褐　色　主ゴームブし了・′ク′㍉L　尉ヒ粒自微量

褐　色　ローム粒自微量

P12土層解説

1　黒　褐　色　ロームブlJ・ソク微量

2　黒　褐　色　U－ムプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒Jつ叛量

：j　黒　田　色　ロームプロ・ソク・焼上プロ、ソク・炭化物微量

6　黒　褐　色　ロームブロック微量

7　窯　褐　色　ロームブロック微量

8　暗　褐　色　ロームブロック微量

9　暗　褐　色　ロームブロック少量

1し）極暗褐色　ロームプロ、ソク微とf呈：

－1黒　褐　色　t‾ブームブし「′ク・尉ヒ物微：‡l：

1　黒　褐　色　ロームブtコ、ソ打微量

（う　黒　褐　色　炭化粒1’一少量．ロームブロック微：li：

：、‡－′射一　品／一　′　　　′′・こ・　　豆′言lい／二　一ノ、′・一：l両言つh∴′十　り言言′宮rIlプ一・二か∴昌

しているが芦　もザれも細片のため図示できるものはなら　時期判定は困難である。

所凰　出土遺物がいずれも細片のためタ時期判断は困難であるがタ　9肇機中柔から複葉の翫34の135の199の

鋼号住居跡を掘　込んでいることから9　世紀複葉より　新しい時期である。第1の旺号掘立柱建物跡同様ヲ

斜面部または斜面部の肩部の部分に集中して建てられている○また　翫号掘立社建物跡とは規模が異なるが

桁行方向や柱穴の規模や形状が類似しているので，建て替えの可能性が考えられる。
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第調図　第蟻号掘立柱建物跡実測図

0　　　　　　　　　　2m

［二二二二二二二二‥－＿

第帽考擁立櫨建物跡　第渕図）

位置　調査区西部のF2日～F釣　区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第144e172魯173の174号住居跡を掘り込んでいる。

規模と構造酋妾の柱穴1個が未検出であるがタ桁行3間，梁行2間の側柱建物跡でタ桁行方向はN－900－

Eの東西棟である。規模は桁獅・95m，発行3・87mで，面積は約26・90戒である。柱間寸法は桁行2・07～2・48mタ

梁行圭85～2．18mで寸法が異なる○

櫨究掘り方の平面形は楕円形e隅丸長方形または不定形で言深さ6～65cmである。柱の抜き取り痕はP8の

9で確認され，しまりの弱いロームブロックを含む黒褐色土の第1層が相当し，その他の層は埋土の第2e4

層が相当し，ロームブロックを含む黒褐色土で，突き固められた様子が見られない。P687の覆土は柱が抜

き取られた後に堆積したものと考えられる。
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第謂図　第蟻号掘立柱建物跡実測図

P6土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼欄と了一・歳化粒自微量

2　黒　褐　色　ロームブロック‥廃土粒守一・炭化粒千微量

3　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼十粒子微量

一一1極暗褐色　ローム粒子少鼠　焼1二粒子・尉ヒ粒子微量

P7土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼巨粒f・・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ロームプロ、ソク・尉ヒ物微量

3　極暗褐色　ロームプロ、ソク・焼十粒子・炭化粒f一微量

4　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

5　極暗褐色　ロームプロ、ソク・焼上位丁一・歳化粒召鋸主星二

0　　　　　　　　　　　　　　2m

i∴二1－「∵二二…二一二一

5　極暗褐色　ロームプロ・ソク・焼巨粒子・炭化粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒ト焼巨粒子微量

7　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

8　暗　褐　色　ロームブロック少量

6　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
7　黒　褐　色　ローム粒千・炭化粒J㌧微量

8　恒暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

9　暗　褐　色　ロームブロック少量
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P8・9土層解説

1　黒　掲　色　し「－∴イし「・▼ン少量

ご　黒　揖　色　目－∴イt「・′ン少量

：i　暗　褐　色　U－ムプロ・リク車：を；．：

逢　暗　褐　色　ロームブロック少量

1　帖二　田　色　U、Il∴イし「′ケ′レ量

窯　褐　色　炭化粒子少凝　ロームプロッタ緻還

ア　暗　褐　色　ロームプロッタ中量

8　黒　褐　色　ロームプロッタい廃土粒子や炭化粒子薇選

遺物出土状況　P（・・t）から日抽器弔‘・須恵器片・縄文上器片・礫が出上している一

所見　本跡は第1引つ72・‾173つ7・亘月日古跡を捕り込んでいるが．そのうち．！日日薄LHl葉の第173号仕居跡を

′　　　　　′′　二、　　　　　　　′　　　　．　．　　　、′．′・　　　　　　　　′　′　．　　　　．．・　　　　C　′　　　　　　　．

推測できず。軽量なものの保管合jl匝）可能性がある

‾　　「予′′　　　．，′

＼ざ　　′′　ノ＼′′・、　　　　　‘　′　　　く　　　　　　′、　　　　　′　　、・′

重複関係I）1・2が第17事月日吉朗こ．Pニ・・lが第25位‖二坊HI）5が第黒石号上坑を握り込んでいる、

．．′ヾ′1言　・・「　　．′　　　ノ．，、〃′、、　　一′　．、　　ノ．、、′′′．　′、′．、′

梁行2．15111で，面精は約！）．57前である　柱間寸法は桁行1．85、2㍉仕）111で桁行の柱間の寸法が捏なり。梁行はほ

ぼ2つ0111で、桁行と梁行の柱間の寸法が捏なる、

′　ノ′　　　ニ　　　　　　′　ニ　　　′　・′　　　　　　　　　　・　　′・・′・′　　　′．　、・ノ　　　　・

′′　′′　′′　　　　　′　一　　・′′　′′　、　　　　ノ′‥　　　一′！′　′　　　　′　　ノ　′　　　ハ　　　・・

た暗褐色上と黒褐色上の第1・2・1・5層が相当し。強く突き出められていない

Pl土層解説

1　黒　裾　色　ロー－∴粒J’・・旭日11守一・歳化粒自微量

ご　暗　褐　色　LJ－ム粒イ一つ尭上位守・・甘化物微量

：；　極暗唱色　tトー∴粒J’・・焼上粒「・炭化粒日掛l；．：

l　極暗視色　LJ－∵ムーブし「′ケ・焼上フ’、し「ソク少量．炭化粒自散量

P2土層解説

l　黒　掲　色　tブームブし「ノク・焼‖三白’・・炭化粒自微量

ご　暗　掲　色　ローームブし「ノケ・焼上位J’一・歳化粒召尉－；：

∴；　恒暗視色　し1－∴ブし「ノン・焼上粒「・炭化粒自微量

4　黒　褐　色　ローム粒子の焼士慶子の炭化粒子微量

1　黒　褐　色　ロー！、ブtlJ㌧′ケ・炭化粒自微量

（；暗　視　色　しトー∴ブしい′ケ少量．炭化粒日放量

γ　極暗視色　焼上ブし「ノン′吊；∴　主ト一∴1三、1′つ∴・炭化粒自哉量

5　暗　褐　色　ロームプロッタ少鼠　廃土粒子の炭化粒予微鼠

（i　極暗褐色　U－∴∵′＝∴ソケ・炭化粒自微量

γ　暗　褐　色　tJ－∵∴ゾし「ノン・焼吊、l′つ’l・炭化粒自微量

P3土層解説

l　黒　褐　色　しトー∴ブU・ソク・焼上ブリ、ソケノん㍉：∴炭化粒召粧Il　　－1黒　田　色　ロームブU㌧ソパ微量

ご　黒　褐　色　しトー∴ブし「ノケ・焼上プロ、ソケ少蔓

二i　黒　褐　色　U一一∴ブUlソケ微量

P4土層解説

1　恒暗視色　しゴー∴ブtコ、ソク少量　焼上プロ・ソク微；－；：

2　極暗褐色　ローム粒子少農学　ロームブロック微量

P5土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子や焼士粒子の炭化粒子微量

2　褐　　　色　ロームプロ、ソク・炭化物少㌫　焼吊．1イ・微量

P6土層解説

1　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼日に「・炭化粒J’・微量

2　極暗褐色　ローム粒J∴・焼i二プロリク・炭化粒自微量

：1　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼l井目’一・炭化粒子微量二

l　暗　褐　色　ロームプロしソク少量∴　鳩目l「「・炭化粒自微量

5　黒　褐　色　ローム粒子少還

3　黒　褐　色　ロームブロック微靂

：う　褐　　　色　ロームプロ・ソク多量

5　暗　褐　色　ロームブロックの廃土粒子の炭化粒子微量

6　極暗褐色　ローム粒子の焼土粒子微量

7　暗　褐　色　ローム粒子少量ラ　炭化粒子微量

8　褐　　　色　ローム粒子多義

一一∠1∠′′1（）－1－
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第3のア図　第18号掘立柱建物跡や出土遺物実測図

遺物出土状況　Pl～6から土師器片e須恵器片e縄文土器片・陶器片e士製品（不明）磯が出土している。

1420はPlの埋土から出土している。

所見　本跡は7世紀後葉の第174号住居跡を掘り込んでおり，本跡の北へ1mに第16号掘立柱建物跡が位置し

ている。位置的に9世紀中葉以後の第16号掘立柱建物跡e第18号掘立柱建物跡とは同時期には存在せず，時期

は9世紀中敷ないしそれ以前と考えられる。柱穴の規模や形状から見て堅固な上屋構造は推測できず軽量な

ものの保管場所の可能性がある。

第18号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第307図）

番号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　　 考

1420 須恵器 聾 ［27 ．0］ （8 ．3） － 長石 ・石英 にぷい褐 普通 体部外両横ナデ。 P l 下層 5 ％

－441－



第摘草掘童櫨建物跡（第308図）

位置　調査区南西部のG2d2－G2e3区に位置し，台地縁辺部の北から南への斜面地に立地している。西

部は調査区域外へ伸びる。

重複関係　第139号住居跡。第327号土坑e第20号掘立柱建物跡を掘り込み，第324号士坑に掘り込まれている。

規模と構造　桁行2間，梁行2間の総柱建物跡で，桁行方向はN－750－Wの東西棟である。規模は桁行3・37汀㍉

梁行3．24mで，面積は約10．92壷である。柱間寸法は桁行1・53～L84m，梁行1・25～l・78mで寸法が異なって

いる、＿、

穫量　掘り方の平面形は円形または楕円形で，深さ50～66cmである。柱抜き取り痕はPlの第3層，P4～68

8の第1層で確認され，しまりの弱いロームを主とした炭化物を含む極暗褐色土や焼士粒子の炭化粒子を含む

暗褐色士が相当し，その他はロームを主とした暗褐色士や極暗褐色土の埋め土で，強く突き固められていない。

第3の8図　第19号掘立柱建物跡e出土遺物実測図

－442－
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Pl土層解説

ユ　暗　褐　色　ロームプロッタ少量芦　炭化粒子微還
二　極暗掲邑lトー∴イし「ノン・炭化粒」′・微量

：・；恒暗視邑「J－∴ブlJ‥！ケ・炭化物微量

P2土層解説

l　黒　掲　色　U－ムゾLJ‥ツ・炭化物少量．焼‖∵イ微量

2　暗　褐　色　ロームブロックや炭化物の廃土粒子微量

3　極暗褐色　ロームブロック。廃土ブロックを炭化物微量

4　極暗褐色　ロームプロッタを廃土粒子0炭化材微量

P3土層解説

l　暗　褐　色　ロームブロック少巌

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子さ炭化材微量

P4土層解説

1暗　視　色　目一月∵イ′出し　焼‖∵つ’・・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロックの炭化粒子微量

P5土層解説

1　暗　褐　色　ロームブし「′ク・母上粒「微量

P6土層解説

ヱ　黒　褐　色　焼土粒子の炭化粒子微量
黒　褐　色　炭化粒子微量

P7土層解説

1　黒　田　色　「1－ムゾLJ・ソク・炭化物微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少鼠　炭化粒子微選

P8土層解説

1黒　配　色　LJ－ムプロ∵ク・堤化物微量

2　暗　褐　色　ロームブロックの炭化粒子少量

！1黒　裾　色　tトームブート′ク・炭化粒日放量

4　暗　褐　色　ロームブロックや炭化粒子薇巌

1　極目音揖色．リー∴ブLJ、‥ン・損じ粒自哉量

（；黒　褐　色　ローノ、粒「・炭化粒J’一微量

5　暗　褐　色　ローム粒子少還ラ　炭化粒子薇選

6　暗　褐　色　ロームプロッタ少量夕　炭化物微量

γ　暗　褐　色　ロー∴ブしい′ケ・損じ粒自微量

4　窯　褐　色　ロームブロック∵炭化粒子微量

5　黒　褐　色　炭化粒子少違，ロームブロック微量
（ミ　暗　褐　色　LJ－∵ムブし「′ク少量

3　暗　褐　色　ロームブロック少量

褐　　　色　U－∴ブし「ソク少量

2　暗　褐　色　ロームブロック6炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロ…ムブロック徴最

後　褐　　　色　口如∵ムブロック少量，廃土粒子微量

：ミ　暗　裾　色　しト∴ブ「Jッケ少量．炭化粒自墳量

4　褐　　　色　口料∵ムブロック多墨

う　暗　視　色　目－ムブU・ソク・損じ粒J雄樟

（i　極暗褐色　t1－！、ブし1・ソク・尉ヒ粒自微量

・　　　　　　ノ　　　　′‘′　　　′・　　ニ　　′　′　　　′　∴　ノ　　　　　　　　　　　　′　　：．，　　　　　、．．

、′′　′　　　．　　　一、、、′′’ノ　′．　′、　㍉′．′／

′；′　＼∴′′∴　　∴　　ノ、′・ノ　′　　′　　　′．′′．ノ　′　　′　　　′　′　　　　　　ハ　三言／′　′

平安時代と考えられ芦　堅固な上屋構造は推測できず撃　軽量なものの保管倉庫の可能性がある。

第摘号掘立桂建物跡出土遺物観察表　第渕回）

番号 種　 別 器　 種 日　経 器 牟 極 径 胎　 土 i色　 調 焼成 手 法 の 特 徴　 i 出土位置 備　　 考

1421 十帥器 埠 ［H 減 3可 長か 摘 極 褐 普通 臼舶 輌 接げ 〇舶 桶 へラ削娠恒 の8 50％

‥・・‾・1　′‾‾‾ニ・上．　二′　∴、′　′

－／′′　　、イ∴　′：、フ・、′′．′く、　′・一一∴　′．　′′ノ、．′＼′′∴、．　　′‥、　ノ′．

’ノ∴二、．、′・′　∴′ノ　l、亘′l－　′　ノ＼∴　∴　′′ノ・′　′′1＿・－ヶ・∴・　∴，∫・′　ノ　・‘′＼i、′‥　　′二．

ハノ、∴　′玩．　′ノ了　′：′′㌧∵′　二、号・ト　′ノ　ノ．．＼ご、′　　∴ノ∴　．、、バノ読　′′・了＿・ノ．1′、、

′ノ1）一　　　十二一一モノト　′l一：∴一二．・′て′　了上．ノ′ごナ了　）、′、、ノ．ノ二千　．′＼′、′　　・∫‡j　∵皇　′′ノ

柱間の寸法は1．5011月拍後である、一一

櫨究　掘り方の平面形は円形または楕円形で，深さ28～60cmである。柱抜　取　痕はP　の蟻の第3層ラ　P2

′　′ノ　　：′了・・′　　　、′′′′′　′l十・　′　上一’一・′一　′′　　′′　′　・．ノ／∴′、．：！、′　一

まりが弱い。その他は埋士であ娠　ロームを主とした暗褐色土や極暗褐色士で　突　固められていない。

一一1－1－1㍉‖31－1－－－－一一
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第309図　第20号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

土層解説（各柱穴共通）

1　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・黒色粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック微量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

6　褐　　　色　ロームブロック多量

7　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
8　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

9　暗　褐　色　ロームブロック微量

10　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子微量

11暗　褐　色　炭化粒子微量

12　暗　褐　色　ローム粒子少量

13　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

14　暗　褐　色　ロームブロック少量

15　褐　　　色　炭化粒子微量

16　梅暗褐色　ロームブロック微量

17　極暗褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

18　暗　褐

19　暗　褐

20　暗　褐

21黒　褐

22　暗　褐

23　暗　褐

色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
色　炭化粒子微量

色　炭化粒子・白色粒子微量

色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

色　ロームブロック・焼土粒子微量

色　ロームブロック・炭化粒子微量

24　褐　　　色　炭化粒子微量

25　極暗褐色　ロームブロック微量

26　暗　褐　色　ローム粒子微量

27　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
28　褐　　　色　ロームブロック多量

29　暗　褐　色　ロームブロック微量
30　極暗褐色　ローム粒子微量

31暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

32　暗　褐　色　ロームブロック微量

33　暗　褐　色　炭化粒子微量

34　褐　　　色　ロームブロック少量

－444－



遺物出藍状況　P3から石製品　点　紡錘車上　P　の8から土師器片。縄文土器片が出土している。1423は

P3の埋土中から出土している。

所凰　本跡は弥生時代後期後柔の酎39号住居跡を掘　込み　江戸時代の第霊号土坑に掘　込まれていること

からタ時期は弥生時代後期複葉から江戸時代までの間の時期と時間幅が太きいが，平安時代に編奪される倉庫

跡と考えられる。

第20号掘立社建物跡出土遺物観察表（第309図）

番　 号 器　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

材　 質 特　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考
径 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

14 23 紡 錘車 4．4 1．6 0．7 42 ．0 蛇紋岩 表面に鋸歯文状の線刻。下面摩滅。 P 3 P L l1 7

第別号擁立櫨建物跡（第310図）

位置　調査区南西部のG2e3～G2e4区で，台地縁辺部の北から南への斜面地に立地し，南西部が調査区

域外へ伸びている、．

重複関係　第139号住居跡の第243号土坑を掘り込みタ第245号士坑に掘り込まれている。

規模と構造　南西部が調査区域外へ伸びているがタ桁行2間，梁行2間の総柱建物跡で，南へ伸びる可能性も

考えられる。桁行方向はN－610－Eの南北棟でタ規模は桁行301軸夕梁行2の82mで，面積は約8。85感である。

柱間新法は桁行の梁行とも1．50m前後であり，柱筋は揃っている。

櫨究　掘り方の平面形は楕円形で言深さ50～76cmである0柱痕及び柱抜き取り痕は確認されなかったが，桂の

底面が当っていた部分と思われる窪みが確認されている0柱穴の覆土は柱が抜き取られた後に埋め戻されたも

のである。

Pl土層解説

1　極暗褐色　ロームブロック微量

2　窯　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　窯　褐　色　ロームブロック微量

P2土層解説

i　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

P4土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
3　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

P5土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化材微量

2　窯　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

4　黒　褐　色　ロームブロック微量

P6土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ロームブロック微量

P7土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック微量

5　暗　褐　色　ロームブロック微量

3　極暗褐色　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック微量

4　暗　褐　色　ローム粒子多量

5　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子の焼土粒子微量

6　窯　褐　色　ロームブロック微量

7　黒　褐　色　ローム粒子・炭化物微量

8　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック微量

5　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
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第割　図　第21号掘立柱建物跡実測図

P8土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量

遺物出土状況　Pl・5e7から土師器片e縄文土器片が出土しているが，いずれも細片のため図示できるも

のはなく，時期判定は困難である。

所見　本跡は弥生時代後期後葉の第139号住居跡を掘り込んでいるので，弥生時代後期よりも新しい時期で，

平安時代に編年される倉庫跡と考えられる。

（3）士坑

第姻号豊坑（第311図）

位置　調査区東部のG3g7区に位置し，北西から南東への微傾斜地に立地している。

重複関係　第90号住居跡の中央部を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．80汀㍉短径1．30mの隅丸長方形で，深さ32cmで，底面はほぼ平坦で，中央部に径20cmの円

形で深さ4cmの小ピットがある。主軸はN－170－Eで，壁面は外傾して立ち上がる。

覆土　5層からなる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　焼土ブロック・炭化物微量
2　極暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ロームブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量
5　黒　褐　色　ロームブロック微量
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第割　図　第購号土塊⑳出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm
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遺物出藍状況　土師器尉点移机　の嚢の　須恵器片　点　塚　0量目が出土している。これらは覆土中

′′　ノ・　、、′：J　　　　ハ㍉　　′′　′．　　　　　らUJ′、．言、′1′　ノ．，、、′：」

所農　本跡の時期はタ　9世紀複葉と考えられる油煙の付着した土師器棒が出土し，同時期と思われる土器が重

複している第鮒号任屠跡のP　から多くの椀状淫とと　に出土しているので　確認はで　なかったが汐　9肇摘迂

後半の鍛冶関連施設があ勘　それに伴　士坑と考えられる。

第朋号圭坑出土遺物観察表　第別図）

窮臓考量琉　第別図）

位置　調査区中央部の詳2鵬区に位置し　平坦部に立地している。

′．元′　斗・ノ、上、「、′－：・LPく′′　一・、：ソ詳l　上　り、さ　∴．、　j、㌧工∴ミ」、′ノ・・、こ；ノら・．－ば＼、‥′　・

で，壁は外傾して立ち上がる、、、

穫豊　5層からなる。ブロック状の堆積状況を示したÅ為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色　ロームプロリク・炭化粒自散量

2　暗　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

3　暗　褐　色　ロームブロックe炭化粒子微量

－1暗　褐　色　ロームプロ、ソク・炭化粒自微量

う　黒　褐　色　炭化粒J’・少量．ローム粒つ∴旭日八白’・微量

遺物出藍状況　土師器片6点（捧）タ須恵器片息鰯（嚢）が出土している。この土器は北西部の覆土上層から

中層にかけて出土している。路用は北西部の覆土中層から出土している。このほかには　混入した縄文土器片

1点が出上している．∴

所農　本跡の性格は不明で芦　出土土器は9世紀複葉から摘健妃前葉の　のが覆土中層から多　出土しているの

で，それ以前と考えられる＿

l一一一一一1㌢は7－▼一一ノーーl一一一ノー一一
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第312図　第122号土坑・出土遺物実測図

第122号土坑出土遺物観察表（第312図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト－1‥　　‥」

番号 種　別 器　種 口　径器　高底　径 胎　　 土 色　　 調焼成 手法の特徴 出土位置 備　　 考

1519 土師器 高台付杯［13．4］ 5．4 7．3 長石・雲母 にぷい黄橙普通
底部回転へラ切り。高台貼り

付け後，ナデ。
中央部下層
40％

第131号土坑（第313回）

位置　調査区北部のD2j3に位置し，平坦部に立地している。

規模と形状　長径1．33m，短径1．04mの楕円形であり，深さ62cmで，底面はjlu状である。主軸はN－160－W

で，壁面は外傾して立ち上がる。

覆土　9層からなる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐

2　黒　褐

3　黒　褐

4　窯　褐

5　暗赤禍
6　暗　褐

7　褐

8　褐

9　褐

色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量

色

色

色

色

色

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子微量

焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，ロームブロック微意

ロームブロック中壷，焼土ブロック・炭化物微量
色　ロームブロック少量

色　ロームブロック中量

色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片58点（杯14・高台付杯2・皿1・嚢41），須恵器片1点（杯）が出土している。これ

らの遺物は全体的に出土している。混入した縄文土器片9点が出土している。

所見　本跡の性格は不明であるが，時期は10世紀後葉の土師器高台付杯が出土しているので，それ以前と考え

られる。
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第313図　第131号土坑・出土遺物実測図
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番号 種　別 i器 種恒 径極 高i底 径！胎　 土 i色　 調i焼成i 手法の特徴 i 出土位置 i備 考

1521 工帥器
i高鍋捧恒 巨 2　 6・8 ほ霊諾 幸 い橙i普適齢 禁 簑 切 。高鍋 恒 中 i30％

1522 十師器 皿　恒 0裏目 の中 細 極微摘 恒 い橙 普通底部外面纏 へラ削 。　 覆土中 媚％

二・：．ふ工一一．．L　′∴　　二

、三　r・′、′いノ’ノ　ノ、．・、′ソJ　ノ　ン、′ぐ　′、．ノ　′∴′．一　′　ノ、′、．、

三王）、∴　．′　′ノ・　′J、′一・一　・、′・∴　′′．
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I三であり．埠mIiは緩やかな傾斜で立ち上がる、一、1

1・∴　’′′　′ハ／　一／ン・′′＼、∴’jJ、・′、・ノノ‾′＼、、Jノノ　　ー‘ノ　′／′・∴′′つ　′了十　イ′．′　′：．

土層解説

l＿　黒　褐　色　ローム粒J’－中量．しトムプロ、ソク・焼上プロい′ク少：－l∴　炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム粒川一量．U一一∴プロ、・！ケ・焼上ブrrノン′レ量

3　暗　褐　色　ロームブロック中鼠　炭化物少鼠　焼土ブロック微量

、ナ・　　　　　一・、　　　一、　－一　　ニ・・・、　　　ノ、∴　　　一　　∴　　′．二、′、！∫、

′ノ．　　　　　／、．　ハ　ノ、．′′，′・．C　工∫　　　カ　ー　　一一、、／′．

所農　本跡の性格は不明で資時期は出土土器が覆土中であるため撃時期判断は困難であるがタ　9世紀中葉の須

、ノ　′、′　′′、・　ノ　　′・∴ノ・′∴、′言「∴′、′ノ′∴・・′言、′：′、レ・・朋、∴ら、レ′′　　∴′　′．・　′二、リノ、∴昔′ノ
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第摘尊王坑出土遺物観察表　第凱図）

10cm

一　一　　、　＿　　＿l　＿

番可種別器　種口径極目可底径胎　　士色　　調焼成！　手法の特徴出土位置！備　考

蟻邦　須恵器林加可　…巨細長石・右奥にぷい黄橙普通恒βタ涌ナデ。覆土申i20％

∴言無二、：　ノ∴：声

位置　調査区北西部のE2C　区に位置し　平坦部に立地している。

‾志∴1、∴ノ　′ノ〕ノ　ー．ノ、、・．′、、ノノ，・．・′、′、ノ′、、．さj

規模と形状　第摘号住居跡に掘　込まれているため　確認で　たのは長径。崇m　短径。媚mの楕円形であ娠

一一一一一一1－4・191－－ll一一一
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第315図　第228号土坑・出土遺物実測図
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深さ56cmで，底面はほぼ平坦である。主軸はN－270－Wで，壁面は外傾して立ち上がる。

覆土　2層からなる。ロームブロックを含んだブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック中畳，焼土ブロック・炭化粒子・微礫微量

2　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量

遺物出土状況　土師器片271点（杯122・嚢149），須恵器片9点（杯1・尭8），灰粕陶器片4点（壷），鉄製品

2点（刀子），礫1点が出土している。これらの土器は全面的に覆土中層から出土している。このほかには，

混入した縄文土器片24点が出土している。

所見　本跡の性格は不明で，10世紀後葉の土師器皿や灰粕陶器瓶が出土しているが，すべてが投棄されたもの

と考えられるので，時期は10世紀後葉以前と考えられる。

第228号土坑出土遺物観察表（第315回）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位 置 備　　 考

15 28 土 師 器 皿 ［10 ．0 ］ 1．5 5 ．2 長石・雲計赤色粒子 にぷい黄橙 普通 ‘底錮 転糸切り。体部内・外面ロクロナデ。 覆 土 中 4 5％ P L 1 14

152 9 土 師器 皿 ［9．4］ 1．8 6 ．0 長石・石英・赤組 子 に ぷ い褐 普通 底 部 回転 へ ラ 切 り。 覆 土 中 2 5％

153 0 灰 粕 陶 器 耳E － （2 ．4） 7．2 長石・黒色粒子 灰 自 良好 底部外面へラ削り。高台鋸 ）付け後，ナデ。 覆 土 中 10 ％

番　 号 器　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

材　 質 特　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考
長 さ （cm ） 帽 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

15 3 1 刀 子 （1 9 ．0 ） 1．9 0 ．4 （3 2 ，1 ） 鉄 両 開 。 茎 部 木 質付 着 。 中 央 部 下 層 P L 118

153 2 刀 子 （8 ．0） 1．2 0 ．3 （8．2） 鉄 両 関 。切 先 ， 茎 部 欠損 。 覆 土 中 P L 118

第229号土坑（第316図）

位置　調査区北西部のE2cl区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第228号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第228号土坑に掘り込まれているため，確認できたのは長径2．45m，短径1．57mの隅丸長方形で
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第316図　第229号土坑・出土遺物実測図
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あり，深さ37cmで，底面はほぼ平坦である。主軸はN－0。であり，壁は外傾して立ち上がる。

覆土　2層からなる。ロームブロックを含んだブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック中量

2　極暗褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量

遺物出土状況　土師器片145点（杯61・嚢84），須恵器片11点（杯6・碧5），灰粕陶器片1点（杯），礫3点が

出土している。これらの遺物は覆土中から出土している。このほかには，混入した縄文土器片14点が出土して

いる。

所見　本跡の性格は不明で，出土土器が10世紀複葉の土師器杯や灰粕陶器杯が出土し，すべてが投棄されたも

のと考えられるので，時期は10世紀後菓以前と考えられる。

第229号土坑出土遺物観察表（第316図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　　 考

1 53 3 土 師 器 杯 ［13 ．0 ］ 2 ．9 － 長 石 ・石 英 明 赤 褐 普 通 口緑 部 両 面横 ナ デ 。 覆 土 中 5 ％

15 34 灰 粕 陶 器 杯 ［13 ．扇 （3 ．2） － 長石・黒色粒子 灰 自 良 好 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ 。 覆 土 中 5 ％

第399号土坑（第317図）

位置　調査区中央部のF2iO区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　第123号住居跡の北壁，第124号住居跡の中央部を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1・08m，短径0・70の楕円形であり，深さ17cmで，底面はほぼ平坦である。主鰍まN－20－

Eであり，壁面は緩やかな傾斜で立ち上がる。

覆土　単一層からなる。覆土が浅く，判断が困難であるが，含有物の散らばりの様相から自然堆積と考えられる。

土屑解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物・粘土粒子微量

遺物出土状況　土師器片10点（杯5・嚢5），須恵器片1点（杯）が出土している。これらは北部の覆土上層

から出土している。1541は北部の覆土上層から出土している。混入した縄文土器片2点が出土している。
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第317図　第399号土坑・出土遺物実測図
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所見　本跡の性格は不明で，本跡が7世紀後菓以前の第124号住居跡を掘り込み，10世紀前葉の土師器高台付

杯が出土していることから，時期は7世紀後葉から10世紀前葉以前と考えられる。

第399号土坑出土遺物観察表（第317図）

番 号 種　 別 器　 種 口　 径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　　 考

15 4 1 土 師 器 高台付杯 14 ．0 （4 ．7） －
長石 ・石英・雲

母 ・赤色粒子
に ぷ い 橙 普 通

底 部 回 転 へ ラ切 り。 高 台貼 り

付 け 後 ， ナデ 。
北 部 下 層

95 ％　 高 台

部 欠 損 。

第452号土坑（第318図）

位置　調査区南西部のG2eO区に位置し，平坦部に立地している。

規模と形状　長径1．10m，短径0．93mの楕円形であり，深さ62cmで，底面はほぼ平坦である。主軸はN－390

－Wであり，壁は外傾して立ち上がる。

覆土　4層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

1　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ロームブロック微量
4　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片24点（杯13・嚢11），須恵器片5点（杯2・嚢3）が出土している。これらの遺物は

中央部から出土している。このほかには，混入した縄文土器片3点が出土している。

所見　本跡の性格は不明で，時期は出土土器から9世紀後葉と考えられる。

⑥駐車一七3flj匝
旦　　　　　　　1548

ヽ耳　」　m
第318図　第452号土坑・出土遺物実測図
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第張号土塊出土遺物観察表　第凱囲う

番号 種　 別 i器 種 恒 径 i器 高極 径　 胎　 土 i色　　　　 手 法 の 特 徴 i 出土位置 i 備　 考

1548 土師器
琢 巨 も車 の車 硯 霊 糾 こぶい橙 普通 i票 譜 ラ切 後 手持ち 中郷 層 i 附 し摘

6　中歯近畿の遺構と遺物

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　′　　　　　　　　　　　′

にりいて記述する。

廿　火葬施設

第　号幾諸施設　第凱囲う

’、ご　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　．　　′∴　　　　　　一・．　　．．

、　　　　　　　　　　　・’　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　′′　　′ノ　ヽ　　　　　　　　　　　　1、　　′　　　　　　J　　′　　　　　　　′

ノ　　′　　　　－　　く　　　　　　　　　　′　　　　　‥

、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ー　　　　　　　　　　　　　　　　　′　一　　　　　　′　　　　′　　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

変している

尊堂　層からなる。焼土プロッタ　嵐魔粒子　骨粉及び骨片等を含む層である。

土層解説

l　暗　視　色　目－！、ゾ「「′ン・焼上位J’・・尉ヒ物微量

黒　　　色　炭化物多選　焼量粒子の骨片微量

黒　褐　色　廃土プロッタの炭化粒子も骨片微最

l　暗赤粘邑　焼上ブし「・ン・炭化粒「・骨片微量

5　極暗褐色　ローム粒子の焼土ブロックの炭化物数量

6　暗　褐　色　廃土プロッタや炭化粒子微巌

7　黒　褐　色　廃土ブロックゆ炭化粒子微巌

8　極暗褐色　廃土ブロックの炭化物薇選

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　′　　　　　　　　　　　ノ、ノ　‥　′′　　　　′　　′　・′　　　ノ　　　　′、＼　　　　′　′

多量の木炭が出上している

′　　　　　　　　J　′．・ノ　　　　′　′′・．′　、′ノ　′．・　　　　　　　　　　　　　　　ノ＼　　′　′　　′

．／ノ　′∴・・′．ノ　　．　二・′　：．　　′　ノー　ノ：′　．ノ′．′ノ

第別　図　第　号火葬施設実測図
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（2）墓墳

第1号墓墳（SK－113）（第320図）

位置　調査区の南西部のG2d6区に位置し，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は重複関係にある

第2号墓境，西に第3号墓境がそれぞれ位置している。

重複関係　第2号大型円形土坑，第138号住居跡を掘り込み，第2号墓境に掘り込まれている。

規模と形状　長径1．87m，短径1．50mのほぼ楕円形で，深さ222cmで，主軸はN－130－Eである。壁はほぼ垂

直に立ち上がる。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　9層からなる。ブロック状の人為堆積の状況を示している。粘土層まで掘り込んでいる。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック微量

2　極暗褐色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

3　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土ブロック微量

4　黒　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロック微量

5　黒　褐　色　粘土ブロック少量，ロームブロック微量

6　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・粘土ブロック微量
7　暗　褐　色　ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子・黒色粒子微量

8　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子・粘土ブロック微量

9　黒　褐　色　ロームブロック少量，粘土ブロック微量

⑥　　七2。6
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第320図　第1号墓墳・出土遺物実測図
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二軍　　′′　　一、1く・言　L、－∴．主　∴　．′し、・、ノ、、、。′′、・ノ＼′　八㌧′、・ムー．　∴、′ご）ノ、ノ・∴1

後頭部が北に位置し撃太腿骨の一部が顔の前面に立ったような状態で出土しているので芦座棺での埋葬と考え

ノ′言　ノ　ノJ　∴、ノノ、－′　∴′1・’　′：＼ノバ　つ　二　イハ　ノ六′′．＿．′ノノ、言　入　′∴′、、∴∴・＿jC．／二

、・、、［′‥・、、上．、′・′．・　′ノ、′、‥：十一　′．、つ、・　‥．く一、・，∴　・′′、・ノ　　㌦＿、∴　′‥

（不明主　剥片1点．礫主点が出上している、＿、

所凰　本跡の時期はタ　同時期と考えられる第2号墓境が掘　込んでいるので　それより　古も　寛永通宝が出

上しているので1射臣私以後と考えられる．、、．

第　号墓境出土遺物観察表　第霊園）

番　 号 器　 楯
計　　　　　 測　　　　　 値

相　 賀 特　　　　　　　 徴 出 十 位 置 備　　 考径 k m ） 長さ五m 中 腰 cm ） 養射 g ）

1464 数珠玉 0．5
06日 ・2

0 ．2 ガラス 縞状の研磨痕。水色で半透明。 中央部下層

1465 数珠玉
攣 i 狛日 日 招 「 読

iガラス 縞状の研磨痕。表面に気泡。水色で半透軋 中央部下層

1466
！
数珠玉 0 。6 45　 日 e中　 03

ガラス 縞状の研磨痕〇半透明で表面が白濁oi 中央部下層 ！

1467 数珠玉 0 ．バ　　　　　 0 ．5　　　　　 0 ．1　　　　 0 ．J ガラス よく研磨され，表面白色∴ 中央部下層

番　 号 器　 種
計　　　　　 測　　　　　 植 ㍑ 質

特　　　　　　　 徴 出 士 位 置 備　　 考径（cm） 厚さ五m 中 飢 m ） 重量届

1594 古銭 ！ 2。6
・2　 日 も6

コ．0 鋼 新寛永通宝。嚢に 「文」。 中央部下層 P L ＝バ

1595 古銭 せ4　 日 む2
0 諸 逢。2 鋼 寛永通宝。 中央部 卜屑 PL lは

1596 古銭 2 ・中　 や2
0 。6 2 ．9 銅 寛永通宝。 中央部下層 PL 日周

1597 古銭
隼 」 空 目 日 用 十 五

銅 麗永通宝。 中央部下層 PL l18

ま．598 古銭 聖 子　 侶日 日 溌 「 右
鋼 寛永通宝。 中央部下層 PL l千8

1599 古銭 2e3　 日 の2
0．6 2．6 銅 寛永通宝。 中央部下層 P L 日は

第2骨董壌（SK且23）（第32且図）

位置　調査区の南西部のG2舶区に位置し　平坦部に立地している。周辺の翻期の遺構は重複関係にある

第1号墓境，西に第3号墓境がそれぞれ位置している。

重複関係　第138号住居凱　西部が第1号墓墳資　東部が第　号太型円形土坑を掘　込んでいる。

規模と形状　長径0062m資短径0049mの楕円形で，深さ82cmである。主軸はN－30－Wであ娠　第　号墓壕

の東部に士層断面図で掘り方を確認することができた。壁は底面からほぼ垂直に立ち上がる。

‾　一　′∴二、′ii‾、：、‥∴‾丁′∴　　－∴′′′、′－′一　十．‥　「∴し一一∴、‖l三　′　r；言

曇　　日　フ′ノーノ／′．、、′：．　ノ・′シ日、√ノ′ノ、上∵∵′／ノ∴こノンLを′、＿∴、′′．

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒！∴焼上プロ、ソク・炭化物微量

2　窯　褐　色　ローム粒子の粘土中ブロック微量

遺物出羞状況　古銭6枚タ　Å骨l体が底面から出土している。人骨は後頭部を北にしタ太腿骨がその南面にあ

勘掘　込みはあま　太き　な　座棺と考えられる。このほかには芦　混入した縄文土器片2点芳　土師器片2点

が出上している．、＿、

所農　本跡の時期はタ　第1号墓壕を掘り込んでいることからタ　それよりも新しくタ　寛永通宝が出土しているの

で18世紀以後と考えられる∴

一一…一一一一∵持5－1－
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第321図　第2号墓墳・出土遺物実測図

第2号墓墳出土遺物観察表（第321図）

B　1600～1605

u
0　　　　　　　　　　　　　2m

L i　　　！

0　　　　　　　　3cm

L＿＿＿＿＿＿＿L＿　」

番　号器　種
計　　　　　 測　　　　　 値

材　質 特　　　　　　　 徴 出土位置備　　考
径（cm）厚さ（cm）孔径（C血）重量（g）

1600 古銭 2．5 0．2 0．6 3．3 銅 豊永通宝。 中央部下層PLl18

1601 古銭 2．3 0．1 0．6 2．4 銅 寛永通宝。 中央部下層PL118

1602 古銭 2，5 0．2 0．6 3．5 鋼 寛永通宝。永が右にずれている。中央部下層PLl18

1603 古銭 2．3 0．1 0．7 2．6 銅 寛永通宝。 中央部下層PL118

1604 古銭 2．5 0．2 0．6 3．3 鋼 寛永通宝。 中央部下層PL118

1605 古銭 2．5 0．2 0．6 3，4 銅 寛永通宝。 中央部下層PLl18

第3号墓墳（SK324）（第322図）

位置　調査区の南西部のG2e3区に位置し，平坦部に立地している。周辺の同時期の遺構は西に第1・2号

墓境が位置している。

重複関係　第19・20号掘立柱建物跡，第323号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1・36m，短軸1・35mの円形を呈し，深さ102cmで，主軸はN－0。であり，壁は底面からほぼ

直立する。

底面　ほぼ平坦で，わずかに硬化している。

覆土17層からなる。ブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

3　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物微量

5　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
6　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

7　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
8　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

9　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

10　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化物微量

11極暗褐色　ロームブロック微量

12　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化物微量

－456－
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第322図　第3号墓墳・出土遺物実測図

13　褐　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
14　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化物微量

15　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

16　暗　褐　色　ロームブロック微量

17　褐　　　色　ロームブロック少量

遺物出土状況　古銭6枚，数珠玉9点，

⑦

（⊃
1506

81606～16111500～1508

骨子
」＿＿＿⊥＿＿＿」

e O

q7　黛
0　　　　　　　　2cm

ト一一十　・」

0　　　　　　　　3cm

L；　！

人骨1体が中央部の底面から出土し，これらの多くは頭蓋骨の下から

出土している0人骨は後頭部が北に向き，大腿骨がそれの南に位置し，座棺と考えられる。このほかには，混

入した土師器片10点が出土している。

所見　本跡の時期は，寛永通宝が出土しているので18世紀以後と考えられる。

第3号墓墳出土遺物観察表（第322図）

番　 号 器　 種

計　　　　　 測　　　　　 値

材　 質 特　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考
径 （cm ） 長 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

15 0 0 数 珠 玉 0 ．5 0 ．6 0 ．2 0 ．3 ガ ラ ス 表 面 に 縞 状 の 研 磨 痕 。 青 紫 。 中 央 部 下 層

15 0 1 数 珠 玉 0 ．5 0 ．6 0 ．2 0 ．3 ガラ ス 表 面 に 縞 状 の 研 磨 痕 。 青 凱 中 央 部 下 層

15 0 2 数 珠 玉 0 ．4 0 ．5 0 ．2 0 ．2 ガう ス 表 面 に 縞 状 の 研 磨 痕 。 半 透 明 。 中 央 部 下 層

1 5 0 3 数 珠 玉 0 ．4 0 ．5 0 ．2 0 ．2 ガ ラ ス 表 面 に 縞 状 の 研 磨 痕 。 半 透 明 。 中 央 部 下 層

15 0 4 数 珠 玉 0 ．5 0 ．5 0 ．1 0 ．3 ガラ ス 表 面 に 縞 状 の 研 磨 痕 。 青 紫 。 中 央 部 下 層

15 0 5 数 珠 玉 0 ．7 0 ．6 0 ．1 0 ．3 ガ ラ ス 表 面 に 縞 状 の 研 磨 痕 。 半 透 明 。 中 央 部 下 層

15 0 6 数 珠 玉 0 ．6 0 ．7 0 ．2 0 ．5 ガラ ス 表 面 に 縞 状 の 研 磨 痕 。 青 紫 。 中 央 部 下 層

15 0 7 数 珠 玉 0 ．6 0 ．7 0 ．2 0 ．5 ガう ス 表 面 に 縞 状 の 研 磨 痕 。 半 透 明 。 中 央 部 下 層

1 5 0 8 数 珠 玉 0 ．6 0 ．6 0 ．2　　　　　 0 ．4 ガう ス 表面 に縞状 の研 磨 痕 。青紫 で 表 面 白濁 。 中 央 部 下 層

－457－



番　 号 器　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

材　 質 特　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考

径 （cm） 厚 さ（cm ） 孔 径 （cm） 重量 （g ）

16 06 古銭 2 ．5 0 ．1 0 ．6 2 ．6 銅 寛永通宝。 中央 部下層 P L 118

16 07 古銭 2 ．5 0 ．2 0 ．6 3．8 鋼 寛永通宝。 中央部 下層 P L 118

16 08 古銭 2 ．5 0 ．1 0 ．6 3．6 鋼 寛永通宝。 中央部 下層 P L l18

16 09 古銭 2 ．5 0 ．1 0 ．6 3．3 鋼 寛 永通宝。背面 に 「文」。 中央 部下層 P L 118

16 10 古銭 2 ．5 0 ．1 0 ，6 3．5 鋼 寛 永通宝。 中央 部下層 P L 118

16 11 古銭 2 ．3 0 ．1 0 ．7 2．3 鋼 寛 永通宝。 中央部 下層 P L 118

第4号墓塘（SK367）（第323図）

位置　調査区の北部のD3j2区に位置し，南西から北東への斜面部に立地している。

重複関係　第3号住居跡の南西部分を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1．51m，短軸1．50mの円形を呈し，深さ138cmの円筒形である。底面はほぼ平坦で，長軸90cm，

短軸74cmの長方形で，深さ22cmの掘り込みが見られる。主軸はN－00であり，壁面はほぼ直立する。

底面　ほぼ平坦で，中央部がさらに方形に窪み，わずかに硬化している。

覆土19層からなる。ブロック状の人為堆積の状況を示している。

④

＝喧二二＝＝＝ユニ

1511

第323図　第4号墓境・出土遺物実測図
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褐

褐
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ロームブロック少量，粘土ブロック微量

ロームブロック少量，粘土ブロック微量

ロームブロック中量，粘土ブロック少量

ロームブロック中量，粘土ブロック少量

ロームブロック中義，粘土ブロック少量

ロームブロック・粘土ブロック少量

ロームブロック・粘土ブロック少巌

ロームブロック・粘土ブロック少量

ロームブロック中量，粘土ブロック少量

ローム粒子・粘土ブロック・赤色粒子微量

粘土ブロック中量，ロームブロック少量

ロームブロック中還，粘土ブロック微量

ロームブロック中量，粘土ブロック少量

ロームブロック中量，粘土ブロック微量

ロームブロック・粘土ブロック少量

ロームブロック少量，粘土ブロック微量

ロームブロック・粘土ブロック少量

ロームブロック・粘土ブロック少量

粘土ブロック中墓，ロームブロック少量

遺物出立状況　古銭7枚，銅製品2点（煙管）， 人骨1体が中央部の底面から出土している。人骨は後頭部が

北側に向き，大腿骨などが立位で出土し，座棺と考えられる。このほかには，混入した縄文土器片2氏土師

器片34点が出土している。

所凰　本跡の時期は，寛永通宝が出土しているので18世紀以後と考えられる。また，棺桶は方形のものと想定

される、、

第4号墓墳出土遺物観察表（第323図）

番　 号 器　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 質

特　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 径（cm） 重量（g ）

1511 煙管 （5．5）
－ 0．9 （3．2） 真鎗 1510の吸口部。 中央部下層 PL l18

ユ．510 煙管 （6．0） 1．6 0．9 （6．6） 真鎗 火皿と雁首の境は弱くくびれる。 中央部下層 PL l18

番　 号 器　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 質

特　　　　　　　 徴 出 土 位 置 備　　 考
径 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） ！重 量 （g ）

1 5 12 古 銭 2 ．6 0．2 0 ．6 3 ．0 鋼 寛永通宝。 中央部下層 P L l 18

1 61 2 古 銭 2 ．5 0．1 0 ．6 3．2 銅 寛永通宝。 中央部下層 P L l 18

1 613 古銭 2 ．3 0．1 0．6 3．1 鋼 寛永通 宝。 中央 部下層 P L l 18

16 14 古 銭 2．6 0．1 0．6 2．9 銅 寛永通宝 。背面 に 「文」。 中央 部下層 P L l1 8

16 15 古 銭 2．3 0 1 0 ．6 2．7 銅 寛永通宝。 中央部 下層 P L l1 8

16 16 古 銭 2．5 0 ．2 0 ．6 3 ．8 銅 寛永通宝。 中央部下層 P L l18

16 17 古 銭 2 ・4 i o ・1
0 ．6 2 ．9 銅 寛永通宝。 中央部下層 P L l18
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7　その他の時代の遺構と遺物

今回の調査では縄文時代から中・近世の遺構のほか，年代が明らかでない遺構として竪穴住居跡12軒，掘立柱

建物跡7棟，溝22条，士坑254基，ピット列3か所が調査されている。以下言これらの遺構と遺物について記述する。

（1）竪穴住居跡

第別号住居跡（第324図）

位置　調査区北部西寄りのE2g2区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　北部が第25号住居跡を掘り込み，東部が第29号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　東部が第29号住居跡に掘り込まれているため，確認できたのは長軸4．20m，短軸2。40mで，形状

は長方形と推測され，主軸はN－770－Eであり，壁高は32～41cmでほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

覆土　7層からなる。レンズ状の自然堆積の状況を示している。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量，焼土プロツ　　4　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・白色
ク・炭化粒子・白色粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック・　5　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼士粒子微量
炭化粒子・白色粒子微量　　　　　　　　　　　　　6　黒　褐　色　ロームブロック・白色粒子少量，焼土ブロック・

3　黒　褐　色　ローム粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子・　　　　　　　　　炭化粒子微量

炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量

遺物出藍状況　土師器片541点（杯19巨嚢350），須恵器片34点（塚30。襲4），灰粕陶器片1点（不明），土製

品3点（支脚），礫8点が出土している。これらの遺物は各層から出土しているが，細片のため，図示できる

ようなものはなく，このほかには，混入した縄文土器片111点が出土している。

所見　出土土器が細片のため誹寺期決定は困難であるが，重複関係が7世紀前葉の第25号住居跡を掘り込み，9

世紀前菜の第29号住居跡に掘り込まれていることから，時期については7世紀前菜から9世紀前葉と考えられる。

第324図　第24号住居跡実測図
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位置　調査区中央部酋欝　のF2離区に位置し　平坦部に立地している。

重複関係　酋壁中央部を第渕号士坑に掘　込まれている。

ハ、㌧こ′・、・七　・一こ‘・、、？・い　－　ノ′′ノ．‖　　　　′、＼　、．′、．　　；、。′、ノ′′　′二、∴：、

立ち上がる。
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あることから、大尉’軒積と考えられる。．

土層解説

1黒　褐　色　U－ムプロ、ソク少量　焼‖＼1イ・白色粒描猫
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位置　調査区中東部東寄　のG4e　区に位置し　斜面部に立地している。東部は調査区域外に伸びている。

規模と形状　東側は調査区域外であるためラ確認できたのは長鮎。媚m　短軸。崩mで　形状は方形または長

方形と推測され，主軸はN…10－Wでありラ　壁高は5cmでほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，中央部があま　踏み固められていない。壁藩は深さ2cmで　北壁から南壁の壁下で検出され

ている、一二

援蓋　確認商ですでに床面が露出し9覆土は単一層のため判断が困難であるが芦　ロームブロックなどが微量に

含まれた暗褐色土の堆積で芦　しまりも普通のため自然堆積と考えられる。
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第326図　第79号住居跡実測図

土層解説

1　暗　褐　色　ロームブロック微量

造物出土状況　土師器片5点（杯3・嚢2），須恵

器片1点（賓）が出土している。これらの遺物は覆

土中から出土している。これらの土器も細片である

ため，図示できるような遺物はない。

所見　本跡は出土している土器は体部片がほとんど

で，細片のため時期は不明である。

第113号住居跡（第327図）

位置　調査区中央部のF2f4区で，平坦部に立地

している。

重複関係　北部は第120号住居跡，東部は第118号住

居跡，南西壁を第6号掘立柱建物跡にそれぞれ掘り

込まれている。

規模と形状　北部と東部が掘り込まれているので，

確認できたのは長軸4．10m，短軸1．73mで，形状は

方形又は長方形と推測でき，主軸はN－510－Wで

あり，壁高は14cmでほぼ直立している。

第327図　第113号住居跡・出土遺物実測図
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床　ほぼ平坦で，あまり踏み固められていない。

存立　2層からなる。第118e120号住居跡に掘り込まれているため，残存している部分が少く，判断困難であ

るが，覆土中にロームブロックを含み，床面から炭化材が出土しているので人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ロームブロック微量

遺物出立状況　土師器片7点（杯68嚢1）が出土している。これらの遺物はほぼ床面から出土している。こ

のほかには，混入した縄文土器片17点，弥生土器片7点が出土している。

所見　本跡は覆土が浅く，出土土器も細片であり，多くの時期の土器が出土していることから，出土土器から

の時期判断が難しく，6世紀後葉から7世紀前葉の第120号住居跡に掘り込まれているので，時期は6世紀後

菓以前と考えられる。

第113号住居跡出土遺物観察表（第327回）

番　 号 時　　　 期 器　 形　 お　 よ　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 出　 土　 位　 置 備　　 考

93 3 ・ 縄 文 時 代前期 前半

9 33 は 目 線 部 片 で，口唇部 に刻 みが施 され，縄 文原体 を円形 に押 圧 し，

覆土中

ニ ッ本式期

その 中心 に円形 刺突文 が施 されてい る。 9 34 は 隆 管 上 に刻 みが施 され， P L l14
93 4 そ の 下 に は縄文 原体押 庄文 と短沈線が施 文 されてい る。 いず れ も胎土中

に繊維 を含 んでいる。

9 35 ～ 弥 生 時 代後期

93 5 は胴 部 片 で，附加条一種 附加 2 条 の 縄 文 が施 されてい る。 9 3 6 ・9 37

．‾．‾．一°1　　　」」 覆土中

上稲 吉式期

9 37 ほ 頚 部 片 で， 9 36 に は 沈 線 による連弧 文状 の区画内 に不規則 な格子 文が P L 日日
施 文 されてい る。 9 37 に は太 洗 練 による区画内 に格子 文が施 されて いる。

第臓考健屠跡（第328図）

位置　調査区中央部西寄りのF2d3区に位置し，平坦部に立地している。

重複関係　南東コーナー部が第152号住居臥南壁が第241号土坑を掘り込み言ヒ西コーナー部を第150号住居

跡，北東コーナー部を第156号住居跡，南壁中央部を第240号土坑にそれぞれ掘り込まれている。

規模と形状　長軸4・48m，短軸3・40mの東西に長い長方形で，主軸はN－830…Eであり，壁高は6～12cmで，

外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

竃　東壁のやや南寄りを壁外へ38cmほど掘り込み，焼士混じりの粘土で構築していたと思われるが，道春状態

が不良である。規模は両袖部幅90cm，焚口部から煙道部までの長さ82cmである。火床部は床面から12cmほど掘

り窪められ，焼土の広がりを確認できる程度で，煙道は火床面から外傾して立ち上がる。北袖がロームを掘り

残した基部が露出し，その上に粘土を貼り付けて構築されていたと考えられる。

竃土層解説

1灰　褐　色　炭化粒子・粘土粒子少量，焼土ブロック微量　　　5　灰　褐　色　粘土粒子少量，焼士粒子微量

2　にぷい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子少量，炭化物微量　　　6　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗赤褐色　焼土ブロック少量，炭化物微量　　　　　　　　7　暗赤褐色　炭化粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量

4　暗　褐　色　炭化粒子少量，焼土ブロック微量　　　　　　　8　暗赤褐色　炭化粒子少量，焼土ブロック・粘土粒子微量

存立　5層からなる。レンズ状の堆積状況を示しているが，ロームブロックを含んだ人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量　　4　暗　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　暗　褐　色　ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　　　5　暗　褐　色　ロームブロック微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片7点（杯3e嚢4）が出土している。これらの遺物は中央部の覆土中層から下層にか

けて多く出土している。このほかに混入した縄文土器片5点が出土している。出土土器はすべてが細片で，図
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示できるようなものはない。

所見　出土土器はすべてが細片のため，時期判断は困難である。

0　　　　　　　2m

巨l一一一一1－－－－一十‥一二二j

0　　　　　　　1m

』二二二二王二二二二』

第柑号住居跡（第329図）

位置　調査区最南部のH2dO区に位置し，台地縁辺部の斜面部に立地している。

規模と形状　斜面上に立地しているため，南壁の立ち上がりが不明で，確認できたのは長軸2。90m，短軸2．80m

で，形状は方形と推測され，主軸はN－20－Eであり，壁高は20cmでほぼ直立する。

床　ほぼ平坦で，床面は粘土面まで掘り込まれ，中央部が踏み固められている。

竃　北壁の中央部は撹乱を受けおり，竃の道春状態は不良で，壁外へ88cmほど掘り込みがあり，その部分に焼

土ブロックや粘土ブロックなどの広がりを確認できたので，北壁の中央部に竃が付設されていたが，竃材の残

存が少ないことなどから，住居の廃絶時に破壊された後，後世の撹乱により，完全に破壊されたと考えられる。

電土層解説
1　黒　　　色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量　　　　　　5　黒　褐　色　焼土粒子・炭化材・粘土粒子微量
2　黒　褐　色　焼士ブロック・粘土粒子微量　　　　　　　　　　　6　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物微量
3　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物微量　　　　　　　　　　　　　7　黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子微量
4　黒　　　色　焼土粒子・炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　　8　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

ピット　2か所J主柱穴はP2で言朱さ20cmで．コーナー寄りに位置している、＿、Plは深さ28cmでトト央部から

南壁寄りに位置し，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

－464－



④）亮2dO

三‾「

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿⊥＿＿＿＿」

0　　　　　　　　　　　　1m

ヒ＿＿＿⊥－＿！

瑠12購。杢』，2哺」帥
第329図　第159号住居跡・出土遺物実測図

覆土　2層からなる。ブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子・炭化物・粘土粒子微量

2　にぷい黄褐色　ロームブロック中量，白色粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量

遺物出土状況　土師器片73点（杯23・高杯3・嚢45・ミニチュア土器2），須恵器片1点（聾）が出土してい

る。これらの遺物は南部の覆土中から多く出土している。このほかには，混入した縄文土器片6点が出土して

いる。出土状況から本跡に伴う遺物はない。

所見　出土土器が多くの時期にわたるものなので，時期判断は困難である。

－465－



′　、′′　　　．．　　　＿　〃　ノ　ー，、　　′．．ノ　ーご

納車陸別極種序…中縮可底可胎　土i色　調焼成手法の特徴 出十位置備　　考

1244　士摘！杯　恒摘恒痛「つ毎朝可縮 普通「1線部両面構ナデ∴ 覆土中5％

普通脚部内面ナデ。 穫土中摘％　二次焼
成二炉器台か。ユ24上潮中酌「つ沫中潮溌㌢当館

錮　土師器巨凋　組恒可　　 長石や石英巨ぷい橙普通日縁部面面積ナデ。 滝士中10％

ブ1、も：－　　　　く

1　K 0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

′：一．∴、　　　∴）′　く

位置　調査区中り用；帖守りの1日白月ズつ二位iitIHノ。

、円甘部に立地しているご　西部は調査区域外へ伸びて

いる、、、

、、、盲、∴　∴　　　品　べ′　′く　∴′ノ＼′、′　∴、‾、′1、ノ

碓認できたのは長軸5．！）0111．鯨油2．3（‾）111で，形状は

方形または長方形と推測され，巨柚はN－2仕‾‾、－11’

であり．壁高は8、1－1し、111で外傾して立ち上がる、

床　ほぼ平川で，全体的に踏み回められている、、壁

溝蘭甘さ航mで北東唯の畔上の　一部で検出されてい

る。

覆土　2層からなる、糾再ともU－ムブロックが平

均的に堆積していることから，自然堆積と考えられ

る．

土層解説
1　暗　褐　色　ロームブし「ノン少量∴　炭化粒J雄描．：
2　暗　褐　色　炭化粒子少量タ　ローム粒子微量

遺物出土状況　日油器片13点　叫亮・悪8）が出上

している．、、これらの遺物は覆上申から出上している。、

このほかには，混入した縄文上器片3扉、一㌧　剥片主点

が出上している．、出目二器はすべてが休部の細片で

ある、一一

所見　本跡の時期は，出トト器が休部でかつ細片の

』　　走　ため，時期判断は困難である。

‘．、．ゾ′・　一二′‾‘、一　∴．′．了ノ′′．く

第柑考健贋捗　第器囲）

位置　調査区南西部のGl＿e9区に位置し．北西から南東への斜面部に立地している．つ叫・南部が調査区域外

へ伸びている、、

規模と形状　北西から南東への斜面部に立地し．西っ有部が調査区域外へ伸びているため，確認できたのは長

軸1．L－10Ill．短軸1．30111で，形状は方形または長方形と推測でき∴主軸はN－Oこであり．壁高は1・4、32cmでほ

ぼ直立する

床　ほぼ、臣Ilで，踏み固められている。北西コーナー付近の床面で墟I二塊が検出されている．
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第331図　第187号住居跡実測図

焼土塊土層解説

1　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿L＿＿＿」

3　暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
2　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量　　4　灰　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

覆土10層からなる。ブロック状の人為堆積の状況を示している。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

2　黒　褐　色　ロームブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子微量

4　黒　褐　色　焼土ブロック微量

5　黒　褐　色　ロームブロック微量

6　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量
7　黒　褐　色　ローム粒子微量

8　黒　褐　色　ローム粒子少量

9　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

10　極暗褐色　ローム粒子・ロームブロック・焼土粒子微量

遺物出土状況　土師器片17点（杯2・棄15），縄文土器片3点が出土している。これらの遺物はすべて覆土下

層から出土し，すべて細片のため，図示できない。

所見　本跡の時期は，出土土器が少なく，細片のため時期は不明である。

第198号住居跡（第332図）

位置　調査区南部のH2b8区に位置し，台地縁辺部で北から南への斜面部に立地している。

重複関係　北壁が第203号住居跡を掘り込み，西壁を第197号住居跡，中央部を第462号土坑にそれぞれ掘り込

まれている。

規模と形状　第197号住居跡に掘り込まれているので，確認できたのは長軸3．92m，短軸3．00mで，形状は長

方形と推測され，主軸はN－50－Eであり，壁高は54cmで外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。

ピット　3か所。主柱穴はP1－3で，深さは36－44cmで，各コーナー寄りに位置している。

覆土　5層からなる。北から南へ流れ込んだ自然堆積の状況を示している。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化物微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック微量

3　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子・焼土ブロック・炭化粒子微量
5　黒　褐　色　焼土ブロック・炭化物微量

遺物出土状況　土師器片100点（杯42・賓58），須恵器片10点（杯6・要4），縄文土器片538点，礫11点が出土

している0これらの遺物は中央部及びその東寄りの覆土中層から下層にかけて多く出土している。出土土器は

すべて細片であるため，図示できるものはない。

所見　出土土器はすべてが細片で，時期判断は困難であるが，第197号住居跡に掘り込まれていることから，7
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0　　　　　　2m

．ニーl＿　二二二‥‥二二　二

第溺図　第摘号住居跡実測図

世紀前葉以前と考えられる。炉は主柱穴の配儀から芦中央部と考えられるが芦焼土の広がりも確認されていな

いことから　第購号土坑に掘　込まれた部分と考えられる。

第調号健腰妙　第器囲）

位置　調査区南部のH2a8区に位置しタ　北から南への斜面部に立地している。

重複関係　商壁を凱98号住居跡夕西部を第20緒住居臥南西部を雛9　の誹号住居跡にそれぞれ掘　込まれ

ている。

規模と形状　南西部が凱97号住居跡に掘り込まれているため，確認できたのは長軸067mタ短触。50mで，

形状は方形または長方形と推測で凱主軸はN一　〇一Eであり，壁高は32cmで外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，あまり踏み固められていない。

啓羞10層からなる。ブロック状の人為堆積を示している。

土層解説

1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化物微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼士プロ、ソク微量

：う　黒　褐　色　ロームブロック・焼巨粒了一微量

・1黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼上プロ、ソク・炭化粒J’・微量

5　黒　褐　色　ローム粒J’・少量．焼上プロ、ソク・炭化粒自微量

（う　黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼I∵プロ・ソク微量

7　黒　褐　色　ロームブロック‥墟上プロ・ソク微量

8　黒　褐　色　ロームプロ・ソク・焼上ブロック・炭化粒召微量

t）黒　褐　色　ロームプロ、ソク・焼1∵プロ、ソク・炭化粒召錆呈：

10　黒　褐　色　ロームブロック・焼上プロ、ソク微；1呈：

遺物出羞状況　土師器机76点（捧55魯高台付塔20壷温さ婆118）タ須恵器胸痛滑融巨蓋l㍉監賦㌧灰瀾

陶器片　貞　義上土製品　点　支卿）礫　点が出土している。これらの遺物は北部の覆土下層から出土して

いる。このほかには，混入した縄文土器尉鋸点　弥生土器片　嵐剥片　点が出土している。

所農　本跡が人為堆積の状況を示し，床面から土師器片と縄文土器納言ともに出土していることやすべて細片

のため時期の判断は困難であるが　平安時代の如鵬号住居跡に掘　込まれているこ　から　それ以前と考え

られる。

l－！1・68－
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第333図　第2036204号住居跡の出土遺物実測図

第203号住居跡出土遺物観察表（第333図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

虻一二二　：　ゴ

番号 種　 別 器　 種 口　径 器　 高 底　 径 胎　　 土 色　　 調 焼成 手法 の特 徴 出土位置 備　　 考

1401 須恵器 林 ［13．4］ （4．6） －
長石・有英・
赤色粒子 黄灰 普通 体部両面ロクロナデ。 覆土中

10％　休部外面墨
書「上軋　PLl14

第2錮考健腰掛（第333。334図）

位置　調査区の南部のH2a8区に位置し，北から南への斜面部に立地している。

重複関係　北西部を第202号住居臥南部を第197号住居跡言ヒ東部を第203号住居跡にそれぞれ掘り込まれて

いる。

確認状況　第197号住居跡の北部に位置し，第202号住居跡の東壁中央部に，長径92C恥短径72cmの隅丸方形状

の焼けた石が確認された。その周辺には土師器埠片が集中的に出土したが，住居の規模と形状などを確認する

ことはできなかった。

覆土　2層からなる。北から南へ流れ込んだ堆積状況を示していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量

2　黒　褐　色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

遺物出立状況　縄文土器片2息土師器片15点（杯5・高台付杯3e聾7），士製品3点（不明），石器1点（砥

石），礫22点が出土している。図示した土器は焼士集中部分から出土している。
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